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入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

聖徳大学は、総合大学という特質を活かして、変化の激しい社会を生き抜いていくための

確かな人間性、どのような社会であっても不可欠な自己分析力、論理的思考力、自己管理能

力、個別学問領域を超えたアイディアや洞察力と多面的な問題発見・解決力、そしてそれら

を発揮して主体的にかつ協働して課題に取り組める、社会で発揮できる聖徳ならではの専門

性の高い実践力をもつ人の育成を目指しています。 

聖徳大学はこうした目的を理解し、それを達成できる資質をもった人を求めています。具

体的には、次のような人を求めています。 

１．学びを通して、自己の成長を実現したいという強い意欲をもっている人。 

２．学びを通して、社会に貢献する夢をもっている人。 

３．学内外で必要なコミュニケーション力などの基礎を備えている人。 

４．授業に主体的、創造的、協働的に取り組むことができる人。 

 

 聖徳大学ではこのような人を受け入れるために、多様な受験機会を用意しさまざまな入学

試験を行っています。こうした試験においては、各学科での学習に必要な技能、知識、基礎

的な学力、主体的な判断力、創造的な考えを表現できる力、仲間と協働して学びを作ってい

く力などについて、書類審査（調査書、推薦書など）、実技試験、学力試験、面接などを組み

合わせて総合的に評価します。 
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聖徳大学の教育プロÀラムx学びw得¹れ»成果ÿＳtudent　ＬｅａÿĀāĀÿ　ＯĂāｃāÿｅĀĀ

聖徳教育Ⅰ

感受性1多様性理解
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客観的・相対的思考力 （構想・

聖徳人間力

専門教育科目

聖徳教養教育

SDGs1AI1現代的課題zy

複数の学問領域を

学際的{学ぶ

聖徳

夢プロ¸ェ¿ø
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ロ
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ェ
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ト
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・シリーºコンµーø
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・海外研修

・学外研修

ÿ志賀高原Ā

・ＦCÿＦÿｅĀĀÿｅĀ CampĀ

コミュニÁーション力

ñームワー¿力

構想力・総合力

自己管理能力

聖徳教育c

受動的z学び{¹能動的z学びの転換
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ロ
ジ
ェ
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・SEITOKU Academic  Literacya
・SEITOKU Academic Literacy b
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情報リöラシー・論理的思考力

・SEITOKU Academic Literacy c キャリアデ¶´ン力

人間性|発揮w}»専門性の高い実践力

学際的問題解決力

聖徳教育＝建学の精神<和={基uく人間教育

多様性理解

圧倒的z就職力

聖徳人間力 聖徳基礎力

豊{z情操

専門性の高い実践力

問題発見・解決力

確{z人間性

Field Linkage
学部・学科を超えた学際的z学びや1

地域・社会の多様zõィーûドx連

携 す»¼ミ活動等{¸º1<新しい

価値観を創造す»=学際的zプロÀ

ラム

社会w協働す»力

キャリア基礎力

能
動
的
z
学
び
{
¹

キ
ャ
リ
ア
基
礎
力
へ

真の国際性 品格

Business Field
Linkage
ビ¸ネ¹界等の最前線を学び1

新しい価値を創造し提案w}»

新時代の女性リーðーを育成す

»プロÀラム

先見的z視点x¹キûw

課題解決{向q

リーðーシップを発揮す»力

新しい価値を創造し提案す»力

多様z価
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対話す»力

ñームワー¿力

企画力x実践力
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学習成果の獲得状況を測る手法と時期

卒業時に身に付く学習成果

１．礼節や思いやり、豊かな乳幼
児観などをもって乳幼児に接するとと
もに、自律的に学び続けながら教
育・保育の発展に貢献することができ
る。

あなたの学習成果の獲得状況を測る
手法と測定時期

学外研修ルーブリック

豊かな乳幼児観を育む科目群のGPA

２．乳幼児の心とからだの成長と発
達に関する知識や技能を体系的に
理解するとともに、乳幼児に関する
情報を分析し、論理的かつ創造的
に考えることができる。

３．身体表現や音楽、造形など豊
かな表現方法で乳幼児とコミュニケー
ションを取るとともに、他者と協働しな
がら様々な問題に対して主体的に
問題解決することができる。

他者評価自己評価

毎学期末

1春・夏、3秋

教育学部 児童学科

児童学科DPルーブリック 各学年春・4秋

実習ルーブリック 各実習後

各科目の振り返りシート 毎学期末

卒業論文・卒業研究ルーブリック ４秋

実習評価表 各実習後

実習ルーブリック 各実習後

各科目の振り返りシート 毎学期末

卒業研究・卒業論文ルーブリック ４秋

乳幼児の心とからだの成長と発達を学ぶ
科目群のGPA

毎学期末

実習評価表 各実習後

学外研修ルーブリック 1春・夏、3秋

実習ルーブリック 各実習後

各科目の振り返りシート 毎学期末

卒業研究・卒業論文ルーブリック ４秋

豊かな表現方法を学ぶ科目群のGPA 毎学期末

実習評価表 各実習後

児童学科DPルーブリック 各学年春・4秋

児童学科DPルーブリック 各学年春・4秋
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教育課程編成・実施の方針ÿカリキュラム・ポリシーĀ 

【教育課程編成の方針】 

教育学部教育学科は、学習成果を体系的に達成するために、全学で共通に展開する科目

（全学共通科目）と、それらを基礎とし相互に密接に関連しながら専門性の高い実践力を育

む専門教育科目で教育課程を編成しています。 

専門教育科目については、以下の方針に基づいて編成しています。 

１．学科共通科目群 

（１）教育学、特別支援教育学、スポーツ諸科学等の学びを通して、子どもの多面的な活動

を理論的に深め、かつそれを具体化するための技能を身につけます。 

（２）最新の理論と実践を踏まえた知識と技能並びに現場実践力を、演習および実習を通し

て磨きます。 

（３）４年間の学びを、卒業後の活躍を具体にデザインしながら、３年次ゼミと４年次の卒

業研究ゼミを通して卒業研究としてまとめ、専門性を基盤とした高い問題解決力にま

で高めます。 

２．コース別専門科目群  

（１）小学校教員養成コース  

   中学校・高等学校等との系統性を重視し、高い英語指導力と情報通信技術（ICT）を活用 

できる教科指導力を身につける教育課程を編成します。また、３、４年次には教科等を

選択して専門性を深めます。さらに、各教科等の内容と指導方法に加え、附属小学校で

の観察実習や公立小学校での教育実習を通して、高い授業力と教育課題を解決できる現

場実践力を身につけます。 

（２）特別支援教育コース  

通常学級に在籍する子どもを含め障害のある子どもを理解し、保護者に信頼され、地域

社会と連携しながら適切に指導・支援ができる専門的な実践力を身につける教育課程

を編成します。各種の障害についての理論と指導方法に加え、特別支援学校での実習を

通して、高い授業力と教育課題を解決できる現場実践力を身につけます。 

（３）スポーツ教育コース  

子ども達にスポーツの楽しさを伝える実践力を身につけるとともに、資格・免許取得の

可能な教育課程を編成します。ジュニア期（幼児期～児童期）の発育発達に応じた運動

遊びやスポーツ指導に関する理論や技術を学び、児童期から生涯にわたる健康つくり

を通して地域に貢献できる現場実践力を身につけます。 

 

【教育課程実施の方針】 

1. 学生が自ら主体的に学ぶ授業を展開するとともに、学生がともに学び合う対話的な授

業を通して、学びの質的な向上を図ります。 

2. ルーブリック評価を導入し、評価結果を教員と学生で共有しながら学生の学びを改善・

充実します。 

3. 教員免許取得に係る教育実習では、本学教員並びに関係諸機関の教員・指導者による事
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前・事後指導を実施し、教育課題に即応できる現場実践力の向上を図ります。また、ス

ポーツ系資格取得に係る現場実習では、本学教員並びに関係諸機関の指導者による指

導を実施し、スポーツ現場の課題に即応できる現場実践力の向上を図ります。 

 

入学者受入れの方針ÿアドミッション・ポリシーĀ 

教育学部教育学科では、子どもに関わる専門性を基盤とした実践力をもち、地域社会に貢

献できる人材を育成するために、次のような能力をもつ入学者を求めています。 

1. 子どもの成長や発達に関心があり、子どもの心に寄り添うことができる人。 

2. 自己の人間性や教養を高め、調和ある社会の発展に貢献しようとする人。 

3. 心身ともに健全で、子どもや保護者、地域の人などと積極的に交流するとともに、教

育実習等を継続できる人。 

4. 学科における専門教育を学べる素養を備えた人。 

 

教育学部教育学科では、このような人を受け入れるために多様な受験機会を用意し、様々

な入学試験を行っています。こうした試験においては、本学科での学習に必要な意欲や学力、

コミュニケーション力、課題解決力などについて、書類審査、作文や小論文、学力試験、面

接などを多面的に組み合わせて総合的に評価します。 
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教育学部 教育学科
学習成果の獲得状況を測る手法と時期

1．専門分野に関する知識・技
能を体系的に学習した結果と
して、理論と実践を結びつけ、
課題を主体的に解決し、現場
実践力を発揮することができ
る。

2．子どもの心身の発達に関す
る科学的洞察力を修得した結
果として、グローバルかつ
ローカルな視点をもって、複
雑多様な課題に主体的に、か
つ協働して取り組むことがで
きる。

3．多様性を有する集団の中で
リーダーシップを発揮する力を
修得した結果として、思いやり
と協調性をもって多様な他者と
の信頼関係を築くことができる。

あなたの学習成果の獲得状況を
測る手法と時期

各コースの専門力・実践力を身に付け
る科目群ＧＰＡ
【小学校教員養成コース】魅力ある授業づくり
と学級経営力を身に付ける
【特別支援教育コース】魅力ある授業づくりと
学級経営力を身に付ける
特別支援教育を推進する専門力を身に付ける
【スポーツ教育コース】多様なスポーツ活動に
対応できる資質を高める

現場実践力を養う科目群ＧＰＡ

人間性を高める科目群ＧＰＡ

学外研修ルーブリック

キャリア・アセスメントテスト

他者評価自己評価

毎学期末

各実習後

3春

学外研修後

毎学期末

実習ルーブリック

卒業研究ルーブリック

各実習後

4毎学期末

学びの基礎力を身に付ける科目群GPA 毎学期末

子どもの心身の発達を学ぶ科目群GPA 毎学期末

卒業研究ルーブリック 4毎学期末

教職履修カルテ 毎学年末

各科目の振り返りシート 毎学期末

教育学の基礎を探究する科目群ＧＰＡ 毎学期末

各科目の振り返りシート

実習ルーブリック

教職履修カルテ

卒業研究ルーブリック

毎学期末

各実習後

毎学年末

4毎学期末

卒業時に身に付く学習成果
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別表Ⅱ-3

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 英語a 演 1 ○ ○ △ 外国語科目{ついv�1卒業必修科目xwv

□ 英語b 演 1 ○ ○ 英語a1b1c1dÿÿ単位Ā及び選択外国語

□ 英語c 演 1 ○ ○ xwvÿ英語e～h1フùン¹語a～d1

□ 英語d 演 1 ○ ○ ù´ô語a～d)~うち1{国語ÿÿ単位Ā1

□ 英語e 演 1 ○ 計8単位以N必修2

□ 英語f 演 1 ○

□ 英語g 演 1 ○

□ 英語h 演 1 ○

□ フùン¹語a 演 1 ○

□ フùン¹語b 演 1 ○ △ 教養科目x外国語科目²併{v２０単位以N

□ フùン¹語c 演 1 ○ 必修2

□ フùン¹語d 演 1 ○

□ フùン¹語e 演 1 ○

□ フùン¹語f 演 1 ○

□ フùン¹語g 演 1 ○ △ <フùン¹語=及び<ù´ô語=�各学期{週2回

□ フùン¹語h 演 1 ○ 開講さ¼»~waxb1cxd²同一学期{

□ ù´ô語a 演 1 ○ 履修y»sx2

□ ù´ô語b 演 1 ○

□ ù´ô語c 演 1 ○

□ ù´ô語d 演 1 ○

□ ù´ô語e 演 1 ○

□ ù´ô語f 演 1 ○

□ ù´ô語g 演 1 ○

□ ù´ô語h 演 1 ○

24

外国語科目

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

3 4

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

0履 修 年 次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

履0修0年0次

備考1 2
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健康教育科目0(幼稚園教員養成コü¹1保育士養成コü¹) 別表b－ÿ

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 基礎専門体育a ※ 1 注 ○

□ 基礎専門体育b ※ 1 注 ○

2

0授業~方法1演：演習1無印：講義1※：講義及び実技科目²さy2

注00幼稚園教員養成コü¹1保育士養成コü¹~学生�基礎専門体育aûb²履修y»sx2

健康教育科目0(児童心理コü¹1児童文化コü¹)                       別表Ⅱ－ÿ

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ ¹ýüôx健康a ※ 1 注2 ○

□ ¹ýüôx健康b ※ 1 注2 ○

□ 基礎専門体育a ※ 1 注1 ○

□ 基礎専門体育b ※ 1 注1 ○

2

0授業~方法1演：演習1無印：講義1※：講義及び実技科目²さy2

注01Ā0児童心理コü¹1児童文化コü¹w幼稚園教諭免許状~��保育士資格²取得w¸うx

00000y»学生�基礎専門体育aûb²履修y»sx2

00 2Ā0N記以外~学生�¹ýüôx健康a1b²履修y»sx2

情報活用科目 別表Ⅱ－Ā

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 情報活用演習(基礎) 演 1 ○ ○ △ 情報活用科目~Ø講区分�注~xzº

□ 情報活用演習(教職) 演 1 注 ○

□ 情報活用演習(応用) 演 1 ○

□ 情報活用演習(統計) 演 1 ○

□ 情報活用演習(表現) 演 1 ○

5

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

0履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

帰国子女科目 別表Ⅱ－ā

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本語a 演 1 ○ △ 帰国子女科目�1教養科目又�外国語~単位{

□ 日本語b 演 1 ○ 替え»sx|w}»2

□ 日本語c 演 1 ○

□ 日本語d 演 1 ○

□ 日本語e 演 1 ○

□ 日本語f 演 1 ○

□ 日本~社会x歴史a 2 ○

□ 日本~社会x歴史b 2 ○

10

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

0履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

Á

ェ
ッ

¿
欄

授0業0科0目 備考

3 4

履0修0年0次

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

注0 情報活用演習ÿ基礎Ā|必修wy2

履0修0年0次

Á

ェ
ッ

¿
欄

3 4

3 4

0履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

000教育職員免許状²取得y»学生�1情報活用演習ÿ基礎Āûÿ教職Ā~両科目x²修得y»sx2

1 2

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

履0修0年0次

1 2

備考

備考

Á

ェ
ッ

¿
欄

4

0履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

3

授0業0科0目

単
0
位

卒
業
必
修

履0修0年0次

1

卒
業
必
修

備考

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

2

授
業
~
方
法

1 2
単
0
位
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教育学部 児童学科 幼稚園教員養成コース 専門教育科目 履修要項

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）３０単位以上、専門教育科目（B 類）９４単位以上、

計１２４単位以上となります。

② 幼稚園教員養成コースの専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりと

します。

③ 幼稚園教員養成コースの専門教育科目については、別表Ⅱ－8 の卒業必修欄に○印の付いている科

目 65 単位、専門領域科目の中からいずれか 1 領域 10 単位の合計 75 単位と、別表Ⅱ－8 の選択科

目及び別表Ⅱ－9～12 に記載されている科目から 19 単位以上を履修してください。（同一科目を重

複して履修することはできません）

④ 幼稚園教諭一種免許状を取得しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加え、幼一免欄に

○印のついている科目を履修してください。

⑤ 保育士の資格を取得しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加え、保育士欄に○印のつ

いている科目と、△印のついている科目から、保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習指導Ⅱ（保育所）又

は保育実習Ⅲ（施設）・保育実習指導Ⅲ（施設）の組み合わせで 2 科目 3 単位選択履修してください。

⑥ ピアヘルパー認定試験を受験しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加え、別表Ⅱ－12

のとおり履修してください。（卒業所要単位数に選択科目として算入されます）

⑦ 准学校心理士を取得しようとする者は、教員免許または保育士資格を取得のうえ、申請が必要にな

ります。詳細は、別途オリエンテーションで説明します。

⑧ 図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関係、日本語教員養

成講座の資格を取得しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加え、別表Ⅷ－1、2、3、4、

5 のとおり履修してください。（卒業所要単位数には算入されません）

⑨ 同一授業科目について卒業必修欄、幼一免欄又は保育士欄に○印が付いている場合は重複して履修

する必要はありません。

⑩ 単位を修得（成績表に S・A・B・C）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ履修漏れ

の防止に努めてください。

専 門 教 育 科 目（Ｂ類）

必修科目 選択科目 Ｂ類計

75 19 94 
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児童学科0幼稚園教員養成コü¹専門教育科目0ÿＢ類Ā0 　　　　　　別表Ⅱ-8

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 現代教育課題論 2 ○

□ 教育法規概論 2 ○

□ 環境問題入門 2 ● ● ●

□ 情報科学入門 2 ○

□ 発達支援場面研究 2 ● ● ● ●

□ 児童学概論 2 ○ ○

□ ā年次¼ÿ 演 2 ○ ○ ○ 通年

□ 卒業研究¼ÿ 3 ○ ○ ○ 通年

□ キャú²÷¶´ンa 演 1 ○ ○

□ キャú²÷¶´ンb 演 1 ○ ○

□ 児童学特論a 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 医療保育入門

□ 児童学特論b 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 自然科学入門

□ 児童学特論c 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 食育入門

□ 児童学特論d 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 子育v支援ボùンö³²演習

□ 児童学特論e 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼児教育û保育ボùンö³²演習

□ 児童学特論f 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 地域支援ボùンö³²演習

□ 児童学特論g 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼児教育場面演習

□ 児童学特論h 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 保育場面演習

□ 幼児x音楽表現a 演 1 ○ ○ ○ ○ わ¹べ歌²含°

□ 幼児x音楽表現b 演 1 ○ ○ ○ ○ わ¹べ歌²含°

□ 音楽実技 演 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ô²þÿ２年通年Ā

□ 幼児x音楽表現c 演 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ô²þÿ２年通年Ā

□ 幼児x造形表現a 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児x造形表現b 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児x身体表現a 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児x身体表現b 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児x健康 1 ○ ○ ○

□ 幼児x人間関係 1 ○ ○ ○

□ 幼児x環境 1 ○ ○ ○

□ 幼児x言葉 1 ○ ○ ○

□ 教職入門 2 ○ ○ ○ ● ●

□ 教育原理 2 ○ ○ ○ ● ●

□ 発達心理学 2 ○ ○ ● ●

□ 特別支援教育総論 2 ○ ○ ● ●

□ 教育社会学 1 ○ ○ ● ●

□ 教育方法学 2 ○ ○ ● ●

□ 保育û教育課程論 2 ○ ○ ○ ● ●

□ 保育原理a 2 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容総論 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容指導法aÿ健康Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法bÿ健康Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法cÿ人間関係Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法dÿ人間関係Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法eÿ環境Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法fÿ環境Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法gÿ言葉Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法hÿ言葉Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法iÿ音楽表現Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法jÿ音楽表現Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法jaÿ造形表現Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 造形

□ 保育内容指導法jbÿ造形表現Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 造形

□ 幼児理解,保育相談 2 ○ ○ ○

□ 教育相談 2 ○ ○ ● ●

□ 児童文化演習a～ÿ 演 1 ○ ○ ● ● 人形劇

□ 児童文化演習a～２ 演 1 ○ ○ ● ● 折紙

□ 児童文化演習b～ÿ 演 1 ○ ○ ● ● 表現あそび

□ 保育û教職実践演習ÿ幼稚園Ā 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 幼児教育実習a 実 1 ○ ○ ○ ○ 事前û事後ºúエンö―·ョン等

□ 幼児教育実習b 実 2 ○ ○ ○ 附属幼実習

□ 幼児教育実習c 実 2 ○ ○ ○ 外部幼実習
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児童学科0幼稚園教員養成コü¹専門教育科目0ÿＢ類Ā0 　　　　　　別表Ⅱ-8

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

0幼児教育指導法開発領域1

□ 幼児x自然体験 2 ● ●

□ 文芸創作演習 2 ● ●

□ Ú具xÚび 2 ● ●

□ 行事Û営実践 2 ● ●

□ t機管理演習 2 ● ●

0音楽表現領域1

□ 音Úびû手Úび 2 ● ●

□ ºペüó¿ûÿュü¸カû 2 ● ●

□ 歌唱指導ûわ¹べう� 2 ● ●

□ ボ÷³パüカó·ョンû楽器Úび 2 ● ●

□ úøÿó¿ 2 ● ●

0造形表現領域1

□ 立体表現 2 ● ●

□ �面表現 2 10 ● ●

□ 造形表現÷¶´ン 2 ● ●

□ 幼児x文化財 2 ● ●

□ 造形指導法 2 ● ●

0´ン¿ûü·ö保育領域1

□ 障害児û者~権利論 2 ● ●

□ 障害文化論 2 ● ●

□ ù´フ¹öü¸支援研究 2 ● ●

□ 医療û保育連携論 2 ● ●

□ ´ン¿ûü·ö保育研究 2 ● ●

0多文化保育領域1

□ 保育{zq»多文化理解 2 ● ●

□ 世界~子y²~生活x文化 2 ● ●

□ 異文化間コÿュûÁü·ョン論 2 ● ●

□ 保育{zq»外国語活動 2 ● ●

□ 世界~就学前教育 2 ● ●

0Û動û健康領域1

□ 子y²~発達û発育xÛ動論 2 ● ●

□ Û動Úび研究 2 ● ● Û動Úびû伝�ÚびûúºĀÚび

□ Ú具w~Û動Úびx安全 2 ● ●

□ 子y²~自然活動基礎論 2 ● ●

□ Û動行事研究 2 ● ●
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児童学科0幼稚園教員養成コü¹専門教育科目0ÿＢ類Ā0 　　　　　　別表Ⅱ-8

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 子y²家庭福祉 2 ○ ● ●

□ 社会福祉学a 2 ○ ● ●

□ 社会的養護a 2 ○ ● ●

□ 社会的養護b 演 1 ○ ● ●

□ 保育~心理学 2 ○ ● ●

□ 子y²~理解x援助 演 1 ○ ● ●

□ 子y²~保健 2 ○ ● ●

□ 子y²~健康x安全 演 1 ○ ● ●

□ 子y²~食x栄養 演 2 ○ ● ●

□ 子y²家庭支援~心理学 2 ○ ● ●

□ 子y²家庭支援論 2 ○ ● ●

□ 子育v支援 演 1 ○ ● ●

□ 乳児保育a 2 ○ ● ●

□ 乳児保育b 演 1 ○ ● ●

□ 障害児保育 演 2 ○ ● ●

□ 保育実習aÿ保育所Ā 実 2 ○ ○ 保育所実習

□ 保育実習aÿ施設Ā 実 2 ○ ○ 施設実習

□ 保育実習bÿ保育所Ā 実 2 △ ○ 保育所実習ÿ選択Ā

□ 保育実習c(施設) 実 2 △ ○ 施設実習ÿ選択Ā

□ 保育実習指導a 演 2 ○ ○ ○ 必修事前û事後指導

□ 保育実習指導bÿ保育所Ā 演 1 △ ○ 選択事前û事後指導

□ 保育実習指導cÿ施設Ā 演 1 △ ○ 選択事前û事後指導

0計 75 53 70

0授業~方法10演：演習1実：実験û実習1無印：講義²さy2又1備考欄○印~科目�1講義15コþwÿ単位xy»2
0履修年次1     履修年次~○印�開講時期²さy2~�●印~付さ¼�授業科目�1春学期~��秋学期 
 00                いz¼{{配当さ¼»2諸事情{¸º開講時期|変更y»場合|あ»~w時間割²特{確認y»sx2

◆0保育実習bÿ保育所Āû保育実習指導bÿ保育所Ā~��保育実習cÿ施設Āû保育実習指導cÿ施設Ā
       いz¼{~組合{²選択y»sx2
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聖徳教育aÿ·úーºコンサーø・⽂化講演会・²»ンöú²ワーĀ

春学期 ÿ年⽣ 秋学期 春学期 Ā年⽣ 秋学期 春学期 ā年⽣ 秋学期 春学期 Ă年⽣ 秋学期

令和６年度 聖徳⼤学 教育学部 児童学科 幼稚園教員養成コース

事前・事後指導

附属幼稚園実習

事前・事後指導

外部幼稚園実習

ÿ学科必修科⽬Ā児童学概論

幼児教育の基礎を学ぼう
幼児教育~理論x実践~基礎²学ぶ

幼児教育の実践⼒を伸ばそう
幼児教育~理論x実践⼒²磨く

幼児教育の専⾨性を深めよう
専⾨分野²強�{変え»

幼児教育の理論x実践⼒を⾝{つqよう
幼児教育~理論x実践²学ぶ

地
域
や
保
護
者
{
¹
信
頼
さ
¼
»
ÿ
優
¼
�
実
践
⼒
x
教
材
研
究
~
⼒
²
⾝
{
t
q
�
幼
稚
園
教
員
{
z
½
う

聖徳教育bÿ志賀⾼原Ā聖徳教育bÿFCĀ

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacyc

⼩笠原流礼法基礎講座

英語a〜d

選択外国語ÿù´ô語・õùン¹語Āa〜d

選択英語e〜Ⅷ

選択外国語ÿù´ô語・õùン¹語Ā e〜Ⅷ

⽇本国憲法ÿD類Ā

(幼保)基礎専⾨体育a (幼保)基礎専⾨体育b

情報活⽤演習ÿ基礎Ā 情報活⽤演習ÿ教職Ā

卒業研究ゼミ3年次ゼミ

⽬標
内容

教養科⽬ÿA類 B類 C類Ā

聖徳教育bÿ海外研修Ā

カúキュùムマップ

キャúアデザインⅠ キャúアデザインb

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacya

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacyb

実践⼒²養う
※DP1〜3{該当

児童学²深±»

※DP1〜3{該当

豊{z乳幼児観
²育°

DP1

乳幼児~⼼x
{¹�~成⻑x

発達²学ぶ

DP2

豊{z
表現⽅法²

学ぶ

DP3

豊{z教養や
基礎⼒²⾼±»
※DP1〜3{該当

備 考

⼈間性²
⾼±»

※DP1〜3{該当

※保育⼠資格を取得する場合�保育⼠養成コース~カúキュùムマップを参照

幼
児
教
育
²
探
究
す
»

ÿ学部共通選択科⽬Ā現代教育課題論 教育法規概論 環境問題⼊⾨ 情報科学⼊⾨ 発達⽀援場⾯研究 ÿ児童学科共通選択科⽬Ā児童学特論Ⅰ〜Ⅷ

幼児x健康 幼児x環境 幼児x⾔葉

幼児x⾳楽表現a 幼児x⾳楽表現b

⾳楽実技

幼児x造形表現ÿ 幼児x造形表現b

幼児x⼈間関係

特別⽀援教育総論 教職⼊⾨

教育原理
保育内容総論

幼児理解1保育相談

幼児x⾝体表現a 幼児x⾝体表現b

発達⼼理学

保育・教育課程論教育⽅法学

教育社会学

保育内容指導法bÿ健康Ā

保育内容指導法eÿ環境Ā

保育内容指導法aÿ健康Ā

保育内容指導法fÿ環境Ā

保育内容指導法cÿ⼈間関係Ā

保育内容指導法gÿ⾔葉Ā 保育内容指導法Ⅷÿ⾔葉Ā

教育相談

障害児・者~権利論

保育内容指導法dÿ⼈間関係Ā

保育内容指導法iÿ⾳楽表現Ā 保育内容指導法jÿ⾳楽表現Ā

保育内容指導法kÿ造形表現Ā

児童⽂化演習aーÿ

保育内容指導法lÿ造形表現Ā

児童⽂化演習aーĀ
児童⽂化演習bーĀ

保育・教職実践演習ÿ幼稚園Ā

幼児x⾳楽表現c

保育原理ÿ

⾳遊びû⼿あそび

ºペüッタûミュüジ»û
úøÿóク

歌唱指導・わ¹べう�
ü÷³ーñーカó·ョン・楽器遊び

⼦y²~発達・発育x運動論

⽴体表現
平⾯表現

運動遊び研究

造形表現÷¶´ン

幼児x⽂化財

ù´õ¹テー¸⽀援研究

医療・保育連携論異⽂化間コÿュニケー·ョン論

保育{zけ»外国語活動

世界~就学前教育

´ンクûー·ö保育研究

世界~⼦y²~⽣活x⽂化

⼦y²~⾃然活動基礎論

保育{zけ»多⽂化理解

遊具w~運動遊びx安全

運動⾏事研究

幼児x⾃然体験

⽂芸創作演習

遊具x遊び

⾏事運営実践演習

危機管理演習

障害⽂化論

造形指導法

児童学特論dÿ1〜4年次開講Ā

児童学特論fÿ1〜4年次開講Ā

児童学特論eÿ2〜4年次開講Ā

児童学特論aÿ2・3年次開講Ā 児童学特論Ⅲ 児童学特論g児童学特論Ⅱ
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卒業認定・学位授与の
⽅針{掲r»学習成果春学期 ā年⽣ 秋学期春学期 ÿ年⽣ 秋学期 春学期 Ā年⽣ 秋学期 春学期 Ă年⽣ 秋学期

令和６年度 聖徳⼤学 教育学部 児童学科 幼稚園教員養成コース

幼児教育の基礎を学ぼう
幼児教育~理論x実践~基礎²学ぶ

幼児教育の実践⼒を伸ばそう
幼児教育~理論x実践⼒²磨く

幼児教育の専⾨性を深めよう
専⾨分野²強�{変え»

幼児教育の理論x実践⼒を
⾝{つqよう

幼児教育~理論x実践²学ぶ

⽬標
内容

幼稚園実習²通wv1幼児~実態や幼
稚園教育1幼稚園教員~役割{tいv
理解y»こx|w}»2

幼稚園実習²通wv1幼児理解や具体
的z指導法²考え»こx|w}»2

幼稚園実習²通wv1⼦y²~特性1
様々z保育~⽅法1幼稚園教員xwv
~職務²理解y»こx|w}»2

幼稚園教員xwv~専⾨性²⾝{tけ1
多様z職務x職業倫理{tいv理解y
»こx|w}»2

0DPÿ1
礼節や思いやº1豊{z乳幼児観

zy²²sv乳幼児{接y»xx²
{1⾃律的{学び続けz|¹教育・
保育~発展{貢献y»こx|w}»2

0DPĀ1
乳幼児~⼼x{¹�~成⻑x発達

{関y»知識や技能²体系的{理解
y»xx²{1乳幼児{関y»情報
²分析w1論理的{t創造的{考え
»こx|w}»2

0DPā1
⾝体表現や⾳楽1造形zy豊{z

表現⽅法w乳幼児xコÿュニケー
·ョン²取»xx²{1他者x協働
wz|¹様々z問題{対wv主体的
{問題解決y»こx|w}»2基礎的z学⼒や語学⼒1ICT活⽤⼒²

形成y»こx|w}»2
基礎的z学⼒²⾝{tけ1多⽅⾯{興
味・関⼼²広r1幅広い教養²⾝{t
け»こx|w}»2

⾼度z語学⼒や国際感覚²形成y»x
x²{1¸º⾼いコÿュニケー·ョン
能⼒²⾝{tけ»こx|w}»2

幅広い視野{⽴�1多様z価値²受け
⽌±1⾃⼰~⽣}⽅²÷¶´ンy»こ
x|w}»2

⼦y²{対y»深い愛情²²�1幼稚
園教員{z½うxy»意欲²²tこx
|w}»

礼法や°ûー÷ワーク²通wv1対⼈
関係²適切{形成y»こx|w}»2

海外~教養や⽂化{直接触¼z|¹1
教師xwv~教養や⼈間性²⾼±»こ
x|w}»2

様々z芸術や⽂化{触¼1教師xwv
~⼈間性²磨くこx|w}»2

学びで得ら¼»成果ÿLearning OutcomesĀ
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や
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こ¼~w~学修²⽣{w1卒業後~⾃
⾝²⾒据え�学び²展開w1教育・保
育~発展{貢献y»姿勢|w}»2

幼
児
教
育
²
探
究
す
»

乳幼児x~関わº²深±1乳幼児~表
現⼒~向上²図»xx²{1創造性²
培う指導{tいv学び続け»こx|w
}»2

各専⾨領域~学び²⽣{w1多様z教
育課題{tいv学び続け»こx|w}
»2

乳幼児~⼈格²尊重w1最善~利益²
希求y»教育・保育~在º⽅{tいv
実践的{学び続け»こx|w}»2

様々z表現⽅法²乳幼児~発達{応x
v指導y»実践⼒²主体的{⾝{tけ
»こx|w}»2

幼児教育・保育²構想w1多様z実践
~⽅法²考え»こx|w}»2

乳幼児|⼼⾝x²{健や{{育t�±
~地域や家庭x~連携{tいv学び1
実践y»⽅法²理解w}»2

幼児教育・保育~理論や実践~⽅法²
理解y»こx|w}»2

乳幼児~発達x環境1⼈間関係{tい
v理解w1教育・保育²構想y»こx
|w}»2

⾝体表現や⾳楽1造形zy~表現⽅法
~基礎²学び1理解y»こx|w}»2

乳幼児x~愛情²²�1保護・養育・
教育{tいv~基本的z考え⽅²理解
y»こx|w}»2

乳幼児及び乳幼児²取º巻く諸課題²
理解w1学び~基礎²形成y»こx|
w}»2

⾝体表現や⾳楽1造形zy~表現{関
y»発達²理解y»こx|w}»2

実践⼒²養う
※DP1〜3{該当

児童学²深±»
※DP1〜3{該当

豊{z
乳幼児観²

育°

DP1

乳幼児~
⼼x{¹�

~成⻑x発達
²学ぶ

DP2

豊{z表現⽅
法²学ぶ

DP3

豊{z教養や
基礎⼒²⾼±»
※DP1〜3{該当

⼈間性²
⾼±»

※DP1〜3{該当

DPÿ〜ā~学習成果{該当

DPÿ〜ā~学習成果{該当

児童学{tいv総合的・体系的{x¹
え1児童学~意義²理解w1乳幼児~
最善~利益{tいv考え»こx|w}
»2

理論的思考²基礎xw1⾃⼰課題や問
題点²発⾒w1考究y»こx|w}»2

児童学²主体的{学ぶこxw1½ャú
²ビ¸ョン²明確{y»こx|w}»2
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy a SEITOKU Academic Literacy b 英語c SEITOKU Academic Literacy c

英語a 英語b ド´ô語c _笠原流礼法基礎講座
基礎専門体育a ド´ô語a ド´ô語d 英語d

情報活用演習ÿ基礎Ā ド´ô語b 教養科目 教養科目
基礎専門体育b 教養科目 教養科目

情報活用演習ÿ教職Ā
日本国憲法
教養科目

科目数 4 8 5 5
現代教育課題論 環境問題入門

科目数 1 1
児童学概論 ½ăúア÷¶´ンa ½ăúア÷¶´ンb

科目数 1 1 1 1
幼児x音楽表現a 幼児x音楽表現b 幼児x造形表現a 幼児x造形表現b

音楽実� 音楽実� 音楽実� 音楽実�
幼児x健康 幼児x環境 幼児x身体表現a 幼児x身体表現b

保育内容総論 教職入門 幼児x人間関係 幼児x言葉
児童文化演習a～ÿ 保育原理a 保育内容指^法aÿ健康Ā 保育内容指^法bÿ健康Ā
幼児理解,保育相談 児童文化演習a～Ā 保育内容指^法eÿ環境Ā 保育内容指^法fÿ環境Ā
特別支援教育総論 教育原理 発達心理学 教育社会学

教育方法学 保育û教育課程論
科目数 7 7 8 8

子y²家庭福祉 社会福祉学a 子y²家庭支援の心理学 子y²の家庭支援論
子y²の保健 保育の心理学 社会的養護a 乳児保育a

障害児保育 子y²の健康x安全

科目数 2 2 3 3
実
習

附属幼稚園実習

科目数計 15 18 17 18

春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目数

科目数

ā年次¼ÿ ā年次¼ÿ 卒業研究¼ÿ 卒業研究¼ÿ

科目数 1 1 2 1
幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c

保育内容指^法cÿ人間関係Ā 保育内容指^法dÿ人間関係Ā 領域科目 保育û教職実践演習ÿ幼稚園Ā

保育内容指^法gÿ言葉Ā 保育内容指^法hÿ言葉Ā 領域科目 領域科目
保育内容指^法iÿ音楽表現Ā 保育内容指^法jÿ音楽表現Ā 領域科目 領域科目
保育内容指^法jaÿ造形表現Ā 保育内容指^法jbÿ造形表現Ā

教育相談 児童文化演習b～ÿ
科目数 6 6 4 4

社会的養護b 子y²の食x栄養
子y²の理解x援助 乳児保育b

子育v支援

科目数 3 2
実
習

外部幼稚園実習
施設実習

保育所実習 保育所実習

科目数計 10 9 6 5

※　Ă年次に履修y»領域科目の履修方法についv�1ā年次の¼´ダン¹w説明wまy2

全
学
共
通
科
目

保
育
士
科
目

ā年 Ă年

保
育
士
科
目

学部
共通
科目

学科
共通
科目

コ
ー

¹
必
修
科
目

全学
共通
科目

学部
共通
科目

学科
共通
科目

コ
ー

¹
必
修
科
目

児童学特論g
幼児教育場面演習

児童学特論e
幼児教育û保育ボùンö³ア演習

児童学科　免許û資格取得履修Ă÷ル
児童学科幼稚園教員養成コー¹　ÿ幼稚園教諭＋保育士資格Ā

□の数字�ÿ週間割ºの授業科目数
ÿ年 Ā年

�-� �2�7� �-





児童学科0保育士養成コü¹専門教育科目0ÿＢ類Ā0 　　　　　　別表Ⅱ-9

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 現代教育課題論 2 ○

□ 教育法規概論 2 ○

□ 環境問題入門 2 ● ● ●

□ 情報科学入門 2 ○

□ 発達支援場面研究 2 ● ● ● ●

□ 児童学概論 2 ○ ○

□ ā年次¼ÿ 演 2 ○ ○ ○ 通年

□ 卒業研究¼ÿ 3 ○ ○ ○ 通年

□ キャú²÷¶´ンa 演 1 ○ ○

□ キャú²÷¶´ンb 演 1 ○ ○

□ 児童学特論a 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 医療保育入門

□ 児童学特論b 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 自然科学入門

□ 児童学特論c 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 食育入門

□ 児童学特論d 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 子育v支援ボùンö³²演習

□ 児童学特論e 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼児教育û保育ボùンö³²演習

□ 児童学特論f 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 地域支援ボùンö³²演習

□ 児童学特論g 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼児教育場面演習

□ 児童学特論h 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 保育場面演習

□ 子y²家庭福祉 2 ○ ○ ● ●

□ 社会福祉学a 2 ○ ○ ● ●

□ 社会的養護a 2 ○ ○ ● ●

□ 社会的養護b 演 1 ○ ○ ● ●

□ 保育~心理学 2 ○ ○ ● ●

□ 子y²~理解x援助 演 1 ○ ○ ● ●

□ 子y²~保健 2 ○ ○ ● ●

□ 子y²~健康x安全 演 1 ○ ○ ● ●

□ 子y²~食x栄養 演 2 ○ ○ ● ●

□ 子y²家庭支援~心理学 2 ○ ○ ● ●

□ 子y²家庭支援論 2 ○ ○ ● ●

□ 子育v支援 演 1 ○ ○ ● ●

□ 保育û教育課程論 2 ○ ○ ○ ● ●

□ 乳児保育a 2 ○ ○ ● ●

□ 乳児保育b 演 1 ○ ○ ● ●

□ 障害児保育 演 2 ○ ○ ● ●

学
部
共
通
科
目

幼
一
免

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

保
育
士

卒
業
必
修

学
科
共
通
科
目

コ
ー

¹
必
修
科
目

1 2 3 4

履0修0年0次

備0考
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児童学科0保育士養成コü¹専門教育科目0ÿＢ類Ā0 　　　　　　別表Ⅱ-9

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

幼
一
免

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

保
育
士

卒
業
必
修

1 2 3 4

履0修0年0次

備0考

□ 保育実習aÿ保育所Ā 実 2 ○ ○ ○ 保育所実習

□ 保育実習aÿ施設Ā 実 2 ○ ○ ○ 施設実習

□ 保育実習bÿ保育所Ā 実 2 △ △ ○ 保育所実習ÿ選択Ā

□ 保育実習c(施設) 実 2 △ △ ○ 施設実習ÿ選択Ā

□ 保育実習指導a 演 2 ○ ○ ○ ○ 必修事前û事後指導

□ 保育実習指導bÿ保育所Ā 演 1 △ △ ○ 選択事前û事後指導

□ 保育実習指導cÿ施設Ā 演 1 △ △ ○ 選択事前û事後指導

□ 幼児x音楽表現a 演 1 ○ ○ ○ ○ わ¹べ歌²含°

□ 幼児x音楽表現b 演 1 ○ ○ ○ ○ わ¹べ歌²含°

□ 音楽実技 演 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ô²þÿ２年通年Ā

□ 幼児x音楽表現c 演 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ô²þÿ２年通年Ā

□ 幼児x造形表現a 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児x造形表現b 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児x身体表現a 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 幼児x身体表現b 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 教職入門 2 ○ ○ ○ ● ●

□ 教育原理 2 ○ ○ ○ ● ●

□ 保育原理a 2 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容総論 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 保育内容指導法aÿ健康Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法bÿ健康Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法cÿ人間関係Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法dÿ人間関係Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法eÿ環境Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法fÿ環境Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法gÿ言葉Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法hÿ言葉Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法iÿ音楽表現Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法jÿ音楽表現Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法jaÿ造形表現Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 造形

□ 保育内容指導法jbÿ造形表現Ā 演 1 ○ ○ ○ ○ 造形

□ 児童文化演習a～ÿ 演 1 ○ ○ ● ● 人形劇

□ 児童文化演習a～２ 演 1 ○ ○ ● ● 折紙

□ 児童文化演習b～ÿ 演 1 ○ ○ ● ● 表現あそび

□ 保育û教職実践演習ÿ幼稚園Ā 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 幼児x健康 1 ○ ○

□ 幼児x人間関係 1 ○ ○

□ 幼児x環境 1 ○ ○

□ 幼児x言葉 1 ○ ○

□ 発達心理学 2 ○ ● ●

□ 特別支援教育総論 2 ○ ○

□ 教育社会学 1 ○ ● ●

□ 教育方法学 2 ○ ● ●

□ 幼児理解,保育相談 2 ○ ○

□ 教育相談 2 ○ ● ●

□ 幼児教育実習a 実 1 ○ ○ ○ 事前û事後ºúエンö―·ョン等

□ 幼児教育実習b 実 2 ○ ○ 附属幼実習

□ 幼児教育実習c 実 2 ○ ○ 外部幼実習

コ
ー

¹
選
択
科
目

コ
ー

¹
必
修
科
目
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児童学科0保育士養成コü¹専門教育科目0ÿＢ類Ā0 　　　　　　別表Ⅱ-9

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

幼
一
免

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

保
育
士

卒
業
必
修

1 2 3 4

履0修0年0次

備0考

0医療保育領域1

□ 医療保育概論 2 ● ●

□ 保育士{必要z医学的知識 2 ● ●

□ 病棟保育~実践 2 ● ●

□ 病児保育~実践 2 ● ●

□ 医療保育xセüフö³þネ¸āンø 2 ● ●

0乳児保育領域1

□ 赤ち³³学概論 2 ● ●

□ 現代保育課題研究 2 ● ●

□ 乳児保育~実践演習 2 ● ●

□ 乳児期xā÷³² 2 ● ●

□ 子育v支援x現代育児論 2 ● ●

0音楽表現領域1

□ 音Úびû手Úび 2 ● ●

□ ºペüó¿ûÿュü¸カû 2 ● ●

□ 歌唱指導ûわ¹べう� 2 ● ●

□ ボ÷³パüカó·ョンû楽器Úび 2 ● ●

□ úøÿó¿ 2 ● ●

0造形表現領域1

□ 立体表現 2 ● ●

□ �面表現 2 10 ● ●

□ 造形表現÷¶´ン 2 ● ●

□ 幼児x文化財 2 ● ●

□ 造形指導法 2 ● ●

0´ン¿ûü·ö保育領域1

□ 障害児û者~権利論 2 ● ●

□ 障害文化論 2 ● ●

□ ù´フ¹öü¸支援研究 2 ● ●

□ 医療û保育連携論 2 ● ●

□ ´ン¿ûü·ö保育研究 2 ● ●

0多文化保育領域1

□ 保育{zq»多文化理解 2 ● ●

□ 世界~子y²~生活x文化 2 ● ●

□ 異文化間コÿュûÁü·ョン論 2 ● ●

□ 保育{zq»外国語活動 2 ● ●

□ 世界~就学前教育 2 ● ●

0Û動û健康領域1

□ 子y²~発育û発達xÛ動論 2 ● ●

□ Û動Úび研究 2 ● ● Û動Úびû伝�ÚびûúºĀÚび

□ Ú具w~Û動Úびx安全 2 ● ●

□ 子y²~自然活動基礎論 2 ● ●

□ Û動行事研究 2 ● ●

0計 89 70 53

0授業~方法10演：演習1実：実験û実習1無印：講義²さy2又1備考欄○印~科目�1講義15コþwÿ単位xy»2
0履修年次1     履修年次~○印�開講時期²さy2~�●印~付さ¼�授業科目�1春学期~��秋学期 
 00 いz¼{{配当さ¼»2諸事情{¸º開講時期|変更y»場合|あ»~w時間割²特{確認y»sx2
◆0保育実習bÿ保育所Āû保育実習指導bÿ保育所Ā~��保育実習cÿ施設Āû保育実習指導cÿ施設Ā
       いz¼{~組合{²選択y»sx2

専
門
領
域
科
目
群

ÿ
領
域

単
位
必
修

�-� �3�1� �-



聖徳教育aÿ·úーºコンサーø・⽂化講演会・²»ンöú²ワーĀ

春学期 ÿ年⽣ 秋学期 春学期 Ā年⽣ 秋学期 春学期 ā年⽣ 秋学期 春学期 Ă年⽣ 秋学期

キャúアデザインa

令和６年度 聖徳⼤学 教育学部 児童学科 保育⼠養成コース
保育・養護の基礎を学ぼう
保育・養護~理論x実践~基礎²学ぶ

保育・養護の実践⼒を伸ばそう
保育・養護~理論x実践⼒²磨く

保育・養護の専⾨性を深めよう
専⾨分野²強�{変え1将来{活{y

保育・養護の実践⼒を
⾝{つqよう

保育・養護~理論x実践²学ぶ

事前・事後指導
保育実習aÿ施設Ā 保育実習bÿ保育所Ā⼜�保育実習cÿ施設Ā保育実習aÿ保育所Ā

⼦
y
�
x
そ
~
家
族
ÿ
地
域
社
会
²
⽀
え
»
実
践
⼒
~
あ
»
保
育
⼠
{
z
½
う

聖徳教育bÿ志賀⾼原Ā聖徳教育bÿFCĀ

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacyc

⼩笠原流礼法基礎講座

卒業研究ゼミ3年次ゼミ

⽬標
内容

英語a〜d

選択外国語ÿù´ô語・õùン¹語Āa〜d
選択英語e〜Ⅷ

選択外国語ÿù´ô語・õùン¹語Ā e〜Ⅷ

⽇本国憲法ÿD類Ā

(幼保)基礎専⾨体育a (幼保)基礎専⾨体育b

情報活⽤演習ÿ基礎Ā 情報活⽤演習ÿ教職Ā

聖徳~新wい教養科⽬ÿA類 B類 C類Ā

聖徳教育bÿ海外研修Ā

カúキュùムマップ

キャúアデザインb

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacya

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacyb

ÿ学科必修科⽬Ā児童学概論

ÿ学部共通選択科⽬Ā現代教育課題論 教育法規概論 環境問題⼊⾨ 情報科学⼊⾨ 発達⽀援場⾯研究 ÿ児童学科共通選択科⽬Ā児童学特論Ⅰ〜Ⅷ

実践⼒²養う
※DP1〜3{該当

⼈間性²
⾼±»

※DP1〜3{該当

※幼稚園教諭⼀種免許状を取得する場合�幼稚園教員養成コース~カúキュùムマップを参照備 考

児童学²深±»
※DP1〜3{該当

豊{z乳幼児観
²育°
DP1

乳幼児~⼼x
{¹�~成⻑x

発達²学ぶ

DP2

豊{z
表現⽅法²

学ぶ

DP3

保
育
・
養
護
~
世
界
²
探
究
す
»

児童学特論aÿ1〜3年次開講Ā

児童学特論dÿ１〜４年次開講Ā

児童学特論fÿ1〜4年次開講Ā

児童学特論eÿ2〜４年次開講Ā

児童学特論g 児童学特論Ⅷ

⼦y²家庭福祉

社会福祉学a

保育~⼼理学

教職⼊⾨

教育原理 保育原理a

保育内容総論

保育内容指導法cÿ⼈間関係Ā

保育内容指導法gÿ⾔葉Ā

⼦育v⽀援

乳児保育b

保育内容指導法aÿ健康Ā

保育内容指導法eÿ環境Ā

⼦y²家庭⽀援~⼼理学

⼦y²家庭⽀援論

保育・教育課程論 障害児保育

幼児x造形表現b

保育内容指導法bÿ健康Ā

保育内容指導法fÿ環境Ā

⼦y²~健康x安全

幼児x造形表現a

社会的養護

幼児x⾝体表現a 幼児x⾝体表現b

⾳楽実技 幼児x⾳楽表現c

保育内容指導法dÿ⼈間関係Ā

保育内容指導法Ⅷÿ⾔葉Ā

⼦y²~⾷x栄養

社会的養護b

幼児x⾳楽表現a 幼児x⾳楽表現b
保育・教職実践演習

医療保育概論

保育{zけ»多⽂化理解
ù´õ¹テー¸⽀援研究

障害⽂化論

´ンクûー·ö保育研究

乳児保育~実践演習

⼦育v⽀援x現代育児論

障害児・者~権利論

乳児期xā÷³²

⾳遊び・⼿遊び

歌唱指導・わ¹べう�

ü÷³ñーカó·ョン・楽器遊び

保育⼠{必要z医学的知識

病棟保育~実践

病児保育~実践

医療保育x»ーõテ³þネ¸āンø

⾚��³学概論

現代保育課題研究

児童⽂化演習a〜１

児童⽂化演習a〜Ā

⼦y²~理解x援助

保育内容指導法kÿ造形表現Ā 保育内容指導法lÿ造形表現Ā

乳児保育a

児童⽂化演習Ⅱ〜１

児童学特論b

児童学特論c

世界~⼦y²~⽣活x⽂化

⼦y²~⾃然活動基礎論

保育{zけ»外国語活動

世界~就学前教育

⼦y²~発達・発育x運動論

ºペレóタ・ÿュー¸カû

úøÿóク

⽴体表現

平⾯表現

造形表現÷¶´ン

幼児x⽂化財

造形指導法

医療・保育連携論

異⽂化間コÿュニケー·ョン論

運動遊び研究

運動⾏事研究

遊具w~運動遊びx安全

保育内容指導法iÿ⾳楽表現Ā 保育内容指導法jÿ⾳楽表現Ā

豊{z教養や
基礎⼒²⾼±»

※DP1〜3{該当
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保育・養護の実践⼒を
伸ばそう

保育・養護~理論x実践⼒²磨く

保育・養護の実践⼒を
⾝{つqよう

保育・養護~理論x実践²学ぶ

保育・養護の基礎を学ぼう
保育・養護~理論x実践~基礎²学ぶ

令和６年度 聖徳⼤学 教育学部 児童学科 保育⼠養成コース

卒業認定・学位授与の
⽅針{掲r»学習成果

・

春学期 ā年⽣ 秋学期春学期 ÿ年⽣ 秋学期 春学期 Ā年⽣ 秋学期 春学期 Ă年⽣ 秋学期

保
育
・
養
護
~
世
界
²
探
究
す
»

多
様
化
す
»
保
育
現
場
~
ニ
ー
º
x
課
題
{
応
え
¹
¼
»
質
~
⾼
い
保
育
⼠
{
z
½
う
Ā

⽬標
内容

保育実習²通wv保育~専⾨性²⾝{
tけ1}~多様z職務x職業倫理{t
いv理解y»こx|w}»2

保育⼠{求±¹¼»基礎的z学⼒や語
学⼒1ICT活⽤⼒²⾝{tけvい»2

多⽅⾯{興味・関⼼²広r1幅広い教
養²⾝{tけvい»2

°ローバû社会w活{yこx|w}»
語学⼒²⾝{tけvい»2

°ローバû社会w保育・養護{携わ»
者{必須~国際感覚²活⽤y»こx|
w}»2

⼦y²{対y»深い愛情²²�1建学
~精神{基uく⾏動|w}»2

礼法や°ûー÷ワーク²通wv1対⼈
関係²適切{形成y»こx|w}»2

海外~教育や⽂化{直接触¼z|¹1
保育⼠xwv~教養や⼈間性²⾼±»
こx|w}»2

様々z芸術や⽂化{触¼»こx²通w
v1保育⼠xwv~教養や⼈間性{⼀
層~磨}²{け»こx|w}»2

Learning Outcomes ÿ学びで得ら¼»成果Ā

保育・養護の専⾨性を
深めよう

専⾨分野²強�{変え1将来{活{y

DPÿ〜ā~学習成果{該当

0DPÿ1
礼節や思いやº1豊{z乳幼児観z
y²²sv乳幼児{接y»xx²{1
⾃律的{学び続けz|¹教育保育~
発展{貢献y»こx|w}»2

0DPĀ1
乳幼児~⼼x{¹�~成⻑x発達{
関y»知識や技能²体系的{理解y
»xx²{1乳幼児{関y»情報²
分析w1論理的{t創造的{考え»
こx|w}»2

0DPā1
⾝体表現や⾳楽1造形zy豊{z表
現⽅法w乳幼児xコÿュニケー·ョ
ン²取»xx²{1他者x協働wz
|¹様々z問題{対wv主体的{問
題解決y»こx|w}»2

乳幼児~⼼x{¹�~成⻑x発達{関
y»知識や技能~⼀部²理解w1乳幼
児{関y»情報{広く関⼼²²tこx
|w}»2

⾝体表現や⾳楽1造形zy~表現⽅法
w乳幼児xコÿュニケー·ョン²x»
意味²理解w1問題{対wv主体的{
考え»こx|w}»2

乳幼児~⼼x{¹�~成⻑x発達{関
y»知識や技能~概要²理解w1乳幼
児{関y»情報²分析y»こx|w}
»2

⾝体表現や⾳楽1造形zy~表現⽅法
w乳幼児xコÿュニケー·ョン²取½
うxw1問題{対wv他者x協働wv
考え»こx|w}»2

⾝体表現や⾳楽1造形zy~表現⽅法
w乳幼児xコÿュニケー·ョン²取»
こx|w}1他社x協働wz|¹1°
ローバûz視点w1様々z問題{対w
v問題解決y»こx|w}»2

乳幼児~⼼x{¹�~成⻑x発達{関
y»知識や技能²理解w1乳幼児{関
y»情報²分析w1°ローバûz視点
w考え»こx|w}»2

°ローバûz視点{¸»乳幼児期~保育
x養護{tいv~学び²実習{⽣{yこ
x|w}»~発達x

礼節や思いやº1豊{z乳幼児観zy
²²sv乳幼児{接w1⾃律的{学び
z|¹°ローバûz視点w1保育~発
展{関わ½うxwvい»2

乳幼児期~⼦y²~発達x養護{tいv
~学び²1保育~現場{⽣{w1⼯夫y
»こx|w}»

乳幼児~⼼x体~成⻑x発達{関y»
知識や技能²体系的{理解w1多様化
y»乳幼児{関y»情報²分析w1論
理的{t創造的{1考え»こx|w}
»2

礼節や思いやº1豊{z乳幼児観zy
²²sv1乳幼児{接y»こx|⼗分
{w}1⾃律的{学びz|¹1多様化
y»保育現場~発展{貢献y»こx|
w}»2

⾝体表現や⾳楽1造形zy豊{z表現
⽅法w乳幼児xコÿュニケー·ョン²
取»こx|w}1他者x協働wz|¹
多様化y»問題{対wv1主体的{問
題解決y»こx|w}»2

礼節や思いやº1豊{z乳幼児観²z
y²²sv乳幼児{接y»重要性²理
解w1保育~発展{必要z1⾃律的z
学習態度²⾝{tけvい»2

礼節や思いやº1豊{z乳幼児観zy
²²sv乳幼児{接w¸うxw1⾃律
的{学びz|¹保育~発展{tいv考
えvい»2

実践⼒²養う
※DP1〜3{該当

児童学²深±»
※DP1〜3{該当

豊{z
乳幼児観²

育°

DP1

乳幼児~
⼼x{¹�
~成⻑x発
達²学ぶ

DP2

豊{z
表現⽅法²

学ぶ

DP3

豊{z教養や
基礎⼒²⾼±»

※DP1〜3{該当

⼈間性²
⾼±»

※DP1〜3{該当

乳幼児期{zけ»発達x養護{tいv
児童学~観点{¹理解y»こx|w}»

乳幼児期~⼦y²~発達x養護{tいv
児童学~観点{¹理論x実践²tzr»
こx|w}»2

⼦y²~発達段階や保育・養護~概要
²理解y»こx|w}»2

⼦y²~特性や保育⼠~役割・援助{
tいv理解y»こx|w}»2

保育実習ÿ保育所・施設Ā²通wv1
⼦y²~特性や保育⼠~役割・援助²
理解w1実践y»こx|w}»2

DPÿ〜ā~学習成果{該当
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy a SEITOKU Academic Literacy b 英語c SEITOKU Academic Literacy c

英語a 英語b フùン¹語c _笠原流礼法基礎講座
基礎専門体育a フùン¹語a フùン¹語d 英語d

情報活用演習ÿ基礎Ā フùン¹語b 教養科目 教養科目
基礎専門体育b 教養科目 教養科目

情報活用演習ÿ教職Ā
日本国憲法
教養科目

科目数 4 8 5 5

科目数

児童学概論 ½ăúア÷¶´ンa ½ăúア÷¶´ンb

科目数 1 1 1 1
幼児x音楽表現a 幼児x音楽表現b 幼児x造形表現a 幼児x造形表現b

音楽実� 音楽実� 音楽実� 音楽実�
社会福祉学a 教職入門 幼児x身体表現a 幼児x身体表現b
保育の心理学 保育原理a 保育内容指^法aÿ健康Ā 保育内容指^法bÿ健康Ā

児童文化演習a～ÿ 児童文化演習a～Ā 保育内容指^法eÿ環境Ā 保育内容指^法fÿ環境Ā
子y²家庭福祉 子y²の保健 乳児保育a 子y²家庭支援論
保育内容総論 教育原理 保育û教育課程論 子y²家庭支援の心理学

子y²の健康x安全 障害児保育
社会的養護a

科目数 7 7 9 8
幼児x健康 幼児x環境 幼児x人間関係 幼児x言葉

幼児理解,保育相談 教育社会学 発達心理学
教育方法学

科目数 2 1 2 3
実
習

附属幼稚園実習

科目数計 14 17 17 17

春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目数

発達支援場面研究

科目数 1
ā年次¼ÿ ā年次¼ÿ 卒業研究¼ÿ 卒業研究¼ÿ

科目数 1 1 2 1
幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c

保育内容指^法cÿ人間関係Ā 保育内容指^法dÿ人間関係Ā 領域科目 保育û教職実践演習ÿ幼稚園Ā

保育内容指^法gÿ言葉Ā 保育内容指^法hÿ言葉Ā 領域科目 領域科目
保育内容指^法iÿ音楽表現Ā 保育内容指^法jÿ音楽表現Ā 領域科目 領域科目
保育内容指^法jaÿ造形表現Ā 保育内容指^法jbÿ造形表現Ā

子y²の食x栄養 児童文化演習b～ÿ
乳児保育b 子y²の理解x援助

社会的養護b 子育v支援
科目数 8 8 4 4

教育相談
特別支援教育総論

科目数 2
実
習

施設実習 保育所実習
保育所実習

外部幼稚園実習
科目数計 12 9 6 5

※　Ă年次に履修y»領域科目の履修方法についv�1ā年次の¼´ダン¹w説明wまy2

全
学
共
通
科
目

ā年 Ă年

学部
共通
科目

学科
共通
科目

コ
ー

¹
必
修
科
目

幼稚

園
科目

全学
共通
科目

学部
共通
科目

学科
共通
科目

コ
ー

¹
必
修
科
目

幼稚

園
科目

児童学特論d
子育v支援ボùンö³ア演習

児童学特論h
保育場面演習

児童学科　免許û資格取得履修Ă÷ル
児童学科保育士養成コー¹　ÿ保育士資格＋幼稚園教諭Ā

□の数字�ÿ週間割ºの授業科目数
ÿ年 Ā年

�-� �3�4� �-



教育学部 児童学科 児童心理コース 専門教育科目 履修要項

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）３０単位以上、専門教育科目（B 類）９４単位以上、

計１２４単位以上となります。

② 児童心理コースの専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりとします。

専 門 教 育 科 目（Ｂ類）

必修科目 選択科目 計

45 49 94 

③ 児童心理コースの専門教育科目については、別表Ⅱ－10 の卒業必修欄に○印の付いている科目 45

単位と別表Ⅱ－10 の選択科目及び別表Ⅱ－8、9、11、12 に記載されている科目から 49 単位以上を

履修してください。（同一科目を重複して履修することはできません）

④ 幼稚園教諭一種免許状を取得しようとする者は、別表Ⅱ－10 の卒業必修欄に○印の付いている科目

に加え、幼一免欄に○印のついている科目を選択履修してください。（卒業所要単位数に選択科目と

して算入されます）

⑤ 保育士の資格を取得しようとする者は、別表Ⅱ－10 の卒業必修欄に○印の付いている科目に加え、

保育士欄に○印の付いている科目と、△印のついている科目から、保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習

指導Ⅱ（保育所）又は保育実習Ⅲ（施設）・保育実習指導Ⅲ（施設）の組み合わせで２科目履修して

ください。（卒業所要単位数に選択科目として算入されます）

⑥ 認定心理士の資格を取得しようとする者は、別表Ⅱ－10 の認定心理士欄に○印の付いている科目を

履修してください。（卒業所要単位数に必修科目として算入されます）

⑦ ピアヘルパー認定試験を受験しようとする者は、別表Ⅱ－10 の卒業必修欄に○印の付いている科目

を履修することにより条件が満たされます。（別表Ⅱ－12）

⑧ 准学校心理士を取得しようとする者は、教員免許または保育士資格を取得のうえ、申請が必要にな

ります。詳細は、別途オリエンテーションで説明します。

⑨ 図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関係、日本語教員養

成講座の資格を取得しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加え、別表Ⅷ－1、2、3、4、

5 のとおり履修してください。（卒業所要単位数には算入されません）

⑩ 同一授業科目について卒業必修欄、幼一免欄又は保育士欄に○印が付いている場合は重複して履修

する必要はありません。

⑪ 単位を修得（成績表に S・A・B・C）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ履修漏れ

の防止に努めてください。
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児童学科0児童心理コü¹授業科目配当表0ÿＢ類Ā0000000 000000000000000 　　　　　　別表Ⅱ-10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 現代教育課題論 2 ○

□ 教育法規概論 2 ○

□ 環境問題入門 2 ● ● ●

□ 情報科学入門 2 ○

□ 発達支援場面研究 2 ● ● ● ●

□ 児童学概論 2 ○ ○

□ ā年次¼ÿ 演 2 ○ ○ ○

□ 卒業研究¼ÿ 3 ○ ○ ○ ○

□ キャú²÷¶´ンa 演 1 ○ ○

□ キャú²÷¶´ンb 演 1 ○ ○

□ 児童学特論a 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 医療保育入門

□ 児童学特論b 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 自然科学入門

□ 児童学特論c 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 食育入門

□ 児童学特論d 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 子育v支援ボùンö³²演習

□ 児童学特論e 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼児教育û保育ボùンö³²演習

□ 児童学特論f 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 地域支援ボùンö³²演習

□ 児童学特論g 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼児教育場面演習

□ 児童学特論h 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 保育場面演習

0子y²発達理解フ³üûù1

□ 心理学概論 2 ○ ○ ○

□ 心理学基礎実験a 実 1 ○ ○ ○

□ 心理学基礎実験b 実 1 ○ ○ ○

□ 心理学研究法a 2 ○ ○ ○

□ 心理学研究法b 2 ○ ○ ○

□ 心理統計法a 2 ○ ○ ○

□ 心理統計法b 演 1 ○ ○ ○

□ 乳幼児心理学 2 ○ ○ ○

□ 児童心理学 2 ○ ○ ○

□ 青年心理学 2 ○ ○ ● ●

□ 社会心理学 2 ○ ○ ○

□ 認知心理学 2 ○ ○ ○

□ 人格心理学 2 ○ ○

□ 特別支援教育総論 2 ○ ○ ● ●

□ 臨床心理学 2 ○ ○ ○

□ カウンセúンÀ心理学 2 ○ ○ ●

□ 心理療法面接実習a 演 1 ○ ○ ○

□ 心理療法面接実習b 演 1 ○ ○ ○

□ 心理検査法実習a 演 1 ○ ○ ○ 0

□ 心理検査法実習b 演 2 ○ ○ ○

□ 教育心理学 2 ○ ○ ○

Á

ェ
ッ

¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

幼
一
免

保
育
士

認
定
心
理
士

履0修0年0次

備0考1 2 3 4

学
科
共
通
科
目

通年

通年

学
部
共
通
科
目

コ

ー

¹

必

修

科

目
●

●●
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児童学科0児童心理コü¹授業科目配当表0ÿＢ類Ā0000000 000000000000000 　　　　　　別表Ⅱ-10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

Á

ェ
ッ

¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

幼
一
免

保
育
士

認
定
心
理
士

履0修0年0次

備0考1 2 3 4

□ 家族心理学 2 ○ ○ 0子y²発達理解フ³üûù1

□ 神経心理学 2 ● ● 0子y²発達理解フ³üûù1

□ 児童精神医学 2 0 ○ 0子y²発達支援フ³üûù1

□ 発達臨床心理学 2 ○ 0子y²発達支援フ³üûù1

□ 心理英語 2 ○

□ 幼児x音楽表現a 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x音楽表現b 演 1 ○ ○ ○

□ 音楽実技 演 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 幼児x音楽表現c 演 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 幼児x造形表現a 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x造形表現b 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x身体表現a 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x身体表現b 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x健康 1 ○ ○

□ 幼児x人間関係 1 ○ ○

□ 幼児x環境 1 ○ ○

□ 幼児x言葉 1 ○ ○

□ 教職入門 2 ○ ○ ● ●

□ 教育原理 2 ○ ○ ● ●

□ 発達心理学 2 ○ ● ●

□ 教育社会学 1 ○ ● ●

□ 教育方法学 2 ○ ● ●

□ 保育û教育課程論 2 ○ ○ ● ●

□ 教育相談 2 ○ ● ●

□ 保育û教職実践演習ÿ幼稚園Ā 演 2 ○ ○ ○

□ 保育原理a 2 ○ ○ ○

□ 保育内容総論 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法aÿ健康Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法bÿ健康Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法cÿ人間関係Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法dÿ人間関係Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法eÿ環境Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法fÿ環境Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法gÿ言葉Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法hÿ言葉Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法iÿ音楽表現Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法jÿ音楽表現Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法jaÿ造形表現Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法jbÿ造形表現Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児理解,保育相談 2 ○ ○

0子y²発達理解フ³üûù1

わ¹べ歌²含°

コ
0
ー

0
¹
0
選
0
択
0
科
0
目

わ¹べ歌²含°

健康

健康

人間関係

人間関係

環境

環境

言葉

言葉

音楽

音楽

造形

造形

ô²þÿ２年通年Ā

ô²þÿ２年通年Ā

�-� �3�7� �-



児童学科0児童心理コü¹授業科目配当表0ÿＢ類Ā0000000 000000000000000 　　　　　　別表Ⅱ-10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

Á

ェ
ッ

¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

幼
一
免

保
育
士

認
定
心
理
士

履0修0年0次

備0考1 2 3 4

□ 幼児教育実習a 実 1 ○ ○ ○

□ 幼児教育実習b 実 2 ○ ○

□ 幼児教育実習c 実 2 ○ ○

□ 児童文化演習a～ÿ 演 1 ○ ● ●

□ 児童文化演習a～２ 演 1 ○ ● ●

□ 児童文化演習b～ÿ 演 1 ○ ● ●

□ 子y²家庭福祉 2 ○ ● ●

□ 社会福祉学a 2 ○ ● ●

□ 社会的養護a 2 ○ ● ●

□ 社会的養護b 演 1 ○ ● ●

□ 保育~心理学 2 ○ ● ●

□ 子y²~理解x援助 演 1 ○ ● ●

□ 子y²~保健 2 ○ ● ●

□ 子y²~健康x安全 演 1 ○ ● ●

□ 子y²~食x栄養 演 2 ○ ● ●

□ 子y²家庭支援~心理学 2 ○ ● ●

□ 子y²家庭支援論 2 ○ ● ●

□ 子育v支援 演 1 ○ ● ●

□ 乳児保育a 2 ○ ● ●

□ 乳児保育b 演 1 ○ ● ●

□ 障害児保育 演 2 ○ ● ●

□ 保育実習aÿ保育所Ā 実 2 ○ ○

□ 保育実習aÿ施設Ā 実 2 ○ ○

□ 保育実習bÿ保育所Ā 実 2 △ ○

□ 保育実習c(施設) 実 2 △ ○

□ 保育実習指導a 演 2 ○ ○ ○

□ 保育実習指導bÿ保育所Ā 演 1 △ ○

□ 保育実習指導cÿ施設Ā 演 1 △ ○

0計 45 53 70 39

0授業~方法10演：演習1実：実験û実習1無印：講義²さy2又1備考欄○印~科目�1講義15コþwÿ単位xy»2
0履修年次1     履修年次~○印�開講時期²さy2~�●印~付さ¼�授業科目�1春学期~��秋学期

いz¼{{配当さ¼»2諸事情{¸º開講時期|変更y»場合|あ»~w時間割²特{確認y»sx2
◆10幼一免²取得w¸うxy»者�1教育相談~代わº{1カウンセúンÀ心理学~単位取得²²っv履修~
000免除²y»sx|w}»2
◆20保育士資格²取得w¸うxy»者�1保育実習bÿ保育所Āû保育実習指導bÿ保育所Ā又�保育実習cÿ施設Āû
       保育実習指導cÿ施設Āいz¼{~組合{²選択履修y»sx2

保育所実習

事前û事後ºúエンö―·ョン等

折紙

表現あそび

コ
0
ー

0
¹
0
選
0
択
0
科
0
目

施設実習ÿ選択Ā

必修事前û事後指導

選択事前û事後指導

選択事前û事後指導

施設実習

保育所実習ÿ選択Ā

人形劇

附属幼実習

外部幼実習
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春学期 Ă年⽣ 秋学期

聖徳教育aÿ·úーºコンサーø・⽂化講演会・²»ンöú²ワーĀ

春学期 ÿ年⽣ 秋学期 春学期 Ā年⽣ 秋学期 春学期 ā年⽣ 秋学期

令和６年度 聖徳⼤学 教育学部 児童学科 児童⼼理コース

⼼
~
ā
カ
ニ
º
Ā
²
学
ぶ

⼼のしくみを知ろう
⼼理学~基礎²知»

⼼理学を実践{つzごう
⼼理学~専⾨性²深±»

⼼理学を実践w使おう
⼼理学~活⽤⼒²⾼±»

⼼の�たら}を探ろう
⼼理学~研究⽅法²知»

⼼
理
学
を
ベ
ー
ス
{
︑
乳
幼
児
や
そ
の
保
護
者
を
⽀
援
で
き
る
⼈
{
z
ろ
う

聖徳教育bÿ志賀⾼原Ā聖徳教育bÿFCĀ

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacyc

⼩笠原流礼法基礎講座

英語a〜d

選択外国語ÿù´ô語・õùン¹語Āa〜d

選択英語e〜Ⅷ

選択外国語ÿù´ô語・õùン¹語Ā e〜Ⅷ

⽇本国憲法ÿD類Ā

¹ýーôx健康a ¹ýーôx健康b

情報活⽤演習ÿ基礎Ā 情報活⽤演習ÿ教職Ā

卒業研究ゼミ3年次ゼミ

⽬標
内容

教養科⽬ÿA類 B類 C類Ā

聖徳教育bÿ海外研修Ā

カúキュùムマップ

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacya

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacyb

ÿ学部共通選択科⽬Ā現代教育課題論 教育法規概論 環境問題⼊⾨ 情報科学⼊⾨ 発達⽀援場⾯研究 ÿ児童学科共通選択科⽬Ā児童学特論Ⅰ〜Ⅷ

ÿ学科必修科⽬Ā児童学概論

児童学²深±»
※DP1〜3{該当

豊{z乳幼児
観²育°

DP1
乳幼児~⼼x

{¹�~成⻑x
発達²学ぶ

DP2

豊{z表現⽅
法²学ぶ

DP3

豊{z教養や
基礎⼒²⾼±»

※DP1〜3{該当

⼈間性²
⾼±»
※DP1〜3{該当

備 考 ※幼稚園教諭第⼀種免許状を取得する場合�幼稚園教員養成コース~カúキュùムマップ、保育⼠資格を取得する場合�保育⼠養成コース~カúキュùムマップを参照

キャúアデザインⅠ キャúアデザインb

児童学特論dÿ１〜４年次開講Ā

児童学特論fÿ1〜4年次開講Ā

児童学特論eÿ2〜４年次開講Ā

児童学特論aÿ2・3年次開講Ā 児童学特論Ⅲ 児童学特論g

児童学特論h
⻘年⼼理学

⼼理学概論

特別⽀援教育総論

乳幼児⼼理学

社会⼼理学

⼼理学基礎実験a

⼼理学基礎実験b児童⼼理学

認知⼼理学

臨床⼼理学

カウン»úン°⼼理学

⼼理統計法a

児童精神医学ÿ選択Ā

⼼理学研究法a

教育⼼理学

⼼理統計法b

⼈格⼼理学

発達臨床⼼理学ÿ選択Ā

⼼理療法⾯接実習b
⼼理学研究法b

神経⼼理学ÿ選択Ā

⼼理療法⾯接実習a ⼼理検査法実習a 家族⼼理学ÿ選択Ā

⼼理検査法実習b

⼼理英語ÿ選択Ā
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令和６年度 聖徳⼤学 教育学部 児童学科 児童⼼理コース

卒業認定・学位授与の
⽅針{掲r»学習成果

春学期 ā年⽣ 秋学期春学期 ÿ年⽣ 秋学期 春学期 Ā年⽣ 秋学期 春学期 Ă年⽣ 秋学期

⼼
~
ā
カ
ニ
º
Ā
²
学
ぶ

⼼のしくみを知ろう
⼼理学~基礎²知»

⼼理学を実践{つzごう
⼼理学~専⾨性²深±»

⼼理学を実践w使おう
⼼理学~活⽤⼒²⾼±»

⼼の�たら}を探ろう
⼼理学~研究⽅法²知»

⼼
理
学
を
ベ
ー
ス
{
︑
乳
幼
児
や
そ
の
保
護
者
を
⽀
援
で
き
る
⼈
{
z
ろ
う

⽬標
内容

幼児教育・保育領域{zいv求±¹¼
»常識²⾝{tけvい»2

幼児教育・保育領域{限¹zさ~v~
z領域w必要xさ¼»常識²⾝{tけ
vい»2

°ローバû社会w活{yこx|w}»
語学⼒²⾝{tけvい»2

°ローバû社会w⼦y²や保護者~⽀
援{携わ»�±{必須~国際感覚²活
⽤y»こx|w}»2

⼦y²{対y»深い愛情²²�1⼦y
²や保護者~⽀援{⼼理学²⽣{wv
貢献y»意欲²²tこx|w}»2

仲間x⽀え合い1協調wv課題解決²
試�»⼒²⾝{tけ»2

海外~教育や⽂化{直接触¼z|¹1
国際的z視野w⼦y²や保護者~⼼理
⽀援²考え»こx|w}»2

様々z芸術や⽂化{積極的{触¼»こ
x²通wv1⼦y²や保護者~⼼理⽀
援~場w活躍y»�±~⼈間性²⾼±
¸うxwvい»2

Learning Outcomesÿ学びで得ら¼»成果Ā

児童学²深±»
※DP1〜3{該当

乳幼児
~⼼x{
¹�~成
⻑x発達
²学ぶ

DP2

豊{z教養や
基礎⼒²⾼±»

※DP1〜3{該当

⼈間性²
⾼±»
※DP1〜3{該当

0DPÿ1
礼節や思いやº1豊{z乳幼児

観zy²²sv乳幼児{接y»
xx²{1⾃律的{学び続けz
|¹教育・保育~発展{貢献y
»こx|w}»2

0DPĀ1
乳幼児~⼼x{¹�~成⻑x発

達{関y»知識や技能²体系的{
理解y»xx²{1乳幼児{関y
»情報²分析w1論理的{t創造
的{考え»こx|w}»2

0DPā1
⾝体表現や⾳楽1造形zy豊{

z表現⽅法w乳幼児xコÿュニ
ケー·ョン²取»xx²{1他者
x協働wz|¹様々z問題{対w
v主体的{問題解決y»こx|w
}»2

豊{z
乳幼児 観
²育°

DP1

豊{z表
現⽅法²

学ぶ

DP3

DPÿ〜ā~学習成果{該当

DPÿ〜ā~学習成果{該当

⾃⼰や他者1社会²⼼理学的{捉え直
w1⽣涯発達的観点w乳幼児~発達²
説明w}»2

幼児教育・保育w求±¹¼»⼼理学~
基礎的z知識や⼼理学{zけ»基本的
z÷ータ~扱い⽅²⾝{tけvい»2

幼児教育・保育~実践w求±¹¼»⼼
理学的z⽀援²説明w}»xx²{1
⼼理学研究{必要z÷ータ解析~仕⽅
²⾝{tけvい»2

⾃¹~関⼼{合わせv⼼理学~知⾒や
⼿法²活⽤w}»2

⼈~⽣涯~発達段階x}~特徴²
児童学~観点{¹理解y»こx|w}»

⼦y²~⼼理x}~探求⽅法{tいv
児童学~観点{¹理解y»こx|w}»

乳幼児期~⼼⾝~発達{tいv~
学び²深±1実習{⽣{yこx|
w}»~発達x

乳幼児期~⼦y²~⼼⾝~発達{
tいv~学び²1⼦y²~⽀援{
⽣{yこx|w}»

乳幼児の発達{合わせた表現⽅法の基礎
を学び1豊{z表現を理解w}»

乳幼児の発達x⼼理{合わせた表現⽅法
の基礎を学び1合わせた表現⽅法の基礎
を学び1豊{z表現を理解w}»

乳幼児の発達x⼼理{合わせた表現⽅法を
実践の場w⽣{し1よº適切z表現を学ぶs
x|w}»2

乳幼児の発達x⼼理{適した表現⽅法を
活⽤し1⽀援{つzr»sx|w}»2

保育{必要z豊{z乳幼児観~基礎
²学び1保育{必要z態度²説明w}
»

⼦y²~⼼理²理解w�上w~豊{z
乳幼児観²形成w1育°こx|w}»

⼼理学{裏付けさ¼�乳幼児観²発展
させ1⼦y²{{{わ»実践{⽣{y
こx|w}»

⼼理学{裏付けさ¼�乳幼児観²²x
{1多様z⼦y²~⽀援{⽣{yこx
|w}»
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy a SEITOKU Academic Literacy b 英語c SEITOKU Academic Literacy c

英語a 日本国憲法 フùン¹語c _笠原流礼法基礎講座
基礎専門体育a 英語b フùン¹語d 英語d

情報活用演習ÿ基礎Ā フùン¹語a 教養科目 教養科目
フùン¹語b 教養科目 教養科目
基礎専門体育b

情報活用演習ÿ教職Ā
教養科目

科目数 4 8 5 5

科目数

児童学概論 ½ăúア÷¶´ンa ½ăúア÷¶´ンb

科目数 1 1 1
心理学概論 青年心理学 心理学基礎実験a 心理学基礎実験b

特別支援教育総論 社会心理学 認知心理学 心理統計法a
乳幼児心理学 児童心理学 臨床心理学

»ウン»úンÀ心理学 心理療法面接実習b
科目数 2 3 4 4

幼児x音楽表現a 幼児x音楽表現b 幼児x造形表現a 幼児x造形表現b
音楽実� 音楽実� 音楽実� 音楽実�

幼児x健康 幼児x環境 幼児x身体表現a 幼児x身体表現b
保育内容総論 保育原理a 幼児x人間関係 幼児x言葉

児童文化演習a～ÿ 教職入門 保育内容指^法aÿ健康Ā 保育内容指^法bÿ健康Ā
幼児理解û保育相談 児童文化演習a～Ā 保育内容指^法eÿ環境Ā 保育内容指^法fÿ環境Ā
子y²家庭福祉 教育原理 教育社会学 子y²の健康x安全
社会福祉学a 子y²の保健 保育û教育課程論 障害児保育
保育の心理学 社会的養護a 子y²家庭支援論

乳児保育a
科目数 9 8 9 10
実
習

附属幼稚園実習

科目数計 16 20 19 19

ā年 Ă年
春学期 秋学期 春学期 秋学期

全学
共通
科目

発達支援場面研究

科目数 1
ā年次¼ÿ ā年次¼ÿ 卒業研究¼ÿ 卒業研究¼ÿ

科目数 1 1 2 1
心理統計法a ⼼理統計法Ⅱ 心理検査法実習b

心理学研究法a 心理学研究法b 家族心理学
人格心理学 心理検査法実習a

心理療法面接実習a 教育心理学
科目数 4 4 2

幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c
保育内容指^法cÿ人間関係Ā 保育内容指^法dÿ人間関係Ā 保育û教職実践演習ÿ幼稚園Ā

保育内容指^法gÿ言葉Ā 保育内容指^法hÿ言葉Ā
保育内容指^法iÿ音楽表現Ā 保育内容指^法jÿ音楽表現Ā

保育内容指^法jaÿ造形表現Ā 保育内容指^法jbÿ造形表現Ā

児童文化演習b～ÿ 乳児保育b
子y²の食x栄養 社会的養護b

教育方法学 子y²の理解x援助
子y²家庭支援の心理学 子育v支援

科目数 9 9 1 2
施設実習 保育所実習 外部幼稚園実習

保育所実習
科目数計 14 14 4 4

児童学特論h
保育場面演習

学部
共通
科目

学科
共通
科目

ｺｰｽ
必修
科目

児童学科　免許û資格取得履修Ă÷ル
児童学科児童心理コー¹　ÿ幼稚園教諭＋保育士資格Ā

□の数字�ÿ週間割ºの授業科目数
ÿ年 Ā年

全
学
共
通
科
目

幼
稚
園
û
保
育
士
科
目

ｺｰｽ
必修
科目

幼
稚
園
û
保
育
士
科
目

実
習

学科
共通
科目

学部
共通
科目
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教育学部 児童学科 児童文化コース 専門教育科目 履修要項

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）３０単位以上、専門教育科目（B 類）９４単位以上、

計１２４単位以上となります。

② 児童文化コースの専門教育科目（Ｂ類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりとします。

専 門 教 育 科 目（Ｂ類）

必修科目 選択科目 計

45 49 94 

③ 児童文化コースの専門教育科目については別表Ⅱ－11 の卒業必修欄に○印の付いている科目 43 単位及び

★印の付いている科目から２単位以上と、別表Ⅱ－11 の選択科目及び別表Ⅱ－8～10、12 に記載されてい

る科目から 49 単位以上を履修してください。（同一科目を重複して履修することはできません）

④ 幼稚園教諭一種免許状を取得しようとする者は、別表Ⅱ－11 のコース必修科目に加えて幼一免欄に

○印のついている科目を選択履修してください。（卒業所要単位数に選択科目として算入されます） 

⑤ 保育士の資格を取得しようとする者は、別表Ⅱ－11 のコース必修科目に加えて保育士欄に○印の付

いている科目と、△印のついている科目から、保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習指導Ⅱ（保育所）又

は保育実習Ⅲ（施設）・保育実習指導Ⅲ（施設）の組み合わせで２科目履修してください。（卒業所

要単位数に選択科目として算入されます）

⑥ ピアヘルパー認定試験を受験しようとする者は、別表Ⅱ－11 のコース必修科目に加えて、別表Ⅱ－

12 のとおり履修してください。（卒業所要単位数に選択科目として算入されます）

⑦ 准学校心理士を取得しようとする者は、教員免許または保育士資格を取得のうえ、申請が必要にな

ります。詳細は、別途オリエンテーションで説明します。

⑧ 図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関係、日本語教員養

成講座の資格を取得しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加えて別表Ⅷ－1、2、3、4、

5 のとおり履修してください。（卒業所要単位数には算入されません）

⑨ 同一授業科目について卒業必修欄、幼一免欄又は保育士欄に○印が付いている場合は重複して履修

する必要はありません。

⑩ 単位を修得（成績表に S・A・B・C）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ履修漏れ

の防止に努めてください。
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児童学科0児童文化コü¹授業科目配当表0ÿＢ類Ā00000000 0000000000000000 　　　　　　別表Ⅱ-11

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 現代教育課題論 2 ○

□ 教育法規概論 2 ○

□ 環境問題入門 2 ● ● ●

□ 情報科学入門 2 ○

□ 発達支援場面研究 2 ● ● ● ●

□ 児童学概論 2 ○ ○

□ ā年次¼ÿ 演 2 ○ ○ ○

□ 卒業研究¼ÿ 演 3 ○ ○ ○

□ キャú²÷¶´ンa 演 1 ○ ○

□ キャú²÷¶´ンb 演 1 ○ ○

□ 児童学特論a 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 医療保育入門

□ 児童学特論b 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 自然科学入門

□ 児童学特論c 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 食育入門

□ 児童学特論d 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 子育v支援ボùンö³²演習

□ 児童学特論e 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼児教育û保育ボùンö³²演習

□ 児童学特論f 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 地域支援ボùンö³²演習

□ 児童学特論g 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼児教育場面演習

□ 児童学特論h 演 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 保育場面演習

0子y²環境û交流フ³üûù1

□ 野外活動論 2 ○ ○ ﾚｸĀｴｰÿｮﾝｲﾝĀﾄÿｸﾀｰ科目

□ 生涯学習xボùンö³²活動 2 ○ ○

□ 子y²~�±~地域活動 演 2 ○ ○

□ ü¿úエü·ョン基礎演習 演 1 ○ ○ ﾚｸĀｴｰÿｮﾝｲﾝĀﾄÿｸﾀｰ科目

□ 生涯学習論 2 ○ ○

□ 子y²ビ¸ネ¹~世界 演 2 ○ ○ 0

0子y²文化û表現フ³üûù1

□ 児童文化概論 0 2 ○ ○ 0 0

□ 絵本 2 ○ ○

□ 昔話ûわ¹べう� 0 2 ○ ○

□ 伝�Úび 演 1 ○ ○

□ 児童文化実習 実 2 ○ ○ ○ 0

□ 児童文学 2 ○ ○

□ 玩具ûÚ具 2 ○ ○

□ 造形ワü¿·ョóプ 演 1 ○ ○

□ 絵画表現基礎 2 ○ ○

□ 写真û映像表現 演 1 ○ ○

□ þン¼û²ûā論a 2 ○ ○

□ úºĀÚび 演 1 ○ ○

□ 身体xúºĀ 演 1 ○ ○

□ 児童文化実践演習 演 2 ○ ○

□ 舞台芸術演習 演 1 ★ ● ●

□ 子y²~�±~演奏 演 1 ★ ● ●

□ 子y²xsxば 1 ★ ● ●

□ þン¼û²ûā論b 演 1 ★ ● ●

□ 幼児x音楽表現a 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x音楽表現b 演 1 ○ ○ ○

□ 音楽実技 演 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 幼児x音楽表現c 演 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 幼児x造形表現a 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x造形表現b 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x身体表現a 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x身体表現b 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児x健康 1 ○ ○

□ 幼児x人間関係 1 ○ ○

□ 幼児x環境 1 ○ ○

□ 幼児x言葉 1 ○ ○

□ 教職入門 2 ○ ○ ● ●

□ 教育原理 2 ○ ○ ● ●

□ 発達心理学 2 ○ ● ●

□ 特別支援教育総論 2 ○ ○

□ 教育社会学 1 ○ ● ●

□ 教育方法学 2 ○ ● ●

□ 保育û教育課程論 2 ○ ○ ● ●

□ 教育相談 2 ○ ● ●

□ 保育û教職実践演習ÿ幼稚園Ā 演 2 ○ ○ ○

□ 保育原理a 2 ○ ○ ○

□ 保育内容総論 演 1 ○ ○ ○

わ¹べ歌²含°

わ¹べ歌²含°

ô²þÿ２年通年Ā

ô²þÿ２年通年Ā

3 4

通年

通年

コ

ー

¹

必

修

科

目

通年

★~科目{¹3年次{1科目以N1
4年次{1科目以N²選択履修w1
合計2科目以N²選択履修y»s
x2

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目

コ
0
ー

0
¹
0
選
0
択
0
科
0
目

Á

ェ
ッ

¿

欄

授0業0科0目

授

業

~

方

法

単
0
位

卒
業
必
修

幼
一
免

保
育
士

履0修0年0次

備0考1 2
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児童学科0児童文化コü¹授業科目配当表0ÿＢ類Ā00000000 0000000000000000 　　　　　　別表Ⅱ-11

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 保育内容指導法aÿ健康Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法bÿ健康Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法cÿ人間関係Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法dÿ人間関係Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法eÿ環境Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法fÿ環境Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法gÿ言葉Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法hÿ言葉Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法iÿ音楽表現Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法jÿ音楽表現Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法jaÿ造形表現Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 保育内容指導法jbÿ造形表現Ā 演 1 ○ ○ ○

□ 幼児理解,保育相談 2 ○ ○

□ 幼児教育実習a 実 1 ○ ○ ○

□ 幼児教育実習b 実 2 ○ ○

□ 幼児教育実習c 実 2 ○ ○

□ 児童文化演習a～ÿ 演 1 ○ ● ●

□ 児童文化演習a～２ 演 1 ○ ● ●

□ 児童文化演習b～ÿ 演 1 ○ ● ●

□ 子y²家庭福祉 2 ○ ● ●

□ 社会福祉学a 2 ○ ● ●

□ 社会的養護a 2 ○ ● ●

□ 社会的養護b 演 1 ○ ● ●

□ 保育~心理学 2 ○ ● ●

□ 子y²~理解x援助 演 1 ○ ● ●

□ 子y²~保健 2 ○ ● ●

□ 子y²~健康x安全 演 1 ○ ● ●

□ 子y²~食x栄養 演 2 ○ ● ●

□ 子y²家庭支援~心理学 2 ○ ● ●

□ 子y²家庭支援論 2 ○ ● ●

□ 子育v支援 演 1 ○ ● ●

□ 乳児保育a 2 ○ ● ●

□ 乳児保育b 演 1 ○ ● ●

□ 障害児保育 演 2 ○ ● ●

□ 保育実習aÿ保育所Ā 実 2 ○ ○

□ 保育実習aÿ施設Ā 実 2 ○ ○

□ 保育実習bÿ保育所Ā 実 2 △ ○

□ 保育実習c(施設) 実 2 △ ○

□ 保育実習指導a 演 2 ○ ○ ○

□ 保育実習指導bÿ保育所Ā 演 1 △ ○

□ 保育実習指導cÿ施設Ā 演 1 △ ○

0計 45 53 70

0授業~方法10演：演習1実：実験û実習1無印：講義²さy2又1備考欄○印~科目�1講義15コþwÿ単位xy»2
0履修年次1     履修年次~○印�開講時期²さy2~�●印~付さ¼�授業科目�1春学期~��秋学期

いz¼{{配当さ¼»2諸事情{¸º開講時期|変更y»場合|あ»~w時間割²特{確認y»sx2
◆0保育士資格²取得w¸うxy»者�1保育実習bÿ保育所Āû保育実習指導bÿ保育所Ā又�保育実習cÿ施設Āû
       保育実習指導cÿ施設Āいz¼{~組合{²選択履修y»sx2

外部幼実習

人形劇

折紙

表現あそび

保育所実習

施設実習

保育所実習ÿ選択Ā

施設実習ÿ選択Ā

必修事前û事後指導

選択事前û事後指導

選択事前û事後指導

事前û事後ºúエンö―·ョン等

健康

健康

人間関係

人間関係

環境

環境

言葉

言葉

音楽

音楽

造形

造形

附属幼実習

幼
一
免

保
育
士

履0修0年0次

備0考1 2 3 4

Á

ェ
ッ

¿

欄

授0業0科0目

授

業

~

方

法

単
0
位

卒
業
必
修

コ
0
ー

0
¹
0
選
0
択
0
科
0
目

�-� �4�4� �-



聖徳教育aÿ·úーºコンサーø・⽂化講演会・²»ンöú²ワーĀ

春学期 ÿ年⽣ 秋学期 春学期 Ā年⽣ 秋学期 春学期 ā年⽣ 秋学期 春学期 Ă年⽣ 秋学期

令和６年度 聖徳⼤学 教育学部 児童学科 児童⽂化コース

児童⽂化実習

遊
び
や
交
流
~
中
w
育
ま
¼
»
児
童
⽂
化
²
学
ぶ

⼦yもx遊ぶ・交流す»スキûを
⾝{つqよう児童⽂化~基礎~理解

⼦yも⽂化を創造し、地域{提案
しvいsう得意分野²²�深±»

⼦yも|よºよく⽣}»地域社会
を考えよう児童⽂化~広く深い理解

⼦yもx遊ぶ・交流す»スキûを
実践w活{そう児童⽂化{¸»⽀援~理解

⼦
y
も
の
遊
び
ÿ
造
形
︑
⾳
楽
︑
⾝
体
表
現
z
y
Ā
や
⽂
化
{
強
い
先
⽣
{
z
っ
v
︑

豊
{
z
地
域
社
会
を
創
造
し
よ
う

聖徳教育bÿ志賀⾼原Ā聖徳教育bÿFCĀ

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacyc

⼩笠原流礼法基礎講座

英語a〜d

選択 外国語ÿù´ô語・õùン¹語Āa〜d

選択 選択英語e〜Ⅷ

選択 外国語ÿù´ô語・õùン¹語Ā e〜Ⅷ

¹ýーôx健康a

¹ýーôx健康b

基礎専⾨体育a 基礎専⾨体育b

卒業研究ゼミ3年次ゼミ

⽬標
内容

聖徳~新wい教養科⽬ÿA類 B類 C類Ā

聖徳教育bÿ海外研修Ā

情報活⽤演習ÿ基礎Ā

カúキュùムマップ

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacya

聖徳教育c
SEITOKU Academic Literacyb

ÿ学部共通選択科⽬Ā現代教育課題論 教育法規概論 環境問題⼊⾨ 情報科学⼊⾨ 発達⽀援場⾯研究 ÿ児童学科共通選択科⽬Ā児童学特論Ⅰ〜Ⅷ

ÿ学科必修科⽬Ā児童学概論

実践⼒²養う
※DP1〜3{該当

児童学²深±»
※DP1〜3{該当

豊{z乳幼児
観²育°

DP1

乳幼児~⼼x
{¹�~成⻑x

発達²学ぶ

DP2

豊{z表現⽅
法²学ぶ

DP3

豊{z教養や
基礎⼒²⾼±»

※DP1〜3{該当

⼈間性²
⾼±»
※DP1〜3{該当

備 考 ※幼稚園教諭第⼀種免許状を取得する場合�幼稚園教員養成コース~カúキュùムマップ、保育⼠資格を取得する場合�保育⼠養成コース~カúキュùムマップを参照

キャúアデザインⅠ キャúアデザインb

児童学特論aÿ2・3年次開講Ā 児童学特論Ⅲ 児童学特論g

児童学特論h野外活動論

⽣涯学習xüùンテ³²活動 ⼦y²~�±~地域活動

レクúエー·ョン基礎演習

⽣涯学習論

⼦y²ビ¸ネ¹~世界

児童⽂化概論

絵本 昔話・わ¹べう�

伝承遊び

児童⽂学

玩具・遊具

造形ワーク·ョó÷ 絵画表現基礎
写真・映像表現

þン¼・²ニā論a

úºĀ遊び ⾝体xúºĀ

児童⽂化実践演習

舞台芸術演習 ★⼦y²~�±~演奏 ★

⼦y²xこx� ★

þン¼・²ニā論b ★

★ ā年次xĂ年次w}¼~¼ÿ科⽬以上履修

�-� �4�5� �-



⼦yも|よºよく⽣}»
地域社会を考えよう

児童⽂化~広く深い理解

⼦yも⽂化を創造し、
地域{提案しvいsう

得意分野²²�深±»

⼦yもx遊ぶ・交流す»
スキûを⾝{つqよう

児童⽂化~基礎~理解

⼦yもx遊ぶ・交流す»
スキûを実践w活{そう

児童⽂化{¸»⽀援~理解

令和６年度 聖徳⼤学 教育学部 児童学科 児童⽂化コース

卒業認定・学位授与の
⽅針{掲r»学習成果春学期 ā年⽣ 秋学期春学期 ÿ年⽣ 秋学期 春学期 Ā年⽣ 秋学期 春学期 Ă年⽣ 秋学期

遊
び
や
交
流
~
中
w
育
ま
¼
»
児
童
⽂
化
²
学
ぶ

⼦
y
も
の
遊
び
ÿ
造
形
︑
⾳
楽
︑
⾝
体
表
現
z
y
Ā
や
⽂
化
{
強
い
先
⽣
{
z
っ
v
︑

豊
{
z
地
域
社
会
を
創
造
し
よ
う

⽬標
内容

児童学~基礎²理解y»こx|w}» 児童学~学びx⾃分~½ャú²²結び
tけv考え»こx|w}»

児童学~学び~z{w⾃分~専⾨性²
深±»こx|w}»

児童学~学び~成果xwv1研究や制
作²zこzうこx|w}»

社会⼈{求±¹¼»基本的z常識²⾝
{tけvい»2

⼦y²や地域x~交流²通wv社会⼈
xwv~常識²⾝{tけvい»2

英語⼒²⾼±表現⼒²⾝{tけ»2 英語⼒²⾼±⽂交流w}»⼒²⾝{t
け»2

様々z芸術や⽂化{触¼1⼦y²や地
域社会²⽀援y»意欲²持tこx|w
}»2

様々z芸術や⽂化{触¼1⼦y²や地
域社会²⽀援y»意欲²⾼く持tこx
|w}»2

海外~教育や⽂化{直接触¼z|¹1
国際⼈xwv~教養や⼈間性²⾼±¸
うxwvい»2

様々z芸術や⽂化{積極的{触¼»こ
x²通wv社会⼈xwv~教養や⼈間
性²⾼±¸うxwvい»2

Learning Outcomesÿ学びで得ら¼»成果Ā

ÿ年次{児童⽂化~基礎²学び，
研究~⽅向性²考え»

Ā年次{�，¸º深く児童学{対y»
興味²持v»¸う{学び²深±»

¼ÿw深±�児童学~問題意識²
根底{wv，卒業研究²¸º深化させ»

ÿ・Ā年⽣w，児童学~基礎²学び，
ā年次~¼ÿw¸º深く，主体的{学ぶ

DPÿ〜ā~学習成果{該当

DPÿ〜ā~学習成果{該当

0DPÿ1
礼節や思いやº1豊{z乳幼児

観zy²²sv乳幼児{接y»x
x²{1⾃律的{学び続けz|¹
教育・保育~発展{貢献y»こx
|w}»2

0DPĀ1
乳幼児~⼼x{¹�~成⻑x発

達{関y»知識や技能²体系的{
理解y»xx²{1乳幼児{関y
»情報²分析w1論理的{t創造
的{考え»こx|w}»2

0DPā1
⾝体表現や⾳楽1造形zy豊{z

表現⽅法w乳幼児xコÿュニケー
·ョン²取»xx²{1他者x協働
wz|¹様々z問題{対wv主体的
{問題解決y»こx|w}»2

⼦y²~⼼x{¹�~成⻑{応x�
児童⽂化²創造y»こx|w}»

社会{zけ»児童⽂化~意義²
理解y»

児童⽂化~得意分野²深±，
地域社会{活{せ»

児童⽂化及び児童学{tいv
理論{基uい�研究や

創造的活動²zこzうこx|w}»

児童⽂化{tいv学³�こx²活⽤w
研究や実践w表現y»こx|w}»

児童⽂化~実践⽅法²
理論x実践~両⾯{¹理解y»

児童⽂化²通w1
多様z⽂化や伝統²理解y»

⾃¹~表現⼒²⾼±
児童⽂化~得意分野²深±»

児童⽂化~概略x基礎²理解y»

児童⽂化{tいv~学び²活{w
乳幼児xコÿュニケー·ョン²x»こx|

w}»

⼦y²~発達{応x�
児童⽂化財~特性²理解y»

⾝体的表現や，⾳楽や造形zy
豊{z表現⽅法~基礎²理解y»

⼈間性²
⾼±»

※DP1〜3{該当

豊{z教養や
基礎⼒²⾼±»
※DP1〜3{該当

実践⼒²養う
※DP1〜3{該当

児童学²深±»
※DP1〜3{該当

豊{z
乳幼児 観
²育°

DP1

乳幼児
~⼼x{
¹�~成
⻑x発達
²学ぶ

DP2
豊{z表

現⽅法²学
ぶ

DP3
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy a SEITOKU Academic Literacy b 英語c SEITOKU Academic Literacy c

英語a 英語b フùン¹語c _笠原流礼法基礎講座
基礎専門体育a フùン¹語a フùン¹語d 英語d

情報活用演習ÿ基礎Ā フùン¹語b 教養科目 教養科目
基礎専門体育b 教養科目 教養科目

情報活用演習ÿ教職Ā
日本国憲法
教養科目

科目数 4 8 5 5

科目数

児童学概論 ½ăúア÷¶´ンa ½ăúア÷¶´ンb

科目数 1 1 1
児童文化概論 昔話ûわ¹べうた 児童文化実習 児童文化実習

絵本 伝�遊び 絵画表現基礎 児童文学
Þ外活動論 úºĀ遊び üクúエー·ョン基礎演習 写真û映像表現

造形ワーク·ョóプ 子y²のた±の地域活動 身体xúºĀ þン¼ûアニā論a
生涯学習xボùンö³ア活動 子y²ビ¸ネ¹の世界

科目数 5 4 5 4
幼児x音楽表現a 幼児x音楽表現b 幼児x造形表現a 幼児x造形表現b

音楽実� 音楽実� 音楽実� 音楽実�
幼児x健康 幼児x環境 幼児x身体表現a 幼児x身体表現b

保育内容総論 保育原理a 幼児x人間関係 幼児x言葉
児童文化演習a～ÿ 児童文化演習a～Ā 保育内容指^法aÿ健康Ā 保育内容指^法bÿ健康Ā

子y²家庭福祉 教育原理 保育内容指^法eÿ環境Ā 保育内容指^法fÿ環境Ā
社会福祉学a 子y²の保健 教育社会学 発達心理学
保育の心理学 教職入門 保育û教育課程論 子y²家庭支援論

幼児理解û保育相談 社会的養護a 子y²の健康x安全
障害児保育
乳児保育a

科目数 9 8 9 11
実
習

附属幼稚園実習

科目数計 19 21 20 20

春学期 秋学期 春学期 秋学期
全学
共通
科目
科目数

環境問題入門

科目数 1
3年次¼ÿ 3年次¼ÿ 卒業研究¼ÿ 卒業研究¼ÿ

科目数 1 1 1 1
玩具û遊具 生涯学習論 舞Ā芸術演習★ 児童文化実践演習

舞Ā芸術演習★ 子y²のた±の演奏★
子y²のた±の演奏★ 子y²xこx�★

子y²xこx�★ þン¼ûアニā論b★
þン¼ûアニā論b★

科目数 5 1 4 1
幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c 幼児x音楽表現c

保育内容指^法cÿ人間関係Ā 保育内容指^法dÿ人間関係Ā 保育û教職実践演習ÿ幼稚園Ā

保育内容指^法gÿ言葉Ā 保育内容指^法hÿ言葉Ā
保育内容指^法iÿ音楽表現Ā 保育内容指^法jÿ音楽表現Ā

保育内容指^法jaÿ造形表現Ā 保育内容指^法jbÿ造形表現Ā

児童文化演習b～ÿ 乳児保育b
教育相談 社会的養護b

子y²の食x栄養 子y²の理解x援助
特別支援教育総論 子育v支援

教育方法学 特別支援教育総論
子y²家庭支援の心理学

科目数 11 10 1 2
施設実習 保育所実習 外部幼稚園実習

保育所実習
科目数計 17 13 6 4

児童学科　免許û資格取得履修Ă÷ル
児童学科児童文化コー¹　　ÿ幼稚園教諭+保育士資格Ā

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□の数字�ÿ週間割ºの授業科目数
ÿ年 Ā年

全
学
共
通
科
目

ā年 Ă年

学部
共通
科目

学科
共通
科目

ｺｰｽ
必修
科目

幼
稚
園
û
保
育
士
科
目

学部
共通
科目

学科
共通
科目

※★印の付さ¼た科目�3年次14年次x²に1科目以上履修(同x科目のÝ複履修�不ÿ)2

実
習

幼
稚
園
û
保
育
士
科
目

コ
ー

¹
必
修
科
目
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［ピアヘルパー受験資格関係科目］

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 児童心理学 2 ☆ ○

□ 青年心理学 2 ☆ ● ●
□ 教育心理学 2 ☆ ○

□ 臨床心理学 2 ☆ ○

□ 児童精神医学 2 ☆ ○

□ 特別支援教育総論 2 ☆ ● ● ● ●
□ 保育~心理学 2 ☆ ● ●
□ カウンセúンÀ心理学 2 必 ○

□ 心理療法面接実習a 演 1 ○

□ 心理療法面接実習b 演 1 ○

別表Ⅱ－12

チ
ェ
ッ

ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
位

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー

履修年次

備考1 2

いz¼{
1科目必修

カウンセúンÀ心理学z¸
び1心理療法面接実習a~
��b{¹1科目�必修2そ
~他☆印¸º２科目選択必
修2
ÿ●~時期�年度やコü¹
{¸っv異z»~w注意Ā

3 4
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教育学部 教育学科 全学共通科目 履修要項

① 卒業所要単位数は、下表のとおりです。

コース名
全学共通科目

（Ａ類）

専門教育科目

（Ｂ類）
計

小学校教員養成コース ３０単位 ９４単位 １２４単位

特別支援教育コース ３０単位 ９４単位 １２４単位

スポーツ教育コース ３０単位 ９４単位 １２４単位

② 全学共通科目（A類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下記のとおりとします。

全 学 共 通 科 目（Ａ類） 

聖徳教育 

科目 

教養科目、専門基礎科目 

及び外国語科目 

健康教育 

科目 

情報活用 

科目 
計 

7 20 2 1 30 

③ 全学共通科目（A類）については、別表Ⅱ－１３～２０のとおり履修してください（同一科目

を重複して履修することはできません）。

④ 聖徳教育科目（別表Ⅱ－１３）はすべて卒業必修です。授業内容の詳細については、学生便覧

及びシラバスを参照してください。

⑤ 教養科目（別表Ⅱ－１４）は１２単位以上（小学校教員養成コースは８単位以上）が必修です。

１年次秋学期から開講しますので、Ａ類、Ｂ類、Ｃ類各類から 1科目以上履修してください。

Ｄ類の「日本国憲法」は、教員免許状を取得する者は必修です。また、企業系就職希望者は、

Business Field Linkage科目を履修することが望まれます。

⑥ 専門基礎科目（別表Ⅱ－１５）「基礎数学」、「基礎科学」は、小学校教員養成コースは必修で

す（４単位）。また、小学校教員養成コース以外で小学校教諭免許状を取得しようとする者は

履修することが望まれます。これらの単位を修得した場合は、教養科目の修得単位として算入

されます。

⑦ 外国語科目（別表Ⅱ－１６）は、英語Ⅰ、英語Ⅱ、英語Ⅲ、英語Ⅳ（４単位）及び選択外国語

として、英語、フランス語、ドイツ語のうち１ヶ国語（４単位）、計８単位以上を修得してく

ださい。なお、小学校教員養成コース及び特別支援教育コースの選択外国語は、英語Ⅴ～英語

Ⅷが必修となります。

⑧ 健康教育科目（別表Ⅱ－１７、Ⅱ－１８）は、コースごとに別表Ⅱ－１７または別表Ⅱ－１８

の欄外の受講区分に従い履修してください。

⑨ 情報活用科目（別表Ⅱ－１９）は別表Ⅱ－１９の受講区分に従い履修してください。

⑩ 単位を修得した場合（成績表に S・A・B・Cと表記される）には、各別表の履修チェック欄に

印をつけ履修漏れの防止に努めてください。
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全学共通科目ÿA類Ā

別表Ⅱ－13

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 2 ○ ● ● ● 春学期~��秋学期{開講

□ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 聖徳教育~û細{ついv�1学生便覧²参照

□ 演 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ y»sx2

□ 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ● ●

7

教養科目 別表Ⅱ－14

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ芸術領域Ā 2 ○ ○ ○ △ 教養科目x外国語科目²併{v20単位以N

□ 自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ文学領域Ā 2 ○ ○ ○ 必修2ÿ外国語�８単位以N必修Ā

□ 自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ歴史領域Ā 2 ○ ○ ○ ※小学校教員養成コü¹�1教養科目x外国語

□ 自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ文化領域aĀ 2 ○ ○ ○ 0科目²併{v16単位以Nx専門基礎科目4単位

自分²見つ±û拡rû伝え» 0必修ÿ外国語科目�8単位以N必修Ā

 ÿ文化領域bû´ン¿üン·óプĀ

□ 自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ看護領域Ā 2 ○ ○ ○

□ 自然û社会û科学技術²考え»ÿ自然領域Ā 2 ○ ○ ○

□ 自然û社会û科学技術²考え»ÿ科学技術領域Ā 2 ○ ○ ○ △ 教養科目�表中~A類1B類1C類0各類{¹

□ 自然û社会û科学技術²考え»ÿ社会領域Ā 2 ○ ○ ○ 1科目以N履修y»sx2

□ 自然û社会û科学技術²考え»ÿ環境領域Ā 2 ○ ○ ○

□ 自然û社会û科学技術²考え»ÿ健康領域Ā 2 ○ ○ ○

□ 心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ心~領域Ā 2 ○ ○ ○ △ 同x科目ÿ領域Ā²重複履修y»sx�w}~{³2

□ 心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ{¹�~領域Ā 2 ○ ○ ○

□ 心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ栄養領域Ā 2 ○ ○ ○

□ 心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ¹ýüô領域Ā 2 ○ ○ ○

□ 心x{¹�~美的本質²追求y»ÿÁ²領域Ā 2 ○ ○ ○

△ 日本国憲法�

教育職員免許状及び保育士資格²取得y»者�必修2

計 34

Business Field Linkageプログラム

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ ビ¸ネ¹ûフ³üûùûúンÁü¸原論 1 ● ● ● ●

□ ビ¸ネ¹ûコÿュûÁü·ョンû¹キû 2 ● ● ● ●

□ ²ンøüプüúü·óプÿ起業家精神Ā概論 2 ● ● ● ●

□ キャú²教育関連科目※

□ 現代社会{zq»ビ¸ネ¹úöù·ü 2 ● ● ● ●

□ 法律û健康知識w身²守»セûフþネ¸āンø 2 ● ●

□ 就活{²役立つā÷³²úöù·ü 2 ● ●

□ 戦略的ビ¸ネ¹þネ¸āンø 2 ● ● ● ●

□ 世界~ûュü¹²読�解く～国際社会問題²知»～ 2 ● ● ● ●

□ ÀýüバûコÿュûÁü·ョン 2 ● ● ●

□ Practical0English Communicationa 2 ○

□ Practical0English Communicationb 2 ○

□ Practical0English Communicationc 2 ○

□ 新時代~úüÀü·óプ÷¶´ン 2 ● ●

□ 戦略的ビ¸ネ¹プùンûンÀ 2 ● ● ● ●

□ 顧客価値²創出y»þüÁö³ンÀ 2 ● ● ● ●

□ SDGｓ²実現y»GX&SX~基本 2 ● ● ● ●

□ 文系人材~�±~DXûAIúöù·ü 2 ● ●

□ ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹a 2 ● ● ●

□ ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹b 2 ● ● ●

□ ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹c 2 ● ● ●

□ 地域社会~価値²創造y»実践論 2 ● ●

□ 行政~役割²体験y»´ン¿üン·óプ 2 ● ●

□ 行政~理解x試験対策 2 ○

※キャú²教育関連科目�各学部学科教育課程~設定{¸»2

※副専攻²希望wzい場合w²1BFL科目~履修�可能wy2

＜副専攻履修{ついv＞

Business Field LinkageプýÀùĀ~科目{¹２０単位以N修得y»x学³�sx²認証y»<修了証=²授与w~y2必要z要件�O記~通ºwy2

d自分~目標xy»キャú²{合わ{�副専攻²N記５つ~副専攻{¹選択w1そ~副専攻{ú当y»必修科目x共通必修科目

<ビ¸ネ¹ûフ³üûùûúンÁü¸原論=1<ビ¸ネ¹ûコÿュûÁü·ョンû¹キû=<²ンøüプüúü·óプÿ起業家精神Ā概論=他~副専攻~科目x併{v２０単位²修得y»sx2

e修得単位ÿ共通区分²除くĀ~取º扱い{ついv�1次~xzº教養科目~単位{6単位~w充当y»sx|w}~y2

ÿ但w<ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹a1b1c=及び<Practical0English Communicationa1b1c=�除くĀ

f履修y»科目�キャóプ制~対象外xw~y2

g履修状況{ついv�1各学期~成績表{zいv履修済�~科目~成績²確認y»sx|w}~y2

いz¼{~学期w履修

地域活性化û
価値創造副専攻

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

※○�配当年次²示y2●�いz¼{~学期w履修y»sx²示y2zz1配当年次û学期~N位学年{ついv�いz¼~科目²任意{履修w}~y2

ビ¸ネ¹再生û
創生副専攻

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

ビ¸ネ¹û÷ü¿
µ´エン¹副専攻

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

Àýüバû
人材育成副専攻

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

価値増幅型
þネ¸āンø副専攻

いz¼{~学期w履修

備考1 2 3 4

共通

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

Á

ェ
ッ

¿

欄

区分 授業科目

授

業

~

方

法

単
0
位

卒
業
必
修

履0修0年0次

● ●

C
類

□
D
類

日本国憲法 2

□ 演 2 ○ ○

B
類

備考1 2 3 4

A
類

計

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

0履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

Á

ェ
ッ

¿

欄

授0業0科0目

授

業

~

方

法

単
0
位

卒
業
必
修

履0修0年0次

小笠原流礼法基礎講座

聖徳教育a

聖徳教育b

聖徳教育cÿSEITOKU  Academic  Literacy aĀ

聖徳教育cÿSEITOKU  Academic  Literacy bĀ

聖徳教育cÿSEITOKU  Academic  Literacy cĀ

履0修0年0次

備考1 2 3 4

聖徳教育科目
Á

ェ
ッ

¿

欄

授0業0科0目

授

業

~

方

法

単
0
位

卒
業
必
修
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専門基礎科目 別表Ⅱ-15

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 基礎数学 2 ○ △ 小学校教員養成コースは基礎数学及び

□ 基礎科学 2 ○ 基礎科学は必修。

計 4

別表Ⅱ-16

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 英語Ⅰ 演 1 ○ ○ △ 外国語科目については、卒業必修科目として

□ 英語Ⅱ 演 1 ○ ○ 英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（４単位）及び選択外国語

□ 英語Ⅲ 演 1 ○ ○ として（英語Ⅴ～Ⅷ、フランス語Ⅰ～Ⅳ、

□ 英語Ⅳ 演 1 ○ ○ ドイツ語Ⅰ～Ⅳ)のうち1か国語（４単位）、

□ 英語Ⅴ 演 1 ※ ○ 計8単位以上必修。

□ 英語Ⅵ 演 1 ※ ○ ※ ただし小学校教員養成コース及び特別支援

□ 英語Ⅶ 演 1 ※ ○ 教育コースは英語Ⅴ～英語Ⅷの8単位必修。

□ 英語Ⅷ 演 1 ※ ○

□ フランス語Ⅰ 演 1 ○

□ フランス語Ⅱ 演 1 ○ △ 教養科目と外国語科目を併せて２０単位以上

□ フランス語Ⅲ 演 1 ○ 必修。ただし、小学校教員養成コースは、教養

□ フランス語Ⅳ 演 1 ○ 科目と外国語科目と専門基礎科目を併せて

□ フランス語Ⅴ 演 1 ○ ２０単位以上必修。

□ フランス語Ⅵ 演 1 ○

□ フランス語Ⅶ 演 1 ○ △ 「フランス語」及び「ドイツ語」は各学期に週2回

□ フランス語Ⅷ 演 1 ○ 開講されるのでⅠとⅡ、ⅢとⅣを同一学期に

□ ドイツ語Ⅰ 演 1 ○ 履修すること。

□ ドイツ語Ⅱ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅲ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅳ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅴ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅵ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅶ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅷ 演 1 ○

24

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単

位

卒
業
必
修

履　修　年　次

単

位

卒
業
必
修

履　修　年　次

備考1

備考1 2 3 4

2 3 4

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履 修 年 次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

外国語科目

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法
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健康教育科目　(小学校教員養成コース、特別支援教育コース)　 別表Ⅱ－17

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ スポーツと健康Ⅰ（小教） ※ 1 注 ○

□ スポーツと健康Ⅱ（小教） ※ 1 注 ○

2

【授業の方法】演：演習、無印：講義、※：講義及び実技科目をさす。

注　　小学校教員養成コース、特別支援教育コースの学生はスポーツと健康Ⅰ・Ⅱ（小教）を履修すること。

健康教育科目　(スポーツ教育コース) 別表Ⅱ－18

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ スポーツと健康Ⅰ ※ 1 ○ ○

□ スポーツと健康Ⅱ ※ 1 ○ ○

2

【授業の方法】演：演習、無印：講義、※：講義及び実技科目をさす。

情報活用科目 別表Ⅱ－19

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 情報活用演習(基礎) 演 1 ○ ○ △ 情報活用科目の受講区分は注のとおり

□ 情報活用演習(教職) 演 1 注 ○

□ 情報活用演習(応用) 演 1 ○

□ 情報活用演習(統計) 演 1 ○

□ 情報活用演習(表現) 演 1 ○

5

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

単

位

授
業
の
方
法

2

チ

ェ
ッ
ク
欄

　　　教育職員免許状を取得する学生は、情報活用演習（基礎）・（教職）の両科目とも履修すること。

授　業　科　目

卒
業
必
修

備考1 3 4

注　 情報活用演習（基礎）が必修です。

履　修　年　次

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

3

備考

2
単

位

卒
業
必
修

備考

授
業
の
方
法

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単

位

卒
業
必
修

履　修　年　次

1 2

チ

ェ
ッ
ク
欄

4

3 4

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

履　修　年　次

1
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帰国子女科目 別表Ⅱ－20

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本語Ⅰ 演 1 ○ △ 帰国子女科目は、教養科目又は外国語の単位に

□ 日本語Ⅱ 演 1 ○ 替えることができる。

□ 日本語Ⅲ 演 1 ○

□ 日本語Ⅳ 演 1 ○

□ 日本語Ⅴ 演 1 ○

□ 日本語Ⅵ 演 1 ○

□ 日本の社会と歴史Ⅰ 2 ○

□ 日本の社会と歴史Ⅱ 2 ○

10

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

2

卒
業
必
修

履　修　年　次授
業
の
方
法

単

位
3 4

チ

ェ
ッ
ク
欄

備考授　業　科　目 1
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教育学部 教育学科 小学校教員養成コース 専門教育科目 履修要項

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A類）３０単位以上、専門教育科目（B類）９４単位以上、

計１２４単位以上となります。

② 小学校教員養成コースの専門教育科目（B類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりと

します。

専 門 教 育 科 目（Ｂ類）

必修科目 選択科目 計

71 23 94 

③ 小学校教員養成コースの専門教育科目については、別表Ⅱ－21の卒業必修欄に○印の付いている科

目から 26単位、☆印の付いている科目から 15単位、★印の付いている科目から 20単位、専修科

目の中からいずれか 1専修 10単位の合計 71単位と、別表Ⅱ－21の選択科目及び別表Ⅱ－22～24

に記載されている科目から 23単位以上を履修してください。（同一科目を重複して履修することは

できません）

④ 小学校教諭一種免許状を取得しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加え、小一免欄に

○印のついている科目を選択履修してください。

⑤ 特別支援学校教諭一種免許状を取得しようとする者は、別表Ⅱ－21の卒業必修欄に○印の付いてい

る科目に加え、別表Ⅱ－24 のとおり履修してください。（小学校教諭一種免許状と併せて履修して

ください。卒業所要単位数に選択科目として算入されます。）

⑥ 准学校心理士を取得しようとする者は、教員免許を取得のうえ、申請が必要になります。詳細は、

別途オリエンテーションで説明します。

⑦ 図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関係、日本語教員養

成講座の資格を取得しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加え、別表Ⅷ－1、2、3、4、

5のとおり履修してください。（卒業所要単位数には算入されません）

⑧ 同一授業科目について卒業必修欄、小一免欄に○印が付いている場合は重複して履修する必要はあ

りません。

⑨ 単位を修得（成績表に S・A・B・C）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ履修漏れ

の防止に努めてください。

⑩ 小学校教員養成コースにおいては「介護等体験実習（1 単位）」を修得してください。（教育職員免

許法の特例等に関する法律に基づき、小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、特

別支援学校または社会福祉施設等において、7日間の介護等の体験を行うことが必要です）

�-� �5�4� �-



教育学科　小学校教員養成コース授業科目配当表　（Ｂ類）　　　　　     　　　　　　　　　　　　 　　　　　　別表Ⅱ-21

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 現代教育課題論 2 ○

□ 教育法規概論 2 ○

□ 環境問題入門 2 ○

□ 情報科学入門 2 ○

□ 発達支援場面研究 2 ○

□ ３年次ゼミ 演 2 ○ ○ ○

□ 卒業研究ゼミ 3 ○ ○ ○

□ キャリアデザインⅠ 演 1 ○ ○

□ キャリアデザインⅡ 演 1 ○ ○

□ 教育学特論Ⅰ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 量的研究法入門

□ 教育学特論Ⅱ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 質的研究法入門

□ 教育学特論Ⅲ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 人文系科目の理論と応用

□ 教育学特論Ⅳ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 理数系科目の理論と応用

□ 教育学特論Ⅴ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 小学校等教育実践研究

□ 教育学特論Ⅵ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 学校教育とスポーツ

□ 教育学特論Ⅶ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 教職教養探究(教科を含む）

□ 教育学特論Ⅷ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼小中高の連携と移行支援

□ 初等教科研究・国語（書写を含む） 2 ☆ ○ ● ●

□ 初等教科研究・社会 1 ☆ ○ ○ ○

□ 初等教科研究・算数 2 ☆ ○ ● ●

□ 初等教科研究・理科 1 ☆ ○ ○ ○

□ 初等教科研究・生活 2 ☆ ○ ● ●

□ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ 演 2 ☆ ○ ○ ○ ○ ○

□ 初等教科研究・音楽実技Ⅱ 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 初等教科研究・音楽理論Ⅰ 演 1 ☆ ○ ○

□ 初等教科研究・音楽理論Ⅱ 演 1 ☆ ○ ○

□ 初等教科研究・図画工作Ⅰ 演 1 ☆ ○ ○

□ 初等教科研究・図画工作Ⅱ 演 1 ☆ ○ ○

□ 初等教科研究・家庭 1 ☆ ○ ● ● ○

□ 初等教科研究・体育Ⅰ 演 1 ☆ ○ ○

□ 初等教科研究・体育Ⅱ 演 1 ☆ ○ ○

□ 初等教科研究・外国語 1 ☆ ○ ○

□ 教職入門 2 〇 ○ ● ●

□ 教育原理 2 〇 ○ ● ●

□ 教育心理学 2 〇 ○ ● ●

□ 特別支援教育総論 2 〇 ○ ○

□ 教育社会学 1 〇 ○ ● ●

□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 〇 ○ ● ●

□ 教育課程論 2 〇 ○ ● ●

□ 教育学研究入門 演 2 〇 ○

□ 道徳教育の指導法 2 ★ ○ ● ●

□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ○ ● ●

□ 特別活動の指導法 1 ★ ○ ● ● ○

□ 国語科教育法Ⅰ 演 1 ★ ○ ○

□ 国語科教育法Ⅱ 演 1 ★ ○ ○

□ 社会科教育法 演 2 ★ ○ ○

□ 算数科教育法Ⅰ 演 1 ★ ○ ○

□ 算数科教育法Ⅱ 演 1 ★ ○ ○

□ 理科教育法 演 2 ★ ○ ○

□ 生活科教育法 演 2 ★ ○ ○

□ 音楽科教育法 演 2 ★ ○ ● ●

□ 図画工作科教育法 演 2 ★ ○ ● ●

□ 家庭科教育法 演 2 ★ ○ ● ●

□ 体育科教育法 演 2 ★ ○ ● ●

□ 外国語教育法 演 2 ★ ○ ○

□ 生徒指導(進路指導を含む) 2 〇 ○ ● ●

□ 教育相談 2 〇 ○ ● ●

□ 初等教育実習Ⅰ 実 1 ○ ○ ○ ○ ○

□ 初等教育実習Ⅱ 実 4 ○ ○ ○

□ 教職実践演習（小） 演 2 ○ ○

□ 介護等体験実習 実 1 ○ ○ ○

4
小
一
免

履　修　年　次

備　考1 2 3

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目

コ

ー

ス

選

択

必

修

修

科

目

ピアノ（２年通年）

ピアノ（２年通年）

事前・事後オリエンテ―ション等

1年附属小，3年小学校教育実習

通年

通年

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

単

位

卒
業
必
修
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教育学科　小学校教員養成コース授業科目配当表　（Ｂ類）　　　　　     　　　　　　　　　　　　 　　　　　　別表Ⅱ-21

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

【学校教育実践専修】

□ 現代教育課題解決論 2 ● ● 教育行政特論

□ カリキュラムマネジメント論 2 ● ● ● ●

□ 生徒指導・教育相談演習 演 2 ● ● ● ●

□ 学級経営論 2 ● ● ● ●

□ カリキュラムデザイン演習 演 2 ● ● ● ●

【英語教育専修】

□ 英語教育教材づくり論 2 ● ● ● ●

□ 英語教育評価論 2 ● ● ● ●

□ 異文化・国際理解教育 2 ● ● ● ●

□ ストーリーテリング 2 ● ● ● ●

□ 英語科実践場面演習 2 ● ● ● ●

【国語科専修】

□ 現代文学概論 2 ● ● ● ●

□ 古典文学概論 2 ● ● ● ●

□ 日本語学概論 2 ● ● ● ●

□ 日本語表現概論 2 ○

□ 国語科実践場面演習 2 ○

【社会科専修】

□ 地理学 2 ● ● ● ●

□ 歴史学 2 ● ● ● ●

□ 政治学 2 ● ● ● ●

□ 社会学 2 ● ● ● ●

□ 社会科実践場面演習 2 ● ● ● ●

【算数・数学科専修】

□ 初等代数学 2 ● ● ● ●

□ 初等幾何学 2 ● ● ● ●

□ 初等解析学 2 ● ● ● ●

□ 基礎確率・統計 2 ○

□ 算数科実践場面演習 2 10 ○

【理科専修】

□ エネルギー 2 ● ● ● ●

□ 粒子 2 ● ● ● ●

□ 生命 2 ● ● ● ●

□ 地球 2 ● ● ● ●

□ 理科実践場面演習 2 ● ● ● ●

【音楽科専修】

□ ソルフェージュ 演 2 ● ● ● ● ◎

□ 歌唱法基礎演習 演 2 ● ● ● ● ◎

□ 合奏 演 2 ● ● ● ● ◎

□ 音楽科教育内容研究 2 ● ● ● ●

□ 音楽科実践場面演習 2 ● ● ● ●

【図画工作・美術科専修】

□ 絵画 2 ● ● ● ●

□ デザイン 演 2 ● ● ● ● ◎

□ 彫刻 演 2 ● ● ● ● ◎

□ 工芸 演 2 ● ● ● ● ◎

□ 図画工作科・美術科実践場面演習 2 ● ● ● ●

【体育科専修】

□ スポーツ基礎理論 2 ● ● ● ●

□ 学校保健 2 ● ● ● ●

□ 運動生理学 2 ● ● ● ●

□ 体育原理 2 ● ● ● ●

□ 体育科実践場面演習 2 ● ● ● ●

【道徳科専修】

□ 道徳教育原論 2 ● ● ● ●

□ 道徳教育思想史 2 ● ● ● ●

□ 道徳教育方法学Ⅰ（教材開発演習） 2 ● ● ● ●

□ 道徳教育方法学Ⅱ（指導方法演習） 2 ● ● ● ●

□ 道徳科実践場面演習（道徳科教育学） 2 ● ● ● ●

　計 71 68

【授業の方法】　演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。又、備考欄○印の科目は、講義15コマで１単位とする。
     備考欄◎印の科目は、演習15コマで2単位とする。

【履修年次】   履修年次の○印は開講時期をさす。また●印の付された授業科目は、春学期または秋学期
 いずれかに配当される。諸事情により開講時期が変更する場合があるので時間割を特に確認すること。

備　考1 2 3 4

履　修　年　次小
一
免

コ

ー

ス

必

修

科

目

1
専
修

単
位
必
修

授

業

の

方

法

単

位

卒
業
必
修
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ェ
ッ
ク
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授　業　科　目
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英語Ⅶ 英語Ⅷ

春学期 ３年生 秋学期

学校教育実践専修

聖徳教育Ⅰ（シリーズコンサート・文化講演会・アセンブリアワー）

春学期 １年生 秋学期 春学期 ２年生 秋学期 春学期 ４年生 秋学期

令和6年度 聖徳大学 教育学部 教育学科 小学校教員養成コース

現場実践力を
養う

事前・事後指導 小学校教育実習 教職実践演習

魅力ある
授業づくり
と学級経営
力を身に付
ける

学びの基礎力を
身に付ける

人間性を高める

現代教育課題論 教育法規概論

音楽科専修

初等教科研究 音楽実技Ⅰ

初等教育研究・音楽理論Ⅰ

初等教育研究・音楽理論Ⅱ

音楽科教育法

子どもを理解しよう
小学校教育の基礎を学ぶ

実践力を身につけよう
教育実習で力を伸ばす

授業力のある教師になろう
得意分野を学び将来に活かす

指導法を理解しよう
教材研究や指導法を深く学ぶ

子
ど
も
や
保
護
者
に
信
頼
さ
れ
問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
た
実
践
力
の
あ
る
先
生
に
な
ろ
う

聖徳教育Ⅱ（志賀高原）聖徳教育Ⅱ（FC）

聖徳教育Ⅲ
SEITOKU Academic LiteracyⅢ

小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ

日本国憲法（D類）

スポーツと健康Ⅰ（小教） スポーツと健康Ⅱ（小教）

情報活用演習（基礎） 情報活用演習（教職）

卒業研究ゼミ3年次ゼミ

教育原理

目標
内容

教養科目（A類 B類 C類）

聖徳教育Ⅱ（海外研修）

事前・事後指導 附属小学校観察実習 介護体験実習

事前・事後指導 中高教育実習（選択履修）

国語科専修

初等教科研究・国語(書写を含む)

国語科実践場面演習 日本語表現概論 現代文学概論 古典文学概論 日本語学概論

国語科教育法Ⅰ 国語科教育法Ⅱ

算数・数学科専修

初等教科研究・算数

算数科教育法Ⅰ 算数科教育法Ⅱ

算数科実践場面演習 基礎確率・統計 初等代数学 初等幾何学 初等解析学

教職入門 教育課程論

特別支援教育総論

教育社会学
教育方法・情報通信技術活用論

教育相談教育心理学

理科専修

初等教科研究・理科

理科教育法

初等教科研究・生活 生活科教育法

社会科専修

初等教科研究・社会 社会科教育法

英語教育専修

図画工作・美術科専修

初等教科研究・図画工作Ⅰ 初等教科研究・図画工作Ⅱ

図画工作科教育法

体育科専修

初等教科研究・体育Ⅰ 初等教科研究・体育Ⅱ

体育科教育法

家庭科教育法

初等教科研究・家庭

特別活動の指導法

基礎数学 基礎科学

カリキュラムマップ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ

総合的な学習の時間の指導法

外国語教育法

初等教科研究・外国語

道徳教育の指導法

聖徳教育Ⅲ
SEITOKU Academic LiteracyⅠ 聖徳教育Ⅲ

SEITOKU Academic LiteracyⅡ

現代教育課題解決論 カリキュラムマネジメント論 生徒指導・教育相談演習 学級経営論 カリキュラムデザイン演習

英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ 英語Ⅴ 英語Ⅵ

教育学特論Ⅰ Ⅷ

環境問題入門 情報科学入門

発達支援場面演習

教育学研究入門 道徳科専修

地理学 歴史学 政治学 社会学 社会科実践場面演習

エネギー 粒子 生命ル 地球 理科実践場面演習

ソルフェージュ 歌唱法基礎演習 合奏 音楽科教育内容研究 音楽科実践場面演習

絵画 デザイン 彫刻 工芸 図画工作・美術科実践場面演習

スポーツ基礎理論 学校保健 運動生理学 体育原理 体育科実践場面演習

英語教育教材づくり論 英語教育評価論 異文化・国際理解教育 ストーリーテリング 英語科実践場面演習

道徳教育原論 道徳教育思想史 道徳教育方法学Ⅰ・Ⅱ 道徳科実践場面演習
教育学の基礎
を探究する

子どもの心身の
発達を学ぶ

各
コ
ー
ス
の
専
門
力
・
実
践
力
を
身
に
付
け
る

生徒指導（進路指導を含む）

初等教科研究 音楽実技Ⅱ
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令和6年度 聖徳大学 教育学部 教育学科 小学校教員養成コース

卒業認定・学位授与の
方針に掲げる学習成果

春学期 ３年生 秋学期春学期 １年生 秋学期 春学期 ２年生 秋学期 春学期 ４年生 秋学期

現場実践力
を養う

魅力ある
授業づく
りと
学級経営
の力を
身につけ
る

学びの基礎力を
身に付ける

人間性を高める

子どもを理解しよう
小学校教育の基礎を学ぶ

実践力を身につけよう
教育実習で力を試す

授業力のある教師になろう
得意分野を学び将来に活かす

指導法を理解しよう
教材研究や指導法を深く学ぶ

子
ど
も
や
保
護
者
に
信
頼
さ
れ
問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
た
実
践
力
の
あ
る
先
生
に
な
ろ
う

目標
内容

子どもの発達段階や小学校教育の概要
を理解することができる。
附属小観察実習を通して、教師の仕事
や子どもとのかかわり方を学ぶ。

介護等体験を通して子どもや保護者等
とのかかわり方を理解することができ
る。

指導方法や指導技術を駆使して教科指
導や学級経営の力を身につけている。
外部小学校実習を通し、授業実践力を
高めることができる。

学級集団づくりの方法や保護者・地域
住民との関係について理解を深め、適
切に対応する力を身に付けている。

【DP1】
小学校教育に関する知識･

技能を体系的に学習し，理論
と実践を結びつけ，様々な教
育課題を主体的に解決し，現
場実践力を発揮することがで
きる。

学習指導要領の位置づけや基準性、各
教科等の目標・内容等について理解し
ている。
ICT機器の活用の基礎を身につけてい
る。

教材研究・教材解釈の意義を理解し、
指導方法等を工夫した授業づくりをす
ることができる。
ICT機器を各教科等の授業で活用する
基本を身につけている。

児童理解力を高めながら個性の伸
長を図る指導方法等を工夫した授
業づくりを身につけている。

指導方法や指導内容等についてよ
り専門性を高め、現場実践力を身
につけている。

【DP2】
子どもの心身の発達に関す
る科学的洞察力を修得し，グ
ローバルかつローカルな視点
をもって，複雑多様な課題に
主体的に，かつ協働して取り
組むことができる。

【DP3】
多様性を有する集団の中で
リーダーシップを発揮する力
を修得し，思いやりと協調性
をもって多様な他者との信頼
関係を築くことができる。

教員や社会人に求められる常識を
身につけている。

基礎的な学力を身につけるととも
に、多方面に興味・関心を広げ、
幅広い教養を身につけている。

海外に通用する語学力と国際感覚
を形成するとともに、教育指導に
活用する力を身につけている。

語学力とICTを教育指導に活用す
る能力を高め、様々な場面で効果
的に活用することができる。

子どもや多様な人々に対する深い愛情
をもち、建学の精神に基づく行動がで
きる。

礼法を通じて品格ある立ち居振る舞い
身に付けるとともに、子ども一人一人
の実態や状況を把握し、良さや可能性
を引き出し伸ばすことができる力を身
につけることができる。

海外の教育や文化に直接触れながら、
教師や社会人としての教養や人間性を
高めている。

様々な芸術や文化に積極的に触れるこ
とを通して教師や社会人としての教養
や人間性を高めている。

Learning Outcomes （学びで得られる成果）

教育学の基礎
を探究する

子どもの心身
の発達を学ぶ

各
コ
ー
ス
の
専
門
力
・
実
践
力
を

身
に
付
け
る

教育学・教育原理・現代教育課題の基
礎的な知識を身につけている。

教育課程・教育社会学・教育方法・教
育法規の基礎的な知識を身につけてい
る。

環境問題・情報科学の基礎的な知識
を身につけている。

教育学の学びを生かし、多様な教育課
題について学び続けることができる。

特別支援教育の基礎的な知識を身につ
けている。

教育心理学の基礎的な知識を身につけ
ている。

教育相談やカウンセリングの基礎的な
知識を身につけている。

個々の子どもの発達や場の状況に応じ
た支援を行うことができる。

学級経営の基礎・基本について理解す
ることができる。

望ましい学級経営をするために効
果的な方法について理解すること
ができる。

様々な学級経営上の問題への対応
力を身につけている。

どの子どもも安心して楽しく過ご
すことができる学級経営を実践す
る力を身につけている。
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ 基礎科学 SEITOKU Academic Literacy Ⅲ

英語Ⅰ 教養科目 英語Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
スポーツと健康Ⅰ（小教） 教養科目 英語Ⅳ
情報活用演習（基礎） 教養科目

日本国憲法
基礎数学
英語Ⅱ

スポーツと健康Ⅱ（小教）
情報活用演習（教職）

科目数 4 9 2 3
キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ

科目数 1 1
初等教科研究・音楽理論Ⅰ 初等教科研究・音楽理論Ⅱ 初等教科研究・図画工作Ⅰ 初等教科研究・図画工作Ⅱ
初等教科研究・音楽実技Ⅰ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ
初等教科研究・国語（書写を含む） 初等教科研究・理科 初等教科研究・体育Ⅰ 初等教科研究・体育Ⅱ
初等教科研究・算数 教職入門 初等教科研究・社会 初等教科研究・外国語

教育原理 教育学研究入門 初等教科研究・家庭 教育社会学
特別支援教育総論 教育方法・情報通信技術活用論 教育心理学

教育課程論 国語科教育法Ⅱ
道徳教育の指導法 社会科教育法
国語科教育法Ⅰ 算数科教育法Ⅱ
算数科教育法Ⅰ 音楽科教育法
理科教育法 国語科実践場面演習

生徒指導（進路指導を含む）

科目数 6 5 12 11
現代教育課題論 障害者教育論 教育法規概論

知的障害者の心理 知的障害者の生理・病理
知的障害者の教育 聴覚障害者の教育
視覚障害者の教育 聴覚障害者の心理･生理･病理

視覚障害者の心理･生理･病理 発達障害者の教育
発達障害者の心理・生理･病理

科目数 1 5 6
実
習

附属小学校観察実習 介護体験実習(春・秋どちらか) 介護体験実習(春・秋どちらか)

科目数 11 15 20 20

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 1 1 1 1
３年次ゼミ ３年次ゼミ 卒業研究ゼミ 卒業研究ゼミ

科目数 1 1 1 1
初等教科研究・生活 特別活動の指導法 古典文学概論 教職実践演習（小）
図画工作科教育法 生活科教育法 日本語学概論
家庭科教育法 現代文学概論
体育科教育法
教育相談

日本語表現概論
基礎確率・統計

総合的な学習の時間の指導法
外国語教育法

科目数 9 3 1 2
情報科学入門 病弱者の生理・病理

肢体不自由者の心理 病弱者の教育
肢体不自由者の生理・病理 重複障害者の教育

病弱者の心理 重複障害者の心理･生理･病理
肢体不自由者の教育

科目数 5 4
実
習

小学校教育実習 特別支援学校教育実習

科目数 16 9 3 4

選
択
、

特
支
科
目

※　３、４年次に履修する専修制科目の履修方法については、２、３年次のガイダンスで説明します。

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修

科
目

コ
ー

ス
必
修
科
目

３年 ４年

全学
共通
科目

学
科
必
修

科
目

選
択
、

特
支
科
目 教育学特論Ⅰ～Ⅷ

コ
ー

ス
必
修
科
目

教育学特論Ⅰ～Ⅷ

教育学科　免許・資格取得履修モデル
教育学科小学校教員養成コース　　（小学校教諭＋特別支援免許 国語専修　履修モデル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′の数字は１週間割りの授業科目数

１年 ２年
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教育学部 教育学科 特別支援教育コース 専門教育科目 履修要項

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A類）３０単位以上、専門教育科目（B類）９４単位以上、

計１２４単位以上となります。

② 特別支援教育コースの専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりとしま

す。

専 門 教 育 科 目（Ｂ類）

必修科目 選択科目 計

72 22 94 

③ 特別支援教育コースの専門教育科目については、別表Ⅱ－22の卒業必修欄に○印の付いている科目

から 37単位、☆印の付いている科目から 15単位、★印の付いている科目から 20単位、の合計 72

単位と、別表Ⅱ－22の選択科目及び別表Ⅱ－21、23、24に記載されている科目から 22単位以上を

履修してください。（同一科目を重複して履修することはできません）

④ 小学校教諭一種免許状を取得しようとする者は、別表Ⅱ－22のコース必修科目に加えて小一免欄に

○印の付いている科目を履修してください。（卒業所要単位数に選択科目として算入されます）

⑤ 特別支援学校教諭一種免許状を取得しようとする者は、別表Ⅱ－22のとおり履修してください。（小

学校教諭一種免許状と併せて履修してください。卒業所要単位数に選択科目として算入されます。）

⑥ 准学校心理士を取得しようとする者は、教員免許を取得のうえ、申請が必要になります。詳細は、

別途オリエンテーションで説明します。

⑦ 図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関係、日本語教員養

成講座の資格を取得しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加え、別表Ⅷ－1、2、3、4、

5のとおり履修してください。（卒業所要単位数には算入されません）

⑧ 同一授業科目について卒業必修欄、小一免欄に○印が付いている場合は重複して履修する必要はあ

りません。

⑨ 単位を修得（成績表に S・A・B・C）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ履修漏れ

の防止に努めてください。

◎介護等体験実習（介護等の体験）

小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に関する法律に

基づき、特別支援学校または社会福祉施設等において、7日間の介護等の体験を行うことが必要です。

�-� �6�0� �-



教育学科　特別支援教育コース授業科目配当表　（Ｂ類）　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　別表Ⅱ-22

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□現代教育課題論 2 ○

□教育法規概論 2 ○

□環境問題入門 2 ◯

□情報科学入門 2 ◯

□発達支援場面研究 2 ◯

□ ３年次ゼミ 演 2 ○ ○ ○

□卒業研究ゼミ 3 ○ ○ ○

□キャリアデザインⅠ 演 1 ○ ○

□キャリアデザインⅡ 演 1 ○ ○

□ 教育学特論Ⅰ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 量的研究法入門

□ 教育学特論Ⅱ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 質的研究法入門

□ 教育学特論Ⅲ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 人文系科目の理論と応用

□ 教育学特論Ⅳ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 理数系科目の理論と応用

□ 教育学特論Ⅴ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 小学校等教育実践研究

□ 教育学特論Ⅵ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 学校教育とスポーツ

□ 教育学特論Ⅶ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 教職教養探究(教科を含む）

□ 教育学特論Ⅷ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼小中高の連携と移行支援

□初等教科研究・国語（書写を含む） 2 ☆ ○ ● ●

□初等教科研究・社会 1 ☆ ○ ○ ○

□初等教科研究・算数 2 ☆ ○ ● ●

□初等教科研究・理科 1 ☆ ○ ○ ○

□初等教科研究・生活 2 ☆ ○ ● ●

□初等教科研究・音楽実技Ⅰ 演 2 ☆ ○ ○ ○ ○ ○

□初等教科研究・音楽実技Ⅱ 演 2 ○ ○ ○ ○

□初等教科研究・音楽理論Ⅰ 演 1 ☆ ○ ○

□初等教科研究・音楽理論Ⅱ 演 1 ☆ ○ ○

□初等教科研究・図画工作Ⅰ 演 1 ☆ ○ ○

□初等教科研究・図画工作Ⅱ 演 1 ☆ ○ ○

□初等教科研究・家庭 1 ☆ ○ ● ● ○

□初等教科研究・体育Ⅰ 演 1 ☆ ○ ○

□初等教科研究・体育Ⅱ 演 1 ☆ ○ ○

□初等教科研究・外国語 演 1 ☆ ○ ○

□教職入門 2 〇 ○ ● ●

□教育原理 2 〇 ○ ● ●

□教育心理学 2 〇 ○ ● ●

□特別支援教育総論 2 〇 ○ ○

□教育社会学 1 〇 ○ ● ●

□教育方法・情報通信技術活用論 2 〇 ○ ● ●

□教育課程論 2 〇 ○ ● ●

□特別支援教育研究入門 2 〇 ○

□道徳教育の指導法 2 ★ ○ ● ●

□総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ○ ● ●

□特別活動の指導法 1 ★ ○ ● ● ○

□国語科教育法Ⅰ 演 1 ★ ○ ○

□国語科教育法Ⅱ 演 1 ★ ○ ○

□社会科教育法 演 2 ★ ○ ○

□算数科教育法Ⅰ 演 1 ★ ○ ○

□算数科教育法Ⅱ 演 1 ★ ○ ○

□理科教育法 演 2 ★ ○ ○

□生活科教育法 演 2 ★ ○ ○

□音楽科教育法 演 2 ★ ○ ● ●

□図画工作科教育法 演 2 ★ ○ ● ●

□家庭科教育法 演 2 ★ ○ ● ●

□体育科教育法 演 2 ★ ○ ● ●

□外国語教育法 演 2 ★ ○ ○

□生徒指導(進路指導を含む) 2 〇 ○ ● ●

□教育相談 2 〇 ○ ● ●

単

位

学
科
共
通
科
目

学
部
共
通
科
目

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

卒
業
必
修

通年

通年

ピアノ（２年通年）

ピアノ（２年通年）

選
択
必
修
科
目

履　修　年　次

備　考1 2 3 4
小
一
免

特
支
一
免
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教育学科　特別支援教育コース授業科目配当表　（Ｂ類）　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　別表Ⅱ-22

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

単

位

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

卒
業
必
修

履　修　年　次

備　考1 2 3 4
小
一
免

特
支
一
免

□障害者教育論 2 〇 ○ ○

□知的障害者の教育 2 〇 ○ ○

□肢体不自由者の教育 2 〇 ○ ○

□病弱者の教育 2 〇 ○ ○

□発達障害者の教育 1 〇 ○ ○

□インクルーシブ教育論 2 〇 ● ●

□視覚障害者の教育 1 ○ ◯

□視覚障害者の心理・生理･病理 1 ◯ ◯

□聴覚障害者の教育 1 ○ ◯

□聴覚障害者の心理・生理･病理 1 ◯ ◯

□発達障害者の心理・生理･病理 1 ◯ ○

□重複障害者の教育 1 ○ ◯

□重複障害者の心理・生理･病理 1 ◯ ◯

□知的障害者の心理 2 ○ ○

□知的障害者の生理・病理 2 ○ ○

□肢体不自由者の心理 2 ○ ○

□肢体不自由者の生理・病理 2 ○ ○

□病弱者の心理 2 ○ ○

□病弱者の生理・病理 2 ○ ○

□特別支援学校教育実習 実 3 ○ ○ ○ ○ ○ 事前事後指導を含む

□脳科学・遺伝学からみた特別支援教育 2 ◯

□特別支援教育教材・教具制作演習 1 ◯

□教職実践演習（小） 演 2 ○ ○

□初等教育実習Ⅰ 実 1 ○ ○ ○ ○ ○

□初等教育実習Ⅱ 実 4 ○ ○ ○

□介護等体験実習 実 1 ○ ● ●

□現代教育課題解決論 2 ● ● 教育行政特論

□日本語表現概論 2 ○

□国語科実践場面演習 2 ○ 小免取得希望者は

□基礎確率・統計 2 ○ 履修することが望ましい

□算数科実践場面演習 2 ○

　計 72 68 31

【授業の方法】　演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。又、備考欄○印の科目は、講義15コマで１単位とする。
【履修年次】  履修年次の○印は開講時期をさす。また●印の付された授業科目は、春学期または秋学期

 いずれかに配当される。諸事情により開講時期が変更する場合があるので時間割を特に確認すること。

特
別
支
援
教
育
科
目
群

コ
ー
ス
必
修
科
目

事前・事後オリエンテ―ション等

1年附属小，3年小学校教育実習
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事前・事後指導事前・事後指導

春学期 ３年生 秋学期春学期 １年生 秋学期 春学期 ２年生 秋学期 春学期 ４年生 秋学期

令和6年度 聖徳大学 教育学部 教育学科 特別支援教育コース

小学校教育実習 教職実践演習

子どもを知ろう
幼稚園・小学校教育の基礎を学ぶ

実践力を身につけよう
小学校教育実習で実践力を高める

専門的な実践力を磨こう
特別支援教育に関する専門的な実践力を磨く

障害のある子どもの理解と
専門知識を身につけよう
教材研究や指導法を深く学ぶ

特
別
な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
人
々
と
「
共
に
生
き
る
」
人
を
育
て
る
先
生
に
な
ろ
う

卒業研究ゼミ3年次ゼミ

目標
内容

附属小学校観察実習
介護等体験実習

初等教科研究 音楽実技Ⅰ

初等教育研究・音楽理論Ⅰ

初等教育研究・音楽理論Ⅱ

音楽科教育法

教育原理

初等教科研究・国語(書写を含む) 国語科教育法Ⅰ 国語科教育法Ⅱ

初等教科研究・算数

算数科教育法Ⅰ 算数科教育法Ⅱ

教職入門 教育課程論

特別支援教育総論

教育社会学教育方法・情報通信技術活用論

生徒指導（進路指導を含む）

教育相談教育心理学

初等教科研究・理科

理科教育法

初等教科研究・生活 生活科教育法

初等教科研究・社会 社会科教育法

初等教科研究・図画工作Ⅰ 初等教科研究・図画工作Ⅱ

図画工作科教育法

初等教科研究・体育Ⅰ

初等教科研究・体育Ⅱ

体育科教育法

家庭科教育法

初等教科研究・家庭

道徳教育の指導法

特別活動の指導法

特別支援
教育の専
門性を高
める

発達障害者の教育

知的障害者の心理

知的障害者の教育

視覚障害者の教育 障害者教育論

発達障害者の心理･生理・病理

聴覚障害者の教育

病弱者の心理

肢体不自由者の教育

肢体不自由者の心理

重複障害者の心理・生理・病理

病弱者の教育

重複障害者の教育

事前・事後指導
特別支援学校教育実習

カリキュラムマップ

インクルーシブ教育論

総合的な学習の時間の指導法

初等教科研究・外国語

外国語教育法

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ

現代教育課題課題解決論現代教育課題論

教育法規概論 環境問題入門 情報科学入門

発達支援場面演習

教育学特論Ⅰ Ⅷ

視覚障害者の心理・生理・病理 聴覚障害者の心理・生理・病理

特別支援教育研究入門 知的障害者の生理・病理

肢体不自由者の生理・病理

病弱者の生理・病理

特別支援教育教材・教具制作演習

脳科学からみた特別支援教育

現場実践力を
養う

教育学の基礎
を探究する

各
コ
ー
ス
の
専
門
力
・
実
践
力
を
身
に
付
け
る

魅力ある
授業づくり
と学級経営
力を身に付
ける

初等教科研究 音楽実技Ⅱ

子どもの心身
の発達を学ぶ

学びの基礎力を
身に付ける

人間性を高める

英語Ⅰ

聖徳教育Ⅰ（シリーズコンサート・文化講演会・アセンブリアワー）
聖徳教育Ⅱ（FC）

聖徳教育Ⅲ
SEITOKU Academic LiteracyⅠ

日本国憲法（D類）

スポーツと健康Ⅰ（小教）

情報活用演習（基礎）

英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ 英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

スポーツと健康Ⅱ（小教）

情報活用演習（教職）

教養科目（A類 B類 C類）

聖徳教育Ⅱ（志賀高原）

聖徳教育Ⅲ
SEITOKU Academic LiteracyⅡ

小笠原流礼法基礎講座

聖徳教育Ⅲ
SEITOKU Academic LiteracyⅢ

聖徳教育Ⅱ（海外研修）
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令和6年度 聖徳大学 教育学部 教育学科 特別支援教育コース

卒業認定・学位授与の
方針に掲げる学習成果

春学期 ３年生 秋学期春学期 １年生 秋学期 春学期 ２年生 秋学期 春学期 ４年生 秋学期

子どもを知ろう
小学校教育の基礎を学ぶ

実践力を身につけよう
理論と実践を結びつける

専門的な実践力を磨こう
特別支援教育に関する専門的な
実践力を磨き将来に活かす

障害のある子どもの理解と
専門知識を身につけよう
教材研究や指導法を深く学ぶ

目標
内容

子どもの発達段階や小学校教育の
概要を理解することができる。

介護等体験を通して障害のある人
や高齢者への理解を深めるととも
にかかわり方を理解することがで
きる。

指導方法や指導技術を駆使して教
科指導や学級経営の力を身につけ
ている。

子どもの実態を的確に把握し個々
の発達や障害の状態等に応じた授
業を進める力を身につけている。

【DP1】
小学校挙育及び特別支援
教育に関する知識・技能を
体系的に学習し、理論と実
践を結び付け、様々な教育
課題を主体的に解決し，現
場実践力を発揮することが
できる。

学習指導要領の位置づけや基準性、
各教科等の目標・内容等について
理解している。

教材研究・教材解釈の意義を理解
し、指導方法等を工夫した授業づ
くりをすることができる。

児童理解力を高めながら個性の伸
長を図る指導方法等を工夫した授
業づくりができる。

指導方法や指導内容等についてよ
り専門性を高め，現場実践力を身
につけている。

【DP2】
子どもの心身の発達に関す
る科学的洞察力を修得し，グ
ローバルかつローカルな視点
をもって，複雑多様な課題に
主体的かつ協働して取り組む
ことができる。

【DP3】
多様性を有する集団の中で
リーダーシップを発揮する力
を修得し，思いやりと協調性
をもって多様な他者との信頼
関係を築くことができる。

教員や社会人に求められる常識を
身につけている。

基礎的な学力を身につけるとともに、
多方面に興味・関心を広げ、幅広い教
養を身につけている。

海外に通用する語学力と国際感覚を形
成するとともに、教育指導に活用する
力を身につけている。

語学力とICTを教育指導に活用する能
力を高め、様々な場面で効果的に活用
することができる。

子どもや多様な人々に対する深い愛情
をもち、建学の精神に基づく行動がで
きる。

礼法を通じて品格ある立ち居振る舞い
身に付けるとともに子ども一人一人の
実態や状況を把握し、よさや可能性を
引き出し延ばすことができる力を身に
つけることができる。

海外の教育や文化に直接触れながら、
教師や社会人としての教養や人間性を
高めている。

様々な芸術や文化に積極的に触れるこ
とを通して教師や社会人としての教養
や人間性を高めている。

特別支援教
育に関する
専門的な知
識技能を身
に付ける

特別支援教育の理念や歩みを理解
するとともに、障害についての専
門知識、指導法の概要を理解して
いる。

障害についての専門知識を深め、
指導計画や学習指導案の作成に生
かすことができる。

インクルーシブ教育の考え方とそ
の実際について理解し、組織的・
計画的に推進する意義を理解して
いる。

Learning Outcomes （学びで得られる成果）

特
別
な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
人
々
と
「
共
に
生
き
る
」
人
を
育
て
る
先
生
に
な
ろ
う

視覚障害及び聴覚障害についての
専門知識、指導法の概要を理解し
ている。

人間性を高める

学びの基礎力を
身に付ける

各
コ
ー
ス
の
専
門
力
・
実
践
力
を
身
に
付
け
る

現場実践力を
養う

魅力ある
授業づくり
と学級経営
力を身に付
ける

教育学の基礎
を探究する

子どもの心身
の発達を学ぶ

教育学・教育原理・現代教育課題の基
礎的な知識を身につけている。

教育課程・教育社会学・教育方法・教
育法規の基礎的な知識を身につけてい
る。

環境問題・情報科学の基礎的な知識を
身につけている。

教育学の学びを生かし、多様な教育課
題について学び続けることができる。

特別支援教育の基礎的な知識を身につ
けている。

教育心理学の基礎的な知識を身につけ
ている。

教育相談やカウンセリングの基礎的な
知識を身につけている。

個々の子どもの発達や場の状況に応じ
た支援を行うことができる。

学級経営の基礎・基本について理
解することができる。

望ましい学級経営をするために効
果的な方法について理解すること
ができる。

様々な学級経営上の問題への対応
力を身につけている。

どの子どもも安心して楽しく過ご
すことができる学級経営を実践す
る力を身につけている。
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ

教養科目 小笠原流礼法基礎講座
教養科目 教養科目 教養科目
教養科目

日本国憲法 基礎数学 基礎科学
英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ

スポーツと健康Ⅰ（小教） スポーツと健康Ⅱ（小教）
情報活用演習（基礎） 情報活用演習（教職）

科目数 5 8 3 4
キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ

科目数 1 1
初等教科研究・音楽理論Ⅰ 初等教科研究・音楽理論Ⅱ 初等教科研究・図画工作Ⅰ 初等教科研究・図画工作Ⅱ
初等教科研究・音楽実技Ⅰ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ
初等教科研究・国語（書写を含む） 初等教科研究・体育Ⅰ 初等教科研究・体育Ⅱ
初等教科研究・算数 初等教科研究・理科 初等教科研究・社会 教育社会学

教育原理 教職入門 初等教科研究・家庭 教育心理学
特別支援教育総論 特別支援教育研究入門 教育方法・情報通信技術活用論 国語科教育法Ⅱ

教育課程論 社会科教育法
道徳教育の指導法 算数科教育法Ⅱ
国語科教育法Ⅰ 音楽科教育法
算数科教育法Ⅰ 初等教科研究・外国語
理科教育法 発達障害者の教育

生徒指導（進路指導を含む）
障害者教育論

知的障害者の教育
科目数 6 5 14 11

現代教育課題論 聴覚障害者の教育 知的障害者の心理 教育法規概論
視覚障害者の教育 聴覚障害者の心理･生理･病理 知的障害者の生理・病理

視覚障害者の心理･生理･病理 発達障害者の心理・生理･病理

国語科実践場面演習
算数科実践場面演習

科目数 3 2 1 5
実
習

附属小学校観察実習 介護等体験実習(春・秋どちらか) 介護等体験実習(春・秋どちらか)

科目数 14 16 19 20

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 1 1 1 1
３年次ゼミ ３年次ゼミ 卒業研究ゼミ 卒業研究ゼミ

科目数 1 1 1 1
初等教科研究・生活 特別活動の指導法 インクルーシブ教育論 教職実践演習（小）
図画工作科教育法 生活科教育法
家庭科教育法 病弱者の教育
体育科教育法
教育相談

外国語教育法
総合的な学習の時間の指導法
肢体不自由者の教育

科目数 8 3 1 1
情報科学入門 病弱者の生理・病理 脳科学･遺伝学からみた特別支援教育 発達支援場面研究

肢体不自由者の心理 重複障害者の教育
肢体不自由者の生理・病理 重複障害者の心理･生理･病理

病弱者の心理 特別支援教育教材・教具制作演習

科目数 4 4 1 1
実
習

小学校教育実習 特別支援学校教育実習

科目数 14 9 4 4

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目

コ
ー

ス
必
修
科
目

３年 ４年

全学
共通
科目

学
科
必
修

科
目

教育学特論Ⅰ～Ⅷ

コ
ー

ス
必
修
科
目

選
択
、

特
支
科
目

選
択
、

特
支
科
目 教育学特論Ⅰ～Ⅷ

教育学科　免許・資格取得履修モデル
教育学科特別支援教育コース　　（小学校教諭＋特別支援免許　履修モデル）

′の数字は１週間割りの授業科目数

１年 ２年
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教育学部 教育学科 スポーツ教育コース 専門教育科目 履修要項

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A類）３０単位以上、専門教育科目（B類）９４単位以上、

計１２４単位以上となります。

② スポーツ教育コースの専門教育科目（Ｂ類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりとしま

す。

専 門 教 育 科 目（Ｂ類）

必修科目 選択科目 計

45 49 94 

③ スポーツ教育コースの専門教育科目については別表Ⅱ－23の卒業必修欄に○印の付いている科目41単位

及び※印の付いている科目から4単位以上の合計45単位と、別表Ⅱ－23の選択科目及び別表Ⅱ－21、22、

24 に記載されている科目から 49 単位以上を履修してください。（同一科目を重複して履修することはで

きません）

④ 小学校教諭一種免許状を取得しようとする者は、別表Ⅱ－23のコース必修科目に加えて小一免欄に

○印の付いている科目を履修してください。（卒業所要単位数に選択科目として算入されます）

⑤ 特別支援学校教諭一種免許状を取得しようとする者は、別表Ⅱ－23のコース必修科目に加えて、別

表Ⅱ－24 のとおり履修してください。（小学校教諭一種免許状と併せて履修してください。卒業所

要単位数に選択科目として算入されます。）

⑥ 准学校心理士を取得しようとする者は、教員免許を取得のうえ、申請が必要になります。詳細は、

別途オリエンテーションで説明します。

⑦ 図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関係、日本語教員養

成講座の資格を取得しようとする者は、③による卒業要件科目の履修に加えて別表Ⅷ－1、2、3、4、

5のとおり履修してください。（卒業所要単位数には算入されません）

⑧ 同一授業科目について卒業必修欄、小一免欄に○印が付いている場合は重複して履修する必要はあ

りません。

⑨ 単位を修得（成績表に S・A・B・C）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ履修漏れ

の防止に努めてください。

◎介護等体験実習（介護等の体験）

小学校･中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に関する法律に基

づき、特別支援学校または社会福祉施設等において、7日間の介護等の体験を行うことが必要です。
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教育学科　スポーツ教育コース授業科目配当表　（Ｂ類）　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　別表Ⅱ-23

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 現代教育課題論 2 ○

□ 教育法規概論 2 ○

□ 環境問題入門 2 ○

□ 情報科学入門 2 ○

□ 発達支援場面研究 2 ○

□ ３年次ゼミ 演 2 ○ ○ ○
□ 卒業研究ゼミ 演 3 ○ ○ ○
□ キャリアデザインⅠ 演 1 ○ ○
□ キャリアデザインⅡ 演 1 ○ ○

□ 教育学特論Ⅰ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 量的研究法入門

□ 教育学特論Ⅱ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 質的研究法入門

□ 教育学特論Ⅲ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 人文系科目の理論と応用

□ 教育学特論Ⅳ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 理数系科目の理論と応用

□ 教育学特論Ⅴ 2 ● ● ● ● ● ● ● ● 小学校等教育実践研究

□ 教育学特論Ⅵ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 学校教育とスポーツ

□ 教育学特論Ⅶ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 教職教養探究(教科を含む）

□ 教育学特論Ⅷ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● 幼小中高の連携と移行支援

□ 体育原理 2 ○ ○ ○
□ 生涯スポーツ論 2 ○ ○ ○
□ 子どもの発育発達論と運動論 演 2 ○ ○ ○
□ スポーツコーチング論 2 ○ ○ ○ ○
□ スポーツ基礎理論 演 2 ○ ○ ○
□ スポーツ栄養学 2 ○ ○ ○ ○
□ 衛生学・公衆衛生学 2 ○ ○
□ 運動生理学 2 ○ ○ ○ ○ 　
□ スポーツバイオメカニクス 2 ○ ○ ○
□ スポーツ心理学 2 ○ ○ ○ ○
□ 運動処方論 演 2 ○ ○ ○ ○
□ スポーツトレーニング 実 1 ○ ○ ○ ○
□ スポーツ医学 演 2 ○ ○ ○ ○
□ スポーツ現場実習Ⅰ 演 2 ○ ○ ○
□ スポーツ実技Ⅰ～1（表現・ダンス） 実 1 ○ ○
□ スポーツ社会学 2 ○ ○
□ 学校保健 2 ○ ○
□ 体育科実践場面演習 演 2 ○ ○
□ スポーツ実技Ⅱ～1（陸上運動） 実 1 ※1 ○ ○
□ スポーツ実技Ⅲ～1（体操・器械運動） 実 1 ※1 ○ ○
□ スポーツ実技Ⅳ～1（水泳） 実 1 ※1 ○ ○
□ スポーツ実技Ⅴ～1-1（球技）ネット型 実 1 ※1 ○ ○
□ スポーツ実技Ⅴ～1-2（球技）ゴール型 実 1 ※1 ○
□ スポーツ実技Ⅵ～1（エアロビック・エクササイズ） 実 1 ※1 ○ ○
□ スポーツ実技Ⅶ（体つくり運動） 実 1 ※1 ○
□ レクリエーション実習Ⅰ（夏季野外スポーツ） 実 1 ※１ ※2 ※3 ○ 　
□ レクリエーション実習Ⅱ（冬季野外スポーツ） 実 1 ※１ ※2 ※3 ○
□ スポーツ解剖学 2 ○
□ スポーツ経営学 2 ○ 　
□ アダプテッドスポーツ論 2 ○ ○
□ オリンピック・パラリンピック概論 2 ○ 　
□ レクリエーション概論 2 ○ ○
□ レクリエーション基礎演習 実 1 ○ ○
□ レクリエーション事業参加 1 ○
□ スポーツ現場実習Ⅱ 演 2 ○ ※4
□ 武道 実 1 ○
□ スポーツ実技Ⅰ～2（表現・ダンス） 実 1 ○
□ スポーツ実技Ⅱ～2（陸上運動） 実 1 ○ ※4
□ スポーツ実技Ⅲ～2（体操・器械運動） 実 1 ○ ※4
□ スポーツ実技Ⅳ～2（水泳） 実 1 ○ ※4
□ スポーツ実技Ⅴ～2（球技）ベースボール型 実 1 ○ ※4
□ スポーツ実技Ⅵ～2（エアロビック・エクササイズ） 実 1 ○ 　 　 ※4
□ スポーツ実技Ⅷ（ヨガ・ピラティス） 実 1 ○
□ スポーツ実技Ⅸ（レクリエーションスポーツ） 実 1 ○ ○
□ スポーツ実技Ⅹ（ゴルフ） 実 1 　 ○
□ 野外活動実習Ⅰ（アクアティックスポーツ） 実 1 ○
□ 野外活動実習Ⅱ（スクーバダイビング） 実 1 ○

P
S
指

レ
ク

キ

ャ
ン
プ

小
一
免

履修年次

備　考1年 2年 3年 4年

学
部
共
通
科
目

コ

ー

ス

共

通

科

目

※4印を付された科目は、
それぞれ「１」の履修が必須

コ

ー

ス

選

択

科

目

J
S
指

学
科
共
通
科
目

選
択
必
修
科
目

※1より４科目以上選択必修

※2、※3印を付された科目をど
ちらか1科目履修。

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

単

位

卒
業
必
修

（含：アダプテッドスポーツ）

健
運
指
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教育学科　スポーツ教育コース授業科目配当表　（Ｂ類）　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　別表Ⅱ-23

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 初等教科研究・国語（書写を含む） 2 ○ ● ●
□ 初等教科研究・社会 1 ○ ○
□ 初等教科研究・算数 2 ○ ● ●
□ 初等教科研究・理科 1 ○ ○
□ 初等教科研究・生活 2 ○ ● ●
□ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ 演 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 初等教科研究・音楽実技Ⅱ 演 2 ○ ○ ○ ○
□ 初等教科研究・音楽理論Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 初等教科研究・音楽理論Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 初等教科研究・図画工作Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 初等教科研究・図画工作Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 初等教科研究・家庭 1 ○ ● ●
□ 初等教科研究・体育Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 初等教科研究・体育Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 初等教科研究・外国語 1 ○ ○
□ 教職入門 2 ○ ● ●
□ 教育原理 2 ○ ● ●
□ 教育心理学 2 ○ ● ●
□ 教育社会学 1 ○ ● ●
□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 ○ ● ●
□ 特別支援教育総論 2 ○ ○
□ 教育課程論 2 ○ ● ●
□ 道徳教育の指導法 2 ○ ● ●
□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ○ ● ●
□ 特別活動の指導法 1 ○ ● ●
□ 国語科教育法Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 国語科教育法Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 社会科教育法 演 2 ○ ○
□ 算数科教育法Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 算数科教育法Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 理科教育法 演 2 ○ ○
□ 生活科教育法 演 2 ○ ○
□ 音楽科教育法 演 2 ○ ● ●
□ 図画工作科教育法 演 2 ○ ● ●
□ 家庭科教育法 演 2 ○ ● ●
□ 体育科教育法 演 2 ○ ● ●
□ 外国語教育法 2 ○ ○
□ 生徒指導(進路指導を含む) 2 ○ ● ●
□ 教育相談 2 ○ ● ●
□ 初等教育実習Ⅰ 実 1 ○ ○ ○ ○ ○
□ 初等教育実習Ⅱ 実 4 ○ ● ● ○
□ 教職実践演習（小） 演 2 ○ ○
□ 介護等体験実習 実 1 ○ ○ ○

　計 45 68

【授業の方法】　演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。

【履修年次】　   履修年次の○印は開講時期をさす。また●印の付された授業科目は、春学期または秋学期いずれかに
 配当される。 諸事情により開講時期が変更する場合があるので時間割を特に確認すること。

【資格名称】
ＪＳ指：ジュニアスポーツ指導員
健運指：健康運動実践指導者
PS指：初級パラスポーツ指導員
レク：レクリエーションインストラクター
ｷｬﾝﾌﾟ：キャンプインストラクター

【小学校一種免許状取得希望者は以下の科目を取得すること】
体育原理、スポーツ基礎理論、運動生理学、体育科実践場面演習、学校保健、スポーツ実技Ⅰ-１

授　業　科　目

授

業

の

方

法

単

位

卒
業
必
修

J
S
指

コ

ー

ス

選

択

科

目

履修年次
備　考1年 2年 3年 4年

健
運
指

P
S
指

レ
ク

キ

ャ
ン
プ

小
一
免

チ

ェ
ッ
ク

欄
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卒業認定・学位授与の
方針に掲げる学習成果

春学期 ３年生 秋学期春学期 １年生 秋学期 春学期 ２年生 秋学期 春学期 ４年生 秋学期

令和6年度 聖徳大学 教育学部 教育学科 スポーツ教育コース

多様なス
ポーツ活
動に対応
できる資
質を高め
る

スポーツとは何かを
理解しよう

スポーツに関する基礎的知識を学ぶ

スポーツ指導の実践力を
高めよう

様々なスポーツ活動を通して
実践力を磨く

社会に貢献できるスポーツ指導者
を目指そう

スポーツ活動の実践力ある指導者として社会貢献
できる将来を考える

スポーツ指導方法を
理解しよう

スポーツ指導方法を深く理解する

目標
内容

子どもの発達段階の理解や実践能力を
高めながら、スポーツ現場実習等を通
して、その指導概要を理解することが
できる。

子どもの発達段階の理解や実践能力を
高めながら、スポーツ現場実習等を通
して、人々とスポーツとのかかわり方
を理解することができる。

スポーツに関する各資格に応じた指導
方法や指導技術を身につけながら、ス
ポーツの果たす社会的貢献を理解する
ことができる。

スポーツに関する各資格に応じた子ど
もや地域の人々との関係について理解
を深め、これまでの理論や実践におけ
る学びを生かすことができる。

【DP3】
一流の文化・芸術・ス
ポーツがもつ普遍性と固
有性を感受し、思いやり
と協調性をもって多様な
他者との信頼関係を築く
ことができる。

スポーツ・健康科学に関する基礎
的理論やこれに基づく実践能力を
高める方法を身につけている。

スポーツ・健康科学に関する基礎
的理論やこれに基づく実践能力を
高める方法を身につけ、実践力を
身につけている。

スポーツ・健康科学に関する基礎
的理論やこれに基づく実践能力を
高める方法を身につけ、他者とス
ポーツの楽しさを共有しようとす
る力を身につけている。

スポーツ・健康科学に関する基礎
的理論やこれに基づく実践能力を
高める方法を身につけ、自己課題
解決と多様なスポーツ活動に対応
する力を身につけている。

【DP1】
スポーツ・健康科学に
関する知識・技能を体系
的に学習し、理論と実践
を結びつけて主体的に課
題を解決し、現場実践力
を発揮することができる。

【DP2】
子どもの心身の発達に
関する科学的洞察力を修
得し、グローバルかつ
ローカルな視点をもって、
複雑多様な課題に、主体
的に、かつ協働して取り
組むことができる。教員や社会人に求められる基

本的な常識を身につけている。
基礎的な学力を身につけるととも
に、多方面に興味・関心を広げ、
幅広い教養を身につけている。

海外に通用する語学力と国際感覚
を形成するとともに、教育指導に
活用する力を身につけている。

語学力やICTを教育指導に活用す
る能力を高め、様々な場面で効果
的に活用することができる。

子どもや多様な人々に対する深い
愛情をもち、建学の精神に基づく
行動ができる。

礼法を通じて品格ある立ち居振る舞
い身に付けるとともに、子ども一人一
人の実態や状況を把握し、よさや可能性を
引き出し延ばすことができる力を身につけ
ることができる。

海外の文化に直接触れながら、国際的
な視野を持ち、教師や社会人としての
教養や人間性を高めている。

様々な芸術や文化に積極的に触れるこ
とを通して教師や社会人としての教養
や人間性を高めている。

Learning Outcomes （学びで得られる成果）

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
方
法
を
深
く
学
び
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
指
導
者
に
な
ろ
う

人間性を高める

学びの基礎力を
身に付ける

教育学の基礎
を探究する

各
コ
ー
ス
の
専
門
力
・
実
践
力
を
身
に
付
け
る

現場実践力を
養う

教育学・教育原理・現代教育
課題の基礎的な知識を身につ
けている。

環境問題・情報科学の基礎的
な知識を身につけている。

教育学の学びを生かし、多
様な教育課題について学び
続けることができる。

教育課程・教育社会学・教育方
法・教育法規の基礎的な知識を身
につけている。
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ 教養科目 SEITOKU Academic Literacy Ⅲ

日本国憲法 教養科目 教養科目 小笠原流礼法基礎講座
英語Ⅰ 教養科目 英語Ⅲ 英語Ⅳ

スポーツと健康Ⅰ 教養科目 フランス語Ⅲ
情報活用演習（基礎） 英語Ⅱ フランス語Ⅳ

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

スポーツと健康Ⅱ
情報活用演習（教職）

科目数 5 9 5 3
キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ

科目数 1 1
生涯スポーツ論 体育原理 運動処方論(測定・評価) スポーツ心理学

子どもの発育発達論と運動論 スポーツコーチング論 スポーツ栄養学 スポーツ医学
スポーツ基礎論 運動生理学 スポーツ実技Ⅰ－１(表現・ダンス)

スポーツ現場実習１
※スポーツ実技Ⅱ－１(陸上運動) スポーツトレーニング
※スポーツ実技Ⅳ－１(水泳) ※スポーツ実技Ⅲ－Ⅰ(器械運動) ※スポーツ実技Ⅵ－１(エアロビ･エクササイズ) ※レクリエーション実習Ⅱ(冬季野外実習)

※スポーツ実技Ⅴ－１(球技)ネット型 ※スポーツ実技Ⅴ－１(球技)ゴール型 ※レクリエーション実習Ⅰ(夏季野外実習)

科目数 3 5 3 2
現代教育課題論 教育法規概論

科目数 1 1
初等教科研究・音楽理論Ⅰ 初等教科研究・音楽理論Ⅱ 初等教科研究・図画工作Ⅰ 初等教科研究・図画工作Ⅱ
初等教科研究・音楽実技Ⅰ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ 初等教科研究・音楽実技Ⅰ
初等教科研究・国語（書写を含む） 初等教科研究・理科 初等教科研究・体育Ⅰ 初等教科研究・体育Ⅱ

教育原理 初等教科研究・算数 初等教科研究・社会 初等教科研究・外国語
教職入門 初等教科研究・家庭 国語科教育法Ⅱ

国語科教育法Ⅰ 算数科教育法Ⅱ
算数科教育法Ⅰ 社会科教育法
理科教育法 音楽科教育法
教育課程論 教育心理学

生徒指導（進路指導を含む） 教育社会学
教育方法・情報通信技術活用論

道徳教育の指導法
科目数 4 5 10 12
実
習

附属小学校観察実習(春・秋どちらか)
介護等体験実習(春・秋どちらか)

附属小学校観察実習(春・秋どちらか)
介護等体験実習(春・秋どちらか)

科目数計 13 20 19 18

春学期 秋学期 春学期 秋学期
全学
共通
科目
科目数

３年次ゼミ ３年次ゼミ 卒業研究ゼミ 卒業研究ゼミ

科目数 1 1 1 1
衛生学・公衆衛生学 学校保健 体育科教育学

スポーツバイオメカニクス 体育科実践場面演習
※スポーツ実技Ⅶ(体つくり運動)

科目数 2 1 2
情報科学入門

科目数 1
初等教科研究・生活 生活科教育法 教職実践演習（小）
体育科教育法 特別活動の指導法

図画工作科教育法
外国語教育法
家庭科教育法
教育相談

総合的な学習の時間の指導法

特別支援教育総論

科目数 8 2 1
実
習

小学校教育実習

科目数計 12 3 2 4

教育学科　免許・資格取得履修モデル
教育学科スポーツ教育コース　（小学校教員免許　履修モデル）

′の数字は１週間割りの授業科目数
１年 ２年

※の付されたスポーツ実技科目から、４科目以上は選択必修となる。
※の付されたスポーツ実技科目で、健康運動実践指導員資格には、陸上運動、水泳、エアロビクスが必修となる。

コ
ー

ス
共
通
科
目

全
学
共
通
科
目

学科
必修
科目

学科
必修

ｺｰｽ
共通
科目

３年

選択
科目 教育学特論Ⅰ～Ⅷ

小
免
科
目

選択
科目

小
免
科
目

４年

教育学特論Ⅰ～Ⅷ
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［特別支援学校教諭一種免許状関係科目］

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

特別支援教育の基礎理論に関する科目

′ 　障害者教育論 2 ○ ○

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目

′ 　知的障害者の心理 2 ○ ○
′ 　知的障害者の生理・病理 2 ○ ○

′ 　肢体不自由者の心理 2 ○ ○
′ 　肢体不自由者の生理・病理 2 ○ ○

′ 　病弱者の心理 2 ○ ○
′ 　病弱者の生理・病理 2 ○ ○
・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目

′ 　知的障害者の教育 2 ○ ○

′ 　肢体不自由者の教育 2 ○ ○
′ 　病弱者の教育 2 ○ ○

′ 　視覚障害者の教育 1 ○ ○

′ 　視覚障害者の心理･生理･病理 1 ○ ○
′ 　聴覚障害者の教育 1 ○ ○

′ 　聴覚障害者の心理･生理･病理 1 ○ ○
′ 　発達障害者の教育 1 ○ ○

′ 　発達障害者の心理･生理･病理 1 ○ ○
′ 　重複障害者の教育 1 ○ ○

′ 　重複障害者の心理･生理･病理 1 ○ ○

′ 　特別支援教育教材･教具制作演習※ 1 ○
　脳科学・遺伝学からみた特別支援教育※　 2 ○
心身に障害のある幼児、児童又は生徒についての教育実習

′ 　特別支援学校教育実習 実 3 ○ ○ ○ ○ ○

計 34

[注]
1.特別支援学校教諭一種免許状を取得しようとする者は、

特支一免欄に○印を付された科目を修得しなければならない。
2.授業の方法欄に演印を付された科目は演習科目、実印を付された科目は実習科目、無印は講義科目。

3.履修年次欄に○印を付された通り履修すること。
4.特別支援学校教諭一種免許状の課程履修は、原則として教育学科の学生のみを対象とする。

5.原則として小学校教諭一種免許状を取得する者を対象とする。

別表Ⅱ－24
チ
ェ
ッ

ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
位

特
支
一
免

履修年次

備考1 2 3 4

左記※印の２科目は、
選択履修することが可
能。ただし、特別支援
学校教諭１種免許状取
得の要件とはならな
い。
【特別支援学校教育実
習について】
実習時期は４年秋学期
となります。実習事
前・事後指導は３年春
学期～４年秋学期まで
の期間で実施します。

特別支援教育領域に関する科目

免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関する科目

・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目
・心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目
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心理・福祉学部 心理学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 心理・福祉学部心理学科は、心理学を基礎から幅広く学び、社会における様々な問題に向

き合い解決に取り組む力をもつ人材を多く輩出してきました。  

現代社会において心理学の知識や技能が求められるフィールドは拡大し続けており、他

者と協働しながら自分自身で考え行動する実践力を備えた人材が求められています。 

このような社会的要請に応えるため、心理・福祉学部心理学科では、豊かな感性と相互扶

助の心を備え、心理学の知識と技能をもって、課題を発見し、解決することのできる女性を

育成し、社会に貢献していきます。 

以上の理念を具現化していくために、以下の四つの教育目標を設けます。 

【教育目標】 

１．広く社会に関心を持ち、自他の文化や価値観を尊重できる豊かな教養を備えた人材を育

成する。 

２．自他を理解し、他者と協調して諸課題の解決に取り組むことができる人間力を備えた人

材を育成する。 

３．心理学の専門的な知識と技能を備え、社会生活における諸課題の解決のために応用でき

る人材を育成する。 

４．心理学の科学的な実証的態度を備え、自分の考えを論理的に他者に提示できる人材を育

成する。 

上記の教育目標に基づき、以下のような学習成果を設定します。 

【学習成果】 

１．豊かな感性を持ち自国以外の文化や価値観も受け入れ理解しながら活躍する素養を身

につけることができる。 

２．社会人としての基礎力を発揮し、自らの知識と技能を社会に還元することができる。 

３．社会生活における諸課題解決のために心理学の知識と技能を応用できる。 

４．心の働きを科学的に検証し、適切な手法で提示することができる。  

上記の学習成果に基づく教育課程において所定の単位を修得した人に学士（心理学）の

学位を授与します。 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

【教育課程編成の方針】 

心理・福祉学部心理学科では、学習成果を体系的に達成するために、全学で共通に展開す

る科目（全学共通科目）を基礎とし、相互に密接に関連しながら専門性の高い実践力を育む

専門基礎科目および専修科目の教育課程を、以下の方針に基づいて編成しています。 
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上記の教育目標に基づき、以下のような学習成果を設定します。 

【学習成果】 

１．確かな人間性を有し福祉・教育の実践者としての資質を兼ね備えている。 

２．社会福祉学の専門的な理論・知識・態度を習得し、個人の尊厳と基本的人権を尊重し

ながら福祉・教育課題を探求し課題解決策を提示することができる。 

３．福祉・教育の実践場面で女性の立場から生活の視点を持ち、個々人の福祉・教育ニー

ズに応じたサービス提供を実践することができる。 

４．他業種間の連携を図り、地域社会づくりや福祉社会づくりなど社会貢献ができる。 

 以上のような学習成果に基づいて編成された教育課程を履修し、修了した人に学士（社

会福祉学）の学位を授与します。 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

【教育課程編成の方針】 

 心理・福祉学部社会福祉学科は、学習成果を体系的に達成するために、全学で共通に展

開する科目（全学共通科目）と、それらを基礎とし相互に密接に関連しながら専門性の高

い実践力を育む専門教育科目の教育課程を編成しています。 
専門教育科目については、以下の方針に基づいて編成しています。 

１．社会福祉分野の基礎となる個人の尊厳と基本的人権の尊重を基本とした専門基礎科目 
群を設定し、福祉・教育の実践に必要な基礎的能力を養成します。 

２．社会福祉分野の専門的知識・技術・態度を高めるための科目群を設定し、現代的課題 
に対応した判断力や課題解決力を育成します。そこで学習した内容をもとに演習科目

や実習科目を配置し、福祉・教育の実践場面で女性の立場から生活の視点を持ち、課

題解決に向けた実践力を育成します。 
３．福祉・教育の課題解決のための科目群を設定し、専門職業人として自立し、卒業後の

各種福祉現場、学校、地域社会で他職種との連携の下、幅広く活躍できる専門性の高

い資質・能力を育成します。 
【教育課程実施の方針】 

心理・福祉学部社会福祉学科では、学生自ら課題を発見し解決するという主体的、創造

的な方法で教育課程を実施します。また、福祉的な問題を科学的に理解するための文献や

データを収集分析し、少人数で討論するなどの演習形式の授業やフィールドワークやイン

タビューを行うなど、問題発見・解決型学習（Problem-Based Learning）を取り入れなが

ら実施します。 
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入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 現代社会の福祉ニーズに対応するための人材育成が急務となっています。心理・福祉学

部社会福祉学科では、それに応えるため個人の尊厳と基本的人権の尊重を基本として「一

人ひとり」を支え、守り、育てる福祉・教育の専門職の養成を目指しています。 

こうした目的を理解し、目的を達成できる資質を持った人を心理・福祉学部社会福祉学

科では求めています。具体的には、次のような入学者を求めています。 

１．主体的に福祉・教育を学習する意欲があり、授業に主体的、創造的、協働的に取り組

むことができる人。 

２．社会福祉の基礎的・基本的な知識・技能を習得しようと考えている人。 

３．現代社会の課題に関心を持ち社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、養護教諭、

保育士など福祉・教育の専門家として社会に貢献する夢を持っている人。 

 

心理・福祉学部社会福祉学科では、多様な受験機会を用意しさまざまな入学試験を行っ

ています。こうした試験においては、本学科での修学に必要な基礎学力、知識、技術、コ

ミュニケーション力、他者と協働する能力などについて、書類審査、学力試験、小論文、

作文、面接などを組み合わせて多面的・総合的に評価します。 
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学習成果の獲得状況を測る手法と時期

卒業時に身に付く学習成果あなたの学習成果の獲得状況を測る
手法と測定時期

他者評価自己評価

心理 福祉学部 社会福祉学科

２．社会福祉学 専門的 理論 
知識 態度 習得  個人 尊厳 
基本的な人権を尊重しながら福祉・
教育課題を探求し課題解決策を提
示することができる。

法学 職業倫理 学 科目の総合GPA 毎学期末

専門的知識 学 科目群GPA

各実習評価票

社会福祉学科学士力   

毎学期末

実習終了後

毎学期末

4．他業種間の連携を図り、地域
社会づくりや福祉社会づくりなど社会
貢献ができる。

実践能力 養 科目群GPA 毎学期末

社会福祉学科GWルーブリック FC 
聖徳教育Ⅰ、Ⅱ前後

卒業時

社会福祉学科学士力 

各実習評価票 実習終了後

毎学期末

３．福祉 教育 実践場面 女性
 立場  生活 視点 持  個々
人の福祉・教育ニーズに応じたサービ
ス提供を実践することができる。

社会福祉学科GWルーブリック

社会福祉学科学士力 

理論 学 技術 身   科目群
GPA

各実習評価票

FT,聖徳教育Ⅰ、Ⅱ前後
卒業時

毎学期末

毎学期末

実習終了後

１．確かな人間性を有し福祉・教
育の実践者としての資質を兼ね備え
ている。人間性 学  基礎 基礎的知識

科目群GPA

社会福祉学科コンピテンシー

各実習評価票

毎学期末

実習終了後

毎学年初 
卒業時

社会福祉学科GWルーブリック FT,聖徳教育Ⅰ、Ⅱ前後
卒業時
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全学共通科目ÿA類Ā
聖徳教育科目 ÿ心理学科Ā 別表Ⅲ－1

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ● ● ● 春学期~��秋学期{開講

□ 聖徳教育a 演 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育b 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育c(SEITOKU Academic Literacy a) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育c(SEITOKU Academic Literacy b) 演 1 ○ ○ ○ ÿ通年履修Ā

□ 聖徳教育c(SEITOKU Academic Literacy c) 演 1 ○ ● ●
7

聖徳教育科目 ÿ社会福祉学科Ā 別表Ⅲ－1

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ● ● ● 春学期~��秋学期{開講

□ 聖徳教育a 演 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育b 演 1 ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育c(SEITOKU Academic Literacy a) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育c(SEITOKU Academic Literacy b) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育c(SEITOKU Academic Literacy c) 演 1 ○ ● ●
7

教養科目 別表Ⅲ－2

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

授0業0科0目

Á

ェ
ッ

¿

欄

授0業0科0目

授

業

~

方

法

単
0
位

卒
業
必
修

履0修0年0次

備考1 2 3 4

聖徳教育~û細{ついv�1学生便覧²
参照y»sx2

計

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2000履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

Á

ェ
ッ

¿

欄

授0業0科0目

授

業

~

方

法

単
0
位

卒

業

必

修

履0修0年0次
備考1 2 3 4

聖徳教育~û細{ついv�1学生便覧²
参照y»sx2

計

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2000履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

Á

ェ
ッ

¿

欄

授

業

~

方

法

単
0
位

卒

業

必

修

履0修0年0次
備考1 2 3 4

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 演 2 ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

A類

自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ芸術領域Ā

自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ看護領域Ā
自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ文化領域bû´ン¿üン·óプĀ

教養科目x別表c-4~外国語科目²
自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ文学領域Ā 併{v20単位以N修得y»sx
自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ歴史領域Ā ÿ外国語�８単位以NĀ2
自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ文化領域aĀ

教養科目�表中~ÿ類1Ā類1ā類各類{¹

B類

自然û社会û科学技術²考え»ÿ自然領域Ā 1科目以N履修w112単位以N²修得y»sx2
自然û社会û科学技術²考え»ÿ科学技術領域Ā
自然û社会û科学技術²考え»ÿ社会領域Ā
自然û社会û科学技術²考え»ÿ環境領域Ā
自然û社会û科学技術²考え»ÿ健康領域Ā 同x科目ÿ領域Ā²重複履修y»sx�

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ D類 2 ● ●

BusinessFieldLinkageプýÀùĀ 別表Ⅲ－3

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 1 ● ● ● ●

□ 2 ● ● ● ●

□ 2 ● ● ● ●

□
□ 2 ● ● ● ●

□ 2 ● ●

□ 2 ● ●

□ 2 ● ● ● ●

□ 2 ● ● ● ●

□ 2 ● ● ●

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2 ● ●

□ 2 ● ● ● ●

□ 2 ● ● ● ●

□ 2 ● ● ● ●

□ 2 ● ●

□ 2 ● ● ●

□ 2 ● ● ●

□ 2 ● ● ●

□ 2 ● ●

□ 2 ● ●

□ 2 ○

ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹c

地域社会~価値²創造y»実践論

行政~役割²体験y»´ン¿üン·óプ

行政~理解x試験対策

※キャú²教育関連科目�各学部学科教育課程~設定{¸»2
※○�配当年次²示y2●�いz¼{~学期w履修y»sx²示y2zz1配当年次û学期~N位学年{ついv�いz¼~科目²任意{履修w}»2
※副専攻²希望wzい場合w²1BFL科目~履修�可能wy2

＜副専攻履修{ついv＞
BusinessFieldLinkageプýÀùĀ~科目{¹２０単位以N修得y»x学³�sx²認証y»<修了証=²授与w~y2必要z要件�O記~通ºwy2
d自分~目標xy»キャú²{合わ{�副専攻²N記５つ~副専攻{¹選択w1そ~副専攻{ú当y»必修科目x共通必修科目<ビ¸ネ¹ûフ³üûùûúン
Áü¸原論=<ビ¸ネ¹ûコÿュûÁü·ョンû¹キû=<²ンøüプüúü·óプÿ起業家精神Ā概論=1他~副専攻~科目x併{v２０単位²修得y»sx2
e修得単位ÿ共通区分²除くĀ~取º扱い{ついv�1次~xzº教養科目~単位{6単位~w充当y»sx|w}~yÿ但w<ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹a1
b1c=及び<PracticalEnglishCommunicationa1b1c=�除くĀ2
f履修y»科目�キャóプ制~対象外xw~y2
g履修状況{ついv�1各学期~成績表{zいv履修済�~科目~成績²確認y»sx|w}~y2

地域活性化û
価値創造副専攻

備考

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

授業科目

ビ¸ネ¹再生û
創生副専攻

ビ¸ネ¹û÷ü¿
µ´エン¹副専攻

Àýüバû
人材育成副専攻

共通

価値増幅型
þネ¸āンø副専

攻

履修年次

1 2 3 4

Á

ェ
ッ

¿

欄

区分

授

業

~

方

法

単
位

卒

業

必

修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修

SDGｓ²実現y»GX&SX~基本
文系人材~�±~DXûAIúöù·ü

いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修
いz¼{~学期w履修

ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹a
ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹b

PracticalEnglishCommunicationa
PracticalEnglishCommunicationb
PracticalEnglishCommunicationc
新時代~úüÀü·óプ÷¶´ン
戦略的ビ¸ネ¹プùンûンÀ
顧客価値²創出y»þüÁö³ンÀ

現代社会{zq»ビ¸ネ¹úöù·ü
法律û健康知識w身²守»セûフþネ¸āンø
就活{²役立つā÷³²úöù·ü
戦略的ビ¸ネ¹þネ¸āンø
世界~ûュü¹²読�解く～国際社会問題²知»～
ÀýüバûコÿュûÁü·ョン

ビ¸ネ¹ûフ³üûùûúンÁü¸原論
ビ¸ネ¹ûコÿュûÁü·ョンû¹キû
²ンøüプüúü·óプÿ起業家精神Ā概論

キャú²教育関連科目※

いz¼{~学期w履修

C類

日本国憲法

日本国憲法�1教育職員免許状及び
社会福祉学科w保育士資格²取得y»
者�必z修得y»sx2

心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ心~領域Ā w}~{³2
心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ{¹�~領域Ā
心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ栄養領域Ā
心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ¹ýüô領域Ā
心x{¹�~美的本質²追求y»ÿÁ²領域Ā
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外国語科目配当表 別表Ⅲ－4

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 英語Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅲ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅳ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅴ 演 1 ○

□ 英語Ⅵ 演 1 ○

□ 英語Ⅶ 演 1 ○

□ 英語Ⅷ 演 1 ○

□ フランス語Ⅰ 演 1 ○

□ フランス語Ⅱ 演 1 ○ ※

□ フランス語Ⅲ 演 1 ○
□ フランス語Ⅳ 演 1 ○
□ フランス語Ⅴ 演 1 ○
□ フランス語Ⅵ 演 1 ○
□ フランス語Ⅶ 演 1 ○
□ フランス語Ⅷ 演 1 ○
□ ドイツ語Ⅰ 演 1 ○
□ ドイツ語Ⅱ 演 1 ○
□ ドイツ語Ⅲ 演 1 ○
□ ドイツ語Ⅳ 演 1 ○
□ ドイツ語Ⅴ 演 1 ○
□ ドイツ語Ⅵ 演 1 ○
□ ドイツ語Ⅶ 演 1 ○
□ ドイツ語Ⅷ 演 1 ○
□ イタリア語Ⅰ 演 1 ○
□ イタリア語Ⅱ 演 1 ○
□ イタリア語Ⅲ 演 1 ○
□ イタリア語Ⅳ 演 1 ○
□ イタリア語Ⅴ 演 1 ○
□ イタリア語Ⅵ 演 1 ○
□ イタリア語Ⅶ 演 1 ○
□ イタリア語Ⅷ 演 1 ○
□ 中国語Ⅰ 演 1 ○
□ 中国語Ⅱ 演 1 ○
□ 中国語Ⅲ 演 1 ○
□ 中国語Ⅳ 演 1 ○
□ 中国語Ⅴ 演 1 ○
□ 中国語Ⅵ 演 1 ○
□ 中国語Ⅶ 演 1 ○
□ 中国語Ⅷ 演 1 ○
□ 韓国語Ⅰ 演 1 ○
□ 韓国語Ⅱ 演 1 ○
□ 韓国語Ⅲ 演 1 ○
□ 韓国語Ⅳ 演 1 ○
□ 韓国語Ⅴ 演 1 ○
□ 韓国語Ⅵ 演 1 ○
□ 韓国語Ⅶ 演 1 ○
□ 韓国語Ⅷ 演 1 ○

計 48

詳細につきましては、学部・学科より説明があります
ので、その指示に従ってください。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

チ
ェ
ッ

ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

備考1 2 3 4

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

外国語科目は、卒業必修科目として英語Ⅰ、英語Ⅱ、英
語Ⅲ、英語Ⅳ（４単位）及び選択外国語（英語、フランス
語、ドイツ語、イタリア語、中国語、韓国語）として４単位、
計８単位以上が必修です。

「フランス語」、「ドイツ語」、「イタリア語」、「中国語」、及び
「韓国語」は各学期に週２回開講されるためⅠとⅡ、Ⅲと
Ⅳを同一学期に履修すること。
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健康教育科目　(心理学科) 別表Ⅲ－5

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ スポーツと健康Ⅰ ※ 1 ○ ○ スポーツと健康Ⅰ･Ⅱを履修すること。

□ スポーツと健康Ⅱ ※ 1 ○ ○

□ スポーツと健康Ⅲ 2

□ スポーツと健康Ⅳ～1 ※ 1

□ スポーツと健康Ⅳ～2 ※ 1

計 6

【授業の方法】無印：講義。※印は講義及び実技科目をさす。

健康教育科目　(社会福祉学科) 別表Ⅲ－6

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ スポーツと健康Ⅰ ※ 1 ○

□ スポーツと健康Ⅱ ※ 1 ○

□ スポーツと健康Ⅲ 2

□ スポーツと健康Ⅳ～1 ※ 1

□ スポーツと健康Ⅳ～2 ※ 1

□ 基礎専門体育Ⅰ ※ 1 ○

□ 基礎専門体育Ⅱ ※ 1 ○

計 8

【授業の方法】無印：講義。※印は講義及び実技科目をさす。

情報活用科目 別表Ⅲ－7

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 情報活用演習(基礎) 演 1 ○ ○

□ 情報活用演習(教職) 演 1 ○

□ 情報活用演習(応用) 演 1 ○

□ 情報活用演習(統計) 演 1 ○

□ 情報活用演習(表現) 演 1 ○

5

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

帰国子女科目 別表Ⅲ－8

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本語Ⅰ 演 1 ○

□ 日本語Ⅱ 演 1 ○

□ 日本語Ⅲ 演 1 ○

□ 日本語Ⅳ 演 1 ○

□ 日本語Ⅴ 演 1 ○

□ 日本語Ⅵ 演 1 ○

□ 日本の社会と歴史Ⅰ 2 ○

□ 日本の社会と歴史Ⅱ 2 ○

10

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

1 4

チ
ェ

ッ

ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

2 3

チ
ェ

ッ

ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

単
　
位

卒
業
必
修

備考

チ
ェ

ッ

ク

欄

授　業　科　目

履　修　年　次

備考1 2 3 4

授

業

の

方

法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

1 2 3 4

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

チ
ェ

ッ

ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

1) 情報活用演習（基礎）必修。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

備考1 2 3 4

１）社会福祉学科で保育士資格を取得しようとする者は、

    基礎専門体育Ⅰ・Ⅱを履修すること。

2)　教育職員免許状を取得しようとする者は情報活用演習

帰国子女科目は、教養科目又は外国語科目の単位に

替えることができる。

備考

２）上記以外の学生は、スポーツと健康Ⅰ･Ⅱを履修する

    こと。

　　(基礎)・(教職)の両科目とも修得すること。
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心理学科　専門教育科目 別表Ⅲ－９

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 法学 2 ○

□ 社会学 2 ○

□ 倫理学 2 ○

□ 環境論 2 ○

小計 8

□ 心理学概論 4 ○ ○ ○

□ 心理学基礎講座Ⅰ 2 ○ ○

□ 心理学基礎講座Ⅱ 2 ○ ○

□ 心理学統計法 2 ○ ○ ○

□ 心理学統計法演習 演 2 ○ ○

□ データ解析 2 ○ ○

□ データ解析演習 演 2 ○ ○

□ 心理学英語講読 2 ○

□ 心理学英語演習 演 2 ○

□ 心理学研究法 2 ○ ○ ○

□ 心理学調査法 2 ○ ○

□ 心理学実験Ⅰ 実 1 ○ ○ ○ オムニバス

□ 心理学実験Ⅱ 実 1 ○ ○ ○ オムニバス

□ 心理的アセスメントⅠ 2 ○ ○ ○ ○

□ 心理的アセスメントⅡ 実 2 ○ ○ ○ ○

□ キャリアデザイン 2 ○ ○

□ フィールド学習（目標の設定） 演 2 ○ ○

□ フィールド学習（解決策の提案） 演 2 ○ ○

□ フィールド学習（解決策の実行） 演 2 ○ ○

□ フィールド学習（解決策の評価） 演 2 ○ ○

□ 心理学特講Ⅰ（キャリア実践演習） 2 ◎ ◎ ◎通年集中

□ 心理学特講Ⅱ（心理学応用演習） 2 ◎ ◎集中

□ 心理学特講Ⅲ 2 ● ● ● ● ● ● ● ●

□ 心理学特講Ⅳ 2 ● ● ● ● ● ● ● ●

□ 心理学特講Ⅴ（環境心理学） 1 ○

□ 心理学特講Ⅵ 1 ● ● ● ● ● ● ● ●

□ 心理学特講Ⅶ 1 ● ● ● ● ● ● ● ●

□ 心理学特講Ⅷ 1 ● ● ● ● ● ● ● ●

小計 52 36 14 4

履修年次

1 2 3

公

認

心

理

師

卒

業

必

修

4

授

業

の

方

法

区

分

備考

単

位

授業科目

基
　
礎
　
科
　
目

学
部
共
通
科
目

准
学
校
心
理
士

チ

ェ

ッ

ク

欄

●春学期または秋学期のい
ずれかに配当される。開講時
期が変更される場合があるた
め時間割を特に確認するこ
と。
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心理学科　専門教育科目 別表Ⅲ－９

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

履修年次

1 2 3

公

認

心

理

師

卒

業

必

修

4

授

業

の

方

法

区

分

備考

単

位

授業科目

准
学
校
心
理
士

チ

ェ

ッ

ク

欄

□ 障害者・障害児心理学 2 ○ ○ ○

□ 学習・言語心理学 2 ○ ○ ○

□ 知覚・認知心理学 2 ○ ○ ○

□ 応用認知心理学 2 ○

□ 神経・生理心理学 2 ○ ○

□ 心理学ゼミ 演 2 ○ ○

□ 心理学特別ゼミ 演 2 ○ ○

□ 卒業論文 4 ○ ○ ○

□ 心理学論文講読 2 ○ ○

□ 心理学論文講読演習 演 2 ○ ○

□ 臨床心理学概論 2 ○ ○ ○

□ 社会・集団・家族心理学Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 社会・集団・家族心理学Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 感情・人格心理学 2 ○ ○ ○

□ 発達心理学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 精神疾患とその治療 2 ○ ○

□ 健康・医療心理学 2 ○ ○

□ 心理学史 2 ○

□ 人体の構造と機能及び疾病 2 ○ ○

□ 公認心理師の職責 2 ○ ○

□ 心理実習Ⅰ 実 1 ○ ◎ ◎ ◎通年集中

□ カウンセリング特講 2 ○

□ 心理学的支援法 2 ○ ○ ○

□ 心理演習 演 2 ○ ○

□ 心理実習Ⅱ 実 1 ○ ◎ ◎ ◎通年集中

□ 教育・学校心理学 2 ○ ○ ○

□ 福祉心理学 2 ○ ○ ○

□ 教育心理学 2 ○

□ 発達心理学Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 危機管理論 2 ○

□ ストレス心理学 2 ○

□ 司法・犯罪心理学 2 ○ ○

□ 関係行政論 2 ○ ○

□ 家族臨床心理学 2 ○

□ 老年心理学 2 ○

□ ジェンダー論 2 ○

□ 家族心理学特講 2 ○

□ 産業・組織心理学 2 ○ ○

□ 人間関係論 2 ○

□ 社会心理学特講 2 ○

□ メンタルヘルス論 2 ○

□ 消費者心理学 2 ○

小計 84 26 44 12

計 144 62 58 16

【授業の方法】演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。

産
業
・
社
会
心
理

専
修

危
機
管
理

専
修

家
族
支
援

専
修

教
育
・
発
達

心
理
専
修

心
理
支
援

専
修

専
　
門
　
科
　
目
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カリキュラム・ポリシー

心理学を学ぶ基礎を身につけよう
心理学を学習するためのスキルを身につける

学問としての心理学を知ろう
心のメカニズムを科学的に理解する

心理学の専門性を高めよう
生活の中の心理学的課題を発見する

心理学を生活に活かそう
心理学スキルを使って成果をプレゼンする

1年次春学期 1年次秋学期 2年次春学期 2年次秋学期 3年次春学期 3年次秋学期 4年次春学期 4年次秋学期

A群：全学共通科目・学部共通科目

豊かな感性を持ち自国以外の文化や
価値観も受け入れ理解しながら活躍
する力を身につける

聖徳教育Ⅰ・Ⅱ
社会学 環境論 法学 小笠原流礼法

基礎講座

倫理学
教養科目

英語Ⅳ

フィールド学習 フィールド学習 フィールド学習 フィールド学習

(教養）ビジネスフィールドリンケージ
聖徳教育Ⅲ

教育・学校心理学

スポーツと健康Ⅰ スポーツと健康Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ

聖徳教育Ⅲ 聖徳教育Ⅲ

心理学概論 心理学基礎講座 学習・言語心理学 知覚・認知心理学

心理学的支援法 心理実習Ⅰ

 健康・医療心理学 カウンセリング特講

ストレス心理学 福祉心理学 障害者・障害児心理学 関係行政論 危機管理論

 産業・組織心理学司法・犯罪心理学 メンタルヘルス論 家族臨床心理学

消費者心理学

心理的アセスメントⅠ

聖徳大学心理・福祉学部 心理学科 カリキュラムマップ

心理学研究法 心理学調査法 心理学ゼミ 心理学特別ゼミ

心理実習Ⅱ

公認心理師の職責 心理学英語 心理学英語演習 心理学特講Ⅱ（心理
学応用演習）

キャリアデザイン

心理学特講Ⅰ（キャリア実践演習）

B群：社会人としての基礎力を発揮
するために必要な科目

自らの知識とスキルを社会に還元す
る力を身につける

応用認知心理学

心理演習

心理学史
感情・人格心理学 発達心理学Ⅰ

D群：専門的な心理学の知識と技能
を高める科目

社会生活における諸課題を解決する
力を身につける

ジェンダー論 臨床心理学概論 人間関係論

家族心理学特講心理学特講Ⅴ
（環境心理学）

C群：専門的な心理学の知識と技能
を高める科目

心理学の専門的な知識と技能を身に
つける

心理学実験Ⅰ 心理学実験Ⅱ
卒業論文

心理学特講Ⅲ,Ⅳ,Ⅵ,Ⅶ,Ⅷ

E群：心の働きを科学的に検証する
ための科目

心の働きを適切な手法で提示する力
を身につける

情報活用演習（基礎） 情報活用演習（教職） 心理統計法 心理統計法演習 データ解析 データ解析演習 心理学論文講読 心理学論文講読演習

老年心理学
社会心理学特講

教育心理学

心理的アセスメントⅡ

社会・集団・
家族心理学Ⅰ

社会・集団・
家族心理学Ⅱ

神経・生理心理学

発達心理学Ⅱ

精神疾患とその治療
人体の構造と機能及

び疾病
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4年次春学期 4年次秋学期

心理学を学ぶ基礎を身につけよう
心理学を学習するためのスキルを身につける

学問としての心理学を知ろう
心のメカニズムを科学的に理解する

心理学の専門性を高めよう
生活の中の心理学的課題を発見する

心理学を生活に活かそう
心理学スキルを使って成果をプレゼンする

1年次春学期 1年次秋学期 2年次春学期 2年次秋学期 3年次春学期 3年次秋学期

広く社会に関心を持ち、自他の文化
や価値観を尊重できる豊かな教養を
備えた人材を育成する

A群：全学共通科目・学部共通科目

自他を理解し、他者と協調して諸課
題の解決に取り組むことができる人

間力を備えた人材を育成する

B群：社会人としての基礎力を発揮
するために必要な科目

心理学の専門的な知識とスキルを備
え、社会生活における諸課題の解決の

ために応用できる人材を育成する

C群：心理学の専門的な知識と技能を身
につける科目

心理学の専門的な知識とスキルを備
え、社会生活における諸課題の解決の

ために応用できる人材を育成する

D群：社会生活における諸課題を解決す
る力を身につける科目

心理学の科学的な実証的態度を備
え、自分の考えを論理的に他者に提

示できる人材を育成する

E群：心の働きを科学的に検証する
ための科目

豊かな感性を持ち自国以外の文化や
価値観も受け入れ理解しながら活躍
できる

他者を尊重しつつ自らの考えや意志を的
確に表明することができる

他者と協働しながら課題の解決策を探り提案できる
体験を通して社会的な視野を持ち直面す
る課題を発見することができる

自らの知識とスキルを社会に還元するこ
とができる

論理的思考力を備え、課題の本質を
把握しながら自ら学ぶ姿勢を獲得し
ている

感性を磨き、多様な文化や価値観を
理解し、受け入れることができる

感性を磨き、多様な文化や価値観を
理解し、自らの生活に取り込むこと
ができる

専門的な心理学の知識と技能を生活
の中の心理学的課題の解決のために
活かすことができる

社会生活における諸課題を解決する
ために専門的な心理学の知識と技能
を活かすことができる

基礎的な情報技術を活用できる
科学的手法を用いて心のメカニズムを説明するこ
とができる

心理学的課題を発見し、科学的手法
を用いて検証することができる

心の働きを科学的に検証し、適切な
手法で提示することができる

GPA、心理学科学修ルーブリック GPA、心理学科学修ルーブリック GPA、心理学科学修ルーブリック GPA、心理学科学修ルーブリック

専門的な心理学を学習するためのス
キルが身についている

心の働きを専門的に説明することが
できる

GPA、心理学科学修ルーブリック GPA、心理学科学修ルーブリック GPA、心理学科学修ルーブリック GPA、心理学科学修ルーブリック

GPA、心理学科学修ルーブリック、
グローバルルーブリック

GPA、心理学科学修ルーブリック、海外研修
ルーブリック、グローバルルーブリック

GPA、心理学科学修ルーブリック、
グローバルルーブリック

GPA、心理学科学修ルーブリック、
グローバルルーブリック

基礎的な心の働きについて説明でき
る

複数の心理学諸分野の視点から心の
働きを説明することができる

実践に応用できる心理学諸理論につ
いて説明できる

心理学の専門的な知識と技能を生活
に活かすことができる

GPA、心理学科学修ルーブリック、社会
人基礎力テスト

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる教育目標

豊
か
な
感
性
と
相
互
扶
助
の
心
を
備
え
、

心
理
学
の
知
識
と
技
能
を
も
っ

て
、

課
題
を
発
見
し
、

解
決
す
る
こ
と
の
で
き
る
女
性

聖徳大学心理・福祉学部 心理学科  学びで得られる成果（ Learning Outcomes ）

GPA、心理学科学修ルーブリック GPA、心理学科学修ルーブリック GPA、心理学科学修ルーブリック、
卒論・ゼミルーブリック

GPA、心理学科学修ルーブリック、
卒論・ゼミルーブリック

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果

豊かな感性を持ち自国以外の文
化や価値観も受け入れ理解しな
がら活躍する素養を身につける
ことができる

社会人としての基礎力を発揮
し、自らの知識とスキルを社会
に還元することができる

社会生活における諸課題解決の
ために心理学の知識と技能を応
用できる

社会生活における諸課題解決の
ために心理学の知識と技能を応
用できる

心の働きを科学的に検証し、適
切な手法で提示することができ
る

GPA、キャリア・アセスメントテスト、心理
学科学修ルーブリック、社会人基礎力テスト

GPA、心理学科学修ルーブリック、社会
人基礎力テスト

GPA、心理学科学修ルーブリック、社会
人基礎力テスト
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座
SEITOKU Academic LiteracyⅡ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
スポーツと健康Ⅰ 教養科目

情報活用演習（基礎）

科目数 5 4 3 3
心理学概論 キャリアデザイン 心理学統計法 心理統計法演習

心理学基礎講座Ⅰ フィールド学習（解決策の提案） 心理学研究法 心理学調査法
心理学基礎講座Ⅱ 学習・言語心理学 心理学実験Ⅰ 心理学実験Ⅱ

フィールド学習（目標の設定） 発達心理学Ⅰ フィールド学習（解決策の実行） フィールド学習（解決策の評価）

社会・集団・家族心理学Ⅰ 臨床心理学概論 知覚・認知心理学
社会・集団・家族心理学Ⅱ

感情・人格心理学

科目数 7 4 5 5
社会学 法学 ストレス心理学 心理学的支援法

倫理学 司法・犯罪心理学 人間関係論
環境論 社会心理学特講 メンタルヘルス論

神経・生理心理学 心理学特講Ⅴ（キャリア実践演習） 心理学特講Ⅴ（キャリア実践演習）

科目数 1 4 4 4
科目数計 13 12 12 12

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

教養科目 教養科目 教養科目 教養科目

科目数 2 2 2 2
データ解析 データ解析演習 卒業論文 卒業論文

心理的アセスメントⅠ 心理学特別ゼミ 心理学論文講読 心理学論文講読演習
心理的アセスメントⅡ

心理学ゼミ

科目数 4 2 2 2
関係行政論 健康・医療心理学

障害者・障害児心理学 産業・組織心理学
応用認知心理学 危機管理論

消費者心理学

科目数 3 4 0 0
科目数計 9 8 4 4

全
学
共
通
科
目

３年

必
修
科
目

選
択
科
目

４年

全
学
共
通
科
目

心理学科　メンタルヘルス・マネジメント検定取得　履修モデル
（産業組織専修＋危機管理専修）

１年 ２年

選
択
科
目

必
修
科
目
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座
SEITOKU Academic LiteracyⅡ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
スポーツと健康Ⅰ 教養科目 教養科目 教養科目

情報活用演習（基礎） 教養科目

科目数 5 5 4 4
心理学概論 キャリアデザイン 心理統計法 心理統計法演習

心理学基礎講座Ⅰ フィールド学習（解決策の提案） 心理学研究法 心理学調査法
心理学基礎講座Ⅱ 学習・言語心理学 心理学実験Ⅰ 心理学実験Ⅱ

フィールド学習（目標の設定） 発達心理学Ⅰ フィールド学習（解決策の実行） フィールド学習（解決策の評価）

社会・集団・家族心理学Ⅰ 臨床心理学概論 知覚・認知心理学
社会・集団・家族心理学Ⅱ

感情・人格心理学

科目数 7 4 5 5
社会学 環境論 司法・犯罪心理学 心理学的支援法

精神疾患とその治療 神経・生理心理学 発達心理学Ⅱ 福祉心理学
人体の構造と機能及び疾病 心理学特講Ⅰ（キャリア実践演習） 教育心理学

公認心理師の職責 心理学特講Ⅴ（環境心理学）
心理学特講Ⅰ（キャリア実践演習）

科目数 2 4 3 5
科目数計 14 13 12 14

４年
春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

教養科目 教養科目 教養科目 教養科目

科目数 2 2 2 2
データ解析 データ解析演習 卒業論文 卒業論文

心理的アセスメントⅠ 心理学特別ゼミ 心理学論文講読 心理学論文講読演習
心理的アセスメントⅡ

心理学ゼミ

科目数 4 2 2 2
心理学英語講読 心理学英語演習 心理実習Ⅱ 心理実習Ⅱ

カウンセリング特講 障害者・障害児心理学
関係行政論 健康・医療心理学
心理実習Ⅰ 教育・学校心理学

産業・組織心理学 心理演習
心理実習Ⅰ

心理学特講Ⅱ（心理学応用演習）

科目数 5 7 1 1
科目数計 11 10 5 5

選
択
科
目

必
修
科
目

全
学
共
通
科
目

必
修
科
目

３年

全
学
共
通
科
目

心理学科　公認心理師受験資格取得　履修モデル
（心理支援専修＋教育発達専修）

選
択
科
目

１年 ２年
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社会福祉学科　社会福祉コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 法学 2 ○ ○
□ 社会学 2 ○ ○ ○ ○
□ 倫理学 2 ○ ○
□ 環境論 2 ○
□ 社会福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉演習 演 2 ○ ○ ○
□ 卒業論文 3 ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 保健医療制度論 2 ○ ○
□ 医療ソーシャルワーク論 2 ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職 2 ○ ○ 〇 ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 2 ○ 〇 ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ ○ 〇 ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 2 ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅱ 2 ○
□ キャリアデザインⅠ 演 1 ○ ○
□ キャリアデザインⅡ 演 1 ○ ○
□ 保育原理Ⅰ 2 ○ ○
□ 保育原理Ⅱ 2 ○
□ 保育者論 2 ○ ○
□ 乳児保育Ⅰ 演 2 ○ ○
□ 乳児保育Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 社会的養護Ⅰ 2 ○ ○
□ 社会的養護Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 福祉計画論 2 ○
□ 社会福祉運営管理論 2 ○ ○
□ 社会福祉行財政論 2 ○
□ 介護概論Ⅰ 2 ○ ○
□ 介護概論Ⅱ 2 ○
□ 介護技術 演 1 ○ ○
□ 児童福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 児童福祉学Ⅱ 2 ○ ○
□ 地域福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 地域福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 公的扶助論 2 ○ ○
□ 障害福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 障害福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 障害児保育 演 2 ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅱ 2 ○ ○
□ 就労支援論 2 ○
□ 更生保護制度論 2 ○ ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 ○ ○

□ 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神障害リハビリテーション論 2 ○ ○

□ 精神保健福祉制度論 2 ○ ○
□ ソーシャルワーク演習 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 演 2 ○ ◎
□ 社会福祉援助技術演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習 実 6 ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 1 ○ ○ ○

コ
ー

ス
専
門
教
育
科
目

卒

業

必

修

チ
ェ
ッ

ク
欄

授業科目

授

業

の

方

法

単

位

社

会

福

祉

士

精

神

保

健

高
一
免
（

福
祉
）

保

育

士

養

護

教

諭

備考
1 2 3 4

履修年次
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社会福祉学科　社会福祉コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

卒

業

必

修

チ
ェ
ッ

ク
欄

授業科目

授

業

の

方

法

単

位

社

会

福

祉

士

精

神

保

健

高
一
免
（

福
祉
）

保

育

士

養

護

教

諭

備考
1 2 3 4

履修年次

□ 精神保健福祉援助演習（基礎） 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習 実 5 ○ ○ ○
□ 保育内容総論 演 1 ○ ○
□ 保育内容指導法Ⅰ 演 1 ○ ○ 健康
□ 保育内容指導法Ⅱ 演 1 ○ ○ 健康
□ 保育内容指導法Ⅲ 演 1 ○ ○ 人間関係
□ 保育内容指導法Ⅳ 演 1 ○ ○ 人間関係
□ 保育内容指導法Ⅴ 演 1 ○ ○ 環境
□ 保育内容指導法Ⅵ 演 1 ○ ○ 環境
□ 保育内容指導法Ⅶ 演 1 ○ ○ 言葉
□ 保育内容指導法Ⅷ 演 1 ○ ○ 言葉
□ 保育内容指導法Ⅸ 演 1 ○ ○ 音楽
□ 保育内容指導法Ⅹ 演 1 ○ ○ 音楽
□ 保育内容指導法ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 造形
□ 保育内容指導法ⅩⅡ 演 1 ○ ○ 造形
□ 保育課程論 2 ○ ○
□ 子育て支援 演 1 ○ ○
□ 保育実習Ⅰ（保育所） 実 2 ○ ○ 保育所実習（必修）
□ 保育実習Ⅰ（施設） 実 2 ○ ○ 施設実習（必修）
□ 保育実習Ⅱ（保育所） 実 2 △ ○ 保育所実習（選択）
□ 保育実習Ⅲ（施設） 実 2 △ ○ 施設実習（選択）
□ 保育実習指導Ⅰ 演 2 ○ ○ 事前・事後指導（必修）

□ 保育実習指導Ⅱ（保育所） 演 1 △ ○ 事前・事後指導（選択）

□ 保育実習指導Ⅲ（施設） 演 1 △ ○ 事前・事後指導（選択）

□ 保育技能Ⅰ 実 2 ○ ○ ○ ○ ○ 音楽実技
□ 保育技能Ⅱ 実 2 ○ ○ ○ ○ ○ 音楽実技
□ 保育技能Ⅲ 演 1 ○ ○ 音楽理論
□ 保育技能Ⅳ 演 1 ○ ○ 音楽理論
□ 保育技能Ⅴ 演 1 ○ ○ 図画工作
□ 保育技能Ⅵ 演 1 ○ ○ 図画工作
□ 保育技能Ⅶ 演 1 ○ ○ 専門体育
□ 保育技能Ⅷ 演 1 ○ ○ 専門体育
□ 保育技能Ⅸ 演 1 ○ ○ 児童文化
□ 保育技能Ⅹ 演 1 ○ ○ 児童文化
□ 保育技能ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 児童文化
□ 保育実践演習 演 2 ○ ○
□ 介護実習Ⅰ 実 2 ○ ○
□ 医学一般Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 医学一般Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ こころとからだのしくみⅠ 2 ○ ○
□ こころとからだのしくみⅡ 2 ○ ○
□ 精神医学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神医学Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅱ 2 ○ ○
□ 子どもの保健 2 ○ ○
□ 子どもの健康と安全 実 1 ○ ○
□ 養護概説 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅰ 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅱ 2 ○ ○
□ 健康相談活動 2 ○ ○
□ 健康科学 2 ○ ○
□ 衛生学 2 ○ ○
□ 公衆衛生学 2 ○ ○
□ 免疫学 2 ○ ○
□ 解剖生理学 2 ○ ○

コ
ー

ス
専
門
教
育
科
目
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社会福祉学科　社会福祉コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

卒

業

必

修

チ
ェ
ッ

ク
欄

授業科目

授

業

の

方

法

単

位

社

会

福

祉

士

精

神

保

健

高
一
免
（

福
祉
）

保

育

士

養

護

教

諭

備考
1 2 3 4

履修年次

□ 基礎看護 2 ○ ○
□ 小児看護 2 ○ ○
□ 成人看護 2 ○ ○
□ 学校救急看護 2 ○ ○
□ 精神看護 2 ○ ○
□ 看護実習 実 1 ○ ○
□ 精神保健 2 ○ ○
□ 母性保健 2 ○ ○
□ 心理学 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 保育の心理学 2 ○ ○
□ 子ども家庭支援の心理学 演 2 ○ ○
□ 子どもの理解と援助 演 1 ○ ○
□ 発達心理学Ⅰ 2 ○ ★
□ 発達心理学Ⅱ 2 ○
□ 教育心理学 2 ○ ★
□ 家族援助論 2 ○ ○
□ 栄養学 2 ○ ○
□ 食品学 2 ○ ○
□ 子どもの食と栄養 2 ○ ○
□ 権利擁護と成年後見制度 2 ○ ○ ○
□ 教育原理 2 ○ ○ ★
□ 社会福祉学特論Ⅰ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅱ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅲ 2 ○

計 31 72 70 44 70 37

備考欄の★の科目は、発達心理学Ⅰ＝発達心理学、教育心理学＝教育心理学、教育原理＝教育基礎論の教職関係科目の単位として
充当することが出来ます。

保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習指導Ⅱ（保育所）または保育実習Ⅲ（施設）・保育実習指導Ⅲ（施設）いずれかの組合せを選択すること。

【授業の方法】演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。
【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。◎印は開講時期に週２コマの授業があることをさす。

コ
ー

ス
専
門
教
育
科
目
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社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
保育実習指導Ⅰ（保育所・施設） 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ
保育実習Ⅰ（保育所） 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習
保育実習Ⅰ（施設） 精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ

保育実習指導Ⅱ（保育所） 精神保健福祉援助実習
保育実習指導Ⅲ（施設）
保育実習Ⅱ（保育所）
保育実習Ⅲ（施設）
介護実習Ⅰ
養護実習
看護実習

ソーシャルワークの基盤と専門職 ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ ソーシャルワーク理論と方法（専門）Ⅱ 医療ソーシャルワーク論 社会福祉援助技術演習Ⅲ
保育技能Ⅰ 保育技能Ⅰ 保育技能Ⅰ 保育技能Ⅰ ソーシャルワーク演習 社会福祉援助技術演習Ⅰ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 精神保健福祉援助演習Ⅲ
保育技能Ⅲ 保育技能Ⅳ 保育技能Ⅶ 保育技能Ⅵ 精神保健福祉援助演習(基礎) 精神保健福祉援助演習Ⅰ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 教職実践演習（養護教諭）
保育内容総論 介護技術 保育内容指導法Ⅰ 保育技能Ⅷ 障害児保育Ⅰ 障害児保育Ⅱ 保育技能Ⅱ、 保育技能Ⅱ

保育内容指導法Ⅲ 保育内容指導法Ⅱ 保育技能Ⅱ、Ⅴ、Ⅸ 保育技能Ⅱ、Ⅹ 保育実践演習
保育内容指導法Ⅴ 保育内容指導法Ⅳ 保育内容指導法Ⅸ、 保育相談支援 社会福祉学特論Ⅱ
保育内容指導法Ⅶ 保育内容指導法Ⅵ 子どもの健康と安全 保育内容指導法Ⅹ、 
子ども家庭支援の心理学 保育内容指導法Ⅷ 子どもの食と栄養

子どもの理解と援助 社会福祉学特論Ⅰ
社会福祉学特論Ⅲ

学校保健Ⅰ 養護概説 社会保障論Ⅰ 社会保障論Ⅱ 社会的養護Ⅱ 更生保護制度論
保育者論 社会福祉学Ⅱ 高齢者福祉論Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ 地域福祉論Ⅰ 地域福祉論Ⅱ

介護概論Ⅱ 精神保健福祉の原理Ⅰ 権利養護と成年後見制度 公的扶助論 家族援助論
保育原理Ⅰ 保育課程論 精神保健学Ⅱ 精神障害リハビリテーション論 母性保健
保育原理Ⅱ 乳児保育Ⅱ 社会的養護Ⅰ 保健医療制度論
乳児保育Ⅰ 学校救急看護 教育相談 精神保健福祉制度論
保育の心理学 健康相談活動 障害福祉論Ⅱ 　

障害福祉論Ⅰ 社会福祉運営管理論
精神保健学Ⅰ 精神保健福祉の原理Ⅱ
こころとからだのしくみⅠ 子どもの保健
生徒指導論 学校保健Ⅱ

障害児心理学
こころとからだのしくみⅡ

社会福祉学Ⅰ 法学 児童福祉学Ⅰ 児童福祉学Ⅱ 諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ 免疫学 環境論
心理学 倫理学 精神医学Ⅰ 教育心理学 道徳教育の指導法 家族援助論
医学一般Ⅰ 成人看護 教育方法・情報通信技術活用論 食品学 栄養学 教育社会学
介護概論Ⅰ 医学一般Ⅱ 社会調査法Ⅰ 特別活動の指導法
解剖生理学 発達心理学Ⅰ 社会学 精神看護
基礎看護 教育原理 発達心理学Ⅱ 精神保健
健康科学 小児看護 社会調査法Ⅱ
教職入門 教育基礎論 精神医学Ⅱ

公衆衛生学
教育課程論
衛生学

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ 英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ
情報活用演習（基礎） 選択外国語Ⅰ 選択外国語Ⅱ 選択外国語Ⅲ 選択外国語Ⅳ
基礎専門体育Ⅰ 情報活用演習（教職） SEITOKU Academic LiteracyⅢ
スポーツと健康Ⅰ 基礎専門体育Ⅱ
SEITOKU Academic LiteracyⅠ スポーツと健康Ⅱ

SEITOKU Academic LiteracyⅡ

聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ
キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 小笠原流礼法基礎講座 聖徳教育Ⅱ 聖徳教育Ⅱ 聖徳教養科目 聖徳教養科目 聖徳教養科目

聖徳教養科目 聖徳教養科目 聖徳教養科目 聖徳教養科目

聖徳大学　心理・福祉学部　社会福祉学科　社会福祉コース　カリキュラムマップ
１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期 ３年次春学期 ３年次秋学期 ４年次春学期 ４年次秋学期

福祉の世界をのぞいてみよう 福祉の専門的知識を身につけよう 福祉の専門性を理解しよう 福祉実践者としての総合力を高めよう

社会福祉・学校保健
の基礎となる知識を学ぶ

社会福祉・学校保健
の専門的な知識を学ぶ

実践能力を養う

対人援助・学校保健等
の理論を学び、

技能を身につける

教育目標

１年次 ２年次 ３年次

学びの基礎を
身につける

人間性を高める

社
会
の
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
福
祉
・
教
育
職

４年次

社会福祉に関する基礎を学ぶ 社会福祉の専門的知識を学ぶ  演習・実習を通して社会福祉専門職としての実践力を身につける 社会福祉専門職としての資質・能力を高める
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差別や社会的排除等の社会的
問題を説明できる

福祉課題について解決策をプ
レゼンテーションすることが

でる

対人援助等の基本的な支援方
法を説明できる

福祉ニーズ等に応じた支援方
法を説明できる

個人の尊厳を重視した支援が
できる能力を示している

聖徳大学　心理・福祉学部　社会福祉学科　社会福祉コース　SEITOKU Learning Outcomes

１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期 ３年次春学期 ３年次秋学期 ４年次春学期 ４年次秋学期 学位授与の方針に
掲げる学修成果福祉の世界をのぞいてみよう 福祉の専門的知識を身につけよう 福祉の専門性を理解しよう 福祉実践者としての総合力を高めよう

他業種間の連携を図
り、地域社会づくりや
福祉社会づくりなど社
会貢献ができる

対人援助・学
校保健等の理
論を学び、技
能を身につけ
る

福祉・教育の実践場面
で女性の立場から生活
の視点を持ち、個々人
の福祉・教育ニーズに
応じたサービス提供を
実践することができる

実践能力を養
う

支援の展開にあたって多機
関・ 多職種とのチームアプ

ローチを理解し実践する能力
を示している

他者と協働してより良い共生
社会を築くための役割を示し

ている

社会福祉実践等と政策の連関
的な取り組みを説明できる

社会福祉・学
校保健の専門
的な知識を学
ぶ

社会福祉学の専門的な
理論・知識・態度を習
得し、個人の尊厳と基
本的人権を尊重しなが
ら福祉・教育課題を探
求し課題解決策を提示
することができる

社会福祉・学
校保健の基礎
となる知識を
学ぶ

確かな人間性を有し
福祉・教育の実践者
としての資質を兼ね

備えている学びの基礎を
身につける

社会福祉実践に必要な教養を身に
つけている

社会福祉の基礎的な基礎的な知
識を有している

あらゆる場面において「和」の
精神を発揮することができる

社会福祉実践に関わる価値・
倫理を説明できる

利用者・住民の特性をふまえた福
祉課題を発見することができる

社会福祉実践に関わる理論・
方法を説明できる

教育目標
１年次 ２年次 ３年次

人間性を高める
情操豊かで円満な女性として振

舞うことができる
社会の多様性を受け入れ、尊重す

ることができる
建学の精神「和」について、説

明することができる

４年次

社会福祉に関する基礎を学ぶ 社会福祉の専門的知識を学ぶ 演習・実習を通して社会福祉専門職としての
実践力を身につける

社会福祉専門職としての資質・能力を高める
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目
教養科目

科目数 4 6 4 4
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 社会調査法Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 社会調査法Ⅰ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 児童福祉学Ⅰ
心理学

科目数 4 3 3 1
ソーシャルワークの基盤と専門職 社会福祉学Ⅱ 社会保障論Ⅰ 社会保障論Ⅱ

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ

障害福祉論Ⅰ 社会福祉運営管理論
高齢者福祉論Ⅰ 児童福祉学Ⅱ

精神保健福祉の原理Ⅰ 障害福祉論Ⅱ
精神医学Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ

精神保健学Ⅰ 精神保健福祉の原理Ⅱ
精神医学Ⅱ
精神保健学Ⅱ

権利擁護と成年後見制度

科目数 1 2 7 10
科目数計 9 11 16 15

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

教養科目 教養科目
科目数 2 1 0 0

社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ

科目数 2 2 1 1
保健医療制度論 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅲ

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 地域福祉論Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習
地域福祉論Ⅰ 更生保護制度論 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

公的扶助論 精神保健福祉制度論 精神保健福祉援助演習Ⅱ 精神保健福祉援助演習Ⅲ
精神障害リハビリテーション論 社会福祉援助技術演習Ⅰ 精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ
ソーシャルワーク演習 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ

社会福祉援助技術演習Ⅰ 精神保健福祉援助演習Ⅰ
精神保健福祉援助演習(基礎） 精神保健福祉援助実習

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ

科目数 8 9 6 5
科目数計 12 12 7 6

社会福祉学科　社会福祉コース　免許・資格取得履修モデル
（社会福祉士・精神保健福祉士　履修モデル）

１年 ２年

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

学科必修科目

社会福祉、
精神保健福祉士

社会福祉、
精神保健福祉士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
幼保基礎専門体育Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） 幼保基礎専門体育Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目
教養科目

科目数 4 6 4 4
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 社会調査法Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 社会調査法Ⅰ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 児童福祉学Ⅰ
心理学

科目数 4 3 3 1
ソーシャルワークの基盤と専門職 社会福祉学Ⅱ 社会保障論Ⅰ 社会保障論Ⅱ

保育原理Ⅰ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ

保育者論 乳児保育Ⅰ 障害福祉論Ⅰ 社会福祉運営管理論
保育内容総論 保育技能Ⅰ 高齢者福祉論Ⅰ 児童福祉学Ⅱ
保育技能Ⅰ 保育技能Ⅳ 乳児保育Ⅱ 障害福祉論Ⅱ
保育技能Ⅲ 保育の心理学Ⅰ 保育内容指導法Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ

教育原理 保育内容指導法Ⅲ 権利擁護と成年後見制度
保育内容指導法Ⅴ 社会的養護Ⅰ
保育内容指導法Ⅶ 保育内容指導法Ⅱ

保育課程論 保育内容指導法Ⅳ
保育技能Ⅰ 保育内容指導法Ⅵ
保育技能Ⅴ 保育内容指導法Ⅷ
保育技能Ⅶ 保育技能Ⅰ

子どもの保健 保育技能Ⅵ
子ども家庭支援の心理学 保育技能Ⅷ

子どもの理解と援助

科目数 6 7 15 16
科目数計 14 16 22 21

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

教養科目 教養科目
科目数 2 1 0 0

社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ

科目数 2 2 1 1
保健医療制度論 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅲ

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 地域福祉論Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習
地域福祉論Ⅰ 更生保護制度論 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

公的扶助論 社会福祉援助技術演習Ⅰ 保育技能Ⅱ 保育技能Ⅱ
ソーシャルワーク演習 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 保育技能ⅩⅠ 保育実践演習

社会的養護Ⅱ 障害児保育Ⅱ
障害児保育Ⅰ 保育内容指導法Ⅹ

保育内容指導法Ⅸ 保育内容指導法ⅩⅡ
保育内容指導法ⅩⅠ 保育相談支援

保育実習Ⅰ（保育所） 保育実習ⅡまたはⅢ
保育実習Ⅰ（施設） 保育実習指導ⅡまたはⅢ
保育実習指導Ⅰ 保育技能Ⅱ
保育技能Ⅱ 保育技能Ⅹ
保育技能Ⅸ

子どもの食と栄養
家族援助論

子どもの健康と安全
科目数 17 13 5 5
科目数計 21 16 6 6

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

学科必修科目

社会福祉士、
保育士

社会福祉士、
保育士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目

社会福祉学科　社会福祉コース　免許・資格取得履修モデル
（社会福祉士・保育士　履修モデル）

１年 ２年
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目
教養科目

科目数 4 6 4 4
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 社会調査法Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 社会調査法Ⅰ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 児童福祉学Ⅰ
心理学

科目数 4 3 3 1
ソーシャルワークの基盤と専門職 社会福祉学Ⅱ 社会保障論Ⅰ 社会保障論Ⅱ

学校保健Ⅰ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ

解剖生理学 養護概説 障害福祉論Ⅰ 社会福祉運営管理論
基礎看護 小児看護 高齢者福祉論Ⅰ 児童福祉学Ⅱ
教職入門 成人看護 健康科学 障害福祉論Ⅱ

教育基礎論 衛生学 高齢者福祉論Ⅱ
学校救急看護 権利擁護と成年後見制度

精神保健 学校保健Ⅱ
栄養学 健康相談活動

教育方法・情報通信技術活用論 公衆衛生学
生徒指導論 精神看護

食品学
障害児心理学
教育課程論

特別活動の指導法
教育相談

科目数 5 6 11 16
科目数計 13 15 18 21

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

教養科目 教養科目
科目数 2 1 0 0

社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ

科目数 2 2 1 1
保健医療制度論 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅲ

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 地域福祉論Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習
地域福祉論Ⅰ 更生保護制度論 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

公的扶助論 社会福祉援助技術演習Ⅰ 免疫学 教職実践演習（養護教諭）
ソーシャルワーク演習 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ

発達心理学 母性保健
道徳教育の指導法 教育社会学

養護実習
看護実習

科目数 7 9 4 4
科目数計 11 12 5 5

社会福祉学科　社会福祉コース　免許・資格取得履修モデル
（社会福祉士・養護教諭　履修モデル）

１年 ２年

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

学科必修科目

社会福祉士、
養護教諭

社会福祉士、
養護教諭

全学共通科目

全
学
共
通
科
目
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社会福祉学科　介護福祉コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１１

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 法学 2 ○ ○ ○
□ 社会学 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 倫理学 2 ○ ○ ○
□ 環境論 2 ○
□ 社会福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉演習 演 2 ○ ○ ○
□ 卒業論文 3 ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 保健医療制度論 2 ○ ○
□ 医療ソーシャルワーク論 2 ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 2 ○ ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅱ 2 ○
□ キャリアデザインⅠ 演 1 ○ ○
□ キャリアデザインⅡ 演 1 ○ ○
□ 福祉計画論 2 ○
□ 社会福祉運営管理論 2 ○ ○
□ 社会福祉行財政論 2 ○
□ 介護概論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 介護概論Ⅱ 2 ○ ○
□ 介護福祉専門職論Ⅰ 2 ○ ○
□ 介護福祉専門職論Ⅱ 2 ○ ○
□ 介護福祉専門職論Ⅲ 2 ○ ○
□ セーフティマネジメント論 2 ○ ○
□ 介護技術 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅳ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅴ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅵ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅶ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅷ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅸ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅹ 演 1 ○ ○
□ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護過程Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 介護過程Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護過程Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 介護事例研究Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 介護事例研究Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護福祉管理論 演 1 ○ ○
□ 児童福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 児童福祉学Ⅱ 2 ○ ○
□ 地域福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 地域福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 公的扶助論 2 ※ ○ ○ ※下記参照
□ 障害福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 障害福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 就労支援論 2 ○
□ 更生保護制度論 2 ○ ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神障害リハビリテーション論 2 ○ ○
□ 精神保健福祉制度論 2 ○ ○
□ ソーシャルワーク演習 演 1 ○ ○

コ
ー

ス
専
門
教
育
科
目

履修年次

備考
1 2 3 4
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教
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社会福祉学科　介護福祉コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１１

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

履修年次

備考
1 2 3 4

養

護

教

諭

チ
ェ
ッ

ク
欄

授業科目

授

業

の

方

法

単

位

卒

業

必

修

介

護

福

祉

士

社

会

福

祉

士

精

神

保

健

高
一
免
（

福
祉
）

□ 社会福祉援助技術演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 演 2 ○ ◎
□ 社会福祉援助技術演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習 実 6 ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 1 ○ ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習（基礎） 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習 実 5 ○ ○ ○
□ 介護実習Ⅰ 実 2 ○ ○ ○ ○ Ⅰ～1　ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
□ 介護実習Ⅱ 実 2 ○ ○ ○ Ⅰ～2　特別養護老人ﾎｰﾑ

□ 介護実習Ⅲ 実 2 ○ ○ ○ Ⅱ　障害者支援施設
□ 介護実習Ⅳ 実 4 ○ ○ Ⅲ　介護老人保健施設
□ 介護総合演習Ⅰ 演 1 ○ ○ Ⅳ　特別養護老人ホーム

□ 介護総合演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護総合演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 介護総合演習Ⅳ 演 1 ○ ○
□ 医学一般Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 医学一般Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ こころとからだのしくみⅠ 2 ○ ○ ○
□ こころとからだのしくみⅡ 2 ○ ○ ○
□ 医療的ケアⅠ 2 ○ ○
□ 医療的ケアⅡ 2 ○ ○
□ 医療的ケアⅢ 2 ○ ○
□ 医療的ケアⅣ 演 1 ○ ○
□ 精神医学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神医学Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅱ 2 ○ ○
□ 養護概説 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅰ 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅱ 2 ○ ○
□ 健康相談活動 2 ○ ○
□ 健康科学 2 ○ ○
□ 衛生学 2 ○ ○
□ 公衆衛生学 2 ○ ○
□ 免疫学 2 ○ ○
□ 解剖生理学 2 ○ ○
□ 基礎看護 2 ○ ○
□ 小児看護 2 ○ ○
□ 成人看護 2 ○ ○
□ 学校救急看護 2 ○ ○
□ 精神看護 2 ○ ○
□ 看護実習 実 1 ○ ○ ○
□ 精神保健 2 ○ ○
□ 母性保健 2 ○ ○
□ 心理学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 発達心理学Ⅰ 2 ○ ★
□ 発達心理学Ⅱ 2 ○
□ 教育心理学 2 ○ ★
□ 高齢者の心理 2 ○ ○
□ 障害者の心理 2 ○ ○
□ 家族援助論 2 ○ ○
□ 栄養学 2 ○ ○
□ 食品学 2 ○ ○
□ 権利擁護と成年後見制度 2 ○ ○ ○
□ 教育原理 2 ○ ★
□ 社会福祉学特論Ⅰ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅱ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅲ 2 ○

計 31 87 72 70 44 37

備考欄の★の科目は、発達心理学Ⅰ＝発達心理学、教育心理学＝教育心理学、教育原理＝教育基礎論の教職関係科目の単位として
充当することが出来ます。

※「公的扶助論」生活保護法等重要な法案を学ぶ必要があるため、可能な限り履修してください。

【授業の方法】演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。
【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。◎印は開講時期に週２コマの授業があることをさす。
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介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅱ 社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
介護実習Ⅰ（通所介護） 介護総合演習Ⅲ 介護総合演習Ⅳ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ
介護実習Ⅰ（介護老人福祉施設） 介護実習Ⅱ（障害者支援施設） 介護実習Ⅳ（介護老人福祉施設） 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習
介護実習Ⅰ（訪問介護） 介護実習Ⅲ（介護老人保健施設） 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 精神保健福祉援助実習
精神保健福祉援助実習
養護実習
看護実習

介護における 介護における ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 介護過程Ⅰ 介護過程Ⅱ 介護過程Ⅲ 介護事例研究Ⅰ 介護事例研究Ⅱ
 コミュニケーションの基本Ⅰ  コミュニケーションの基本Ⅱ 生活支援技術Ⅴ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 医療ソーシャルワーク論 社会福祉援助技術演習Ⅲ

ソーシャルワークの基盤と専門職 ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 生活支援技術Ⅵ ソーシャルワーク演習 医療的ケアⅢ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 精神保健福祉援助演習Ⅲ
生活支援技術Ⅰ 生活支援技術Ⅱ 生活支援技術Ⅷ 精神保健福祉援助演習（基礎） 医療的ケアⅣ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 教職実践演習（養護教諭）
生活支援技術Ⅲ 生活支援技術Ⅳ 生活支援技術Ⅸ 生活支援技術Ⅹ 社会福祉学特論Ⅱ
社会福祉援助技術総論Ⅰ 生活支援技術Ⅶ 社会福祉学特論Ⅲ 精神保健福祉援助演習Ⅰ

介護技術 社会福祉援助技術演習Ⅰ
社会福祉学特論Ⅰ 　　　　　　　

介護福祉専門職論Ⅰ 介護概論Ⅱ 介護福祉専門職論Ⅲ セーフティマネジメント論 医療的ケアⅠ １、２ 保健医療制度論
学校保健Ⅰ 介護福祉専門職論Ⅱ 社会保障論Ⅰ 社会保障論Ⅱ 医療的ケアⅡ 更生保護制度論

社会福祉学Ⅱ 高齢者福祉論Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ 地域福祉論Ⅰ 地域福祉論Ⅱ
養護概説 精神保健福祉の原理Ⅰ 権利養護と成年後見制度 公的扶助論 母性保健

障害福祉論Ⅰ 精神保健学Ⅱ 精神障害リハビリテーション論 精神保健福祉制度論
精神保健学Ⅰ 教育相談
こころとからだのしくみⅠ 学校救急看護
生徒指導論 障害福祉論Ⅱ
健康相談活動 社会福祉運営管理論

精神保健福祉の原理Ⅱ
学校保健Ⅱ
こころとからだのしくみⅡ
障害児心理学

介護概論Ⅰ 法学 児童福祉学Ⅰ 児童福祉学Ⅱ 諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ 免疫学 環境論
心理学 倫理学 精神医学Ⅰ 教育心理学 道徳教育の指導法 家族援助論
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 社会調査法Ⅰ 食品学 栄養学 教育社会学
社会福祉学Ⅰ 発達心理学Ⅰ 社会学 特別活動の指導法
基礎看護 解剖生理学 発達心理学Ⅱ 精神看護
健康科学 小児看護 発達心理学Ⅱ 精神保健
教職入門 高齢者の心理 教育方法・情報通信技術活用論 社会調査法Ⅱ
教職入門 成人看護 精神医学Ⅱ

教育基礎論 公衆衛生学
教育課程論
障害者の心理
衛生学

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ 英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ
情報活用演習（基礎） 選択外国語Ⅰ 選択外国語Ⅱ 選択外国語Ⅲ 選択外国語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 情報活用演習（教職） SEITOKU Academic LiteracyⅢ
SEITOKU Academic LiteracyⅠ 基礎専門体育Ⅱ

スポーツと健康Ⅱ
SEITOKU Academic LiteracyⅡ

聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ
キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 小笠原流礼法基礎講座 聖徳教育Ⅱ 聖徳教育Ⅱ 聖徳教養科目 聖徳教養科目 聖徳教養科目

聖徳教養科目 聖徳教養科目 聖徳教養科目 聖徳教養科目

社
会
の
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
福
祉
・
教
育
職

聖徳大学　心理・福祉学部　社会福祉学科　介護福祉コース　カリキュラムマップ

実践能力を養う

４年次春学期 ４年次秋学期

福祉・介護の世界をのぞいてみよう 福祉・介護の専門的知識を身につけよう 福祉・介護の専門性を理解しよう 福祉・養護教諭実践者としての総合力を高めよう

１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期 ３年次春学期 ３年次秋学期

４年次

社会福祉・介護福祉に関する基礎を学ぶ 社会福祉・介護福祉の専門的知識を学ぶ  演習・実習を通して社会福祉・介護福祉専門職としての実践力を身につける  社会福祉・介護福祉専門職としての資質・能力を高める
教育目標

１年次 ２年次 ３年次

対人援助・学校保健等
の理論を学び、

技能を身につける

社会福祉・学校保健
の専門的な知識を学ぶ

社会福祉・学校保健
の基礎となる知識を学ぶ

学びの基礎を身につける

人間性を高める

�-� �1�0�4� �-



　聖徳大学　心理・福祉学部　社会福祉学科　介護福祉コース　SEITOKU Learning Outcomes

１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期 ３年次春学期 ３年次秋学期 ４年次春学期 ４年次秋学期 学位授与の方針に
掲げる学修成果福祉の世界をのぞいてみよう 福祉の専門的知識を身につけよう 福祉の専門性を理解しよう 福祉実践者としての総合力を高めよう

他業種間の連携を図
り、地域社会づくりや
福祉社会づくりなど社
会貢献ができる

福祉・教育の実践場面
で女性の立場から生活
の視点を持ち、個々人
の福祉・教育ニーズに
応じたサービス提供を
実践することができる

他者と協働してより良い共生
社会を築くための役割を示し

ている

介護福祉実践と政策の連関的
な取り組みを説明できる

実践能力を養
う

対人援助等の基本的な支援方
法を説明できる

介護福祉ニーズに応じた支援
方法を説明できる

個人の尊厳を重視した支援が
できる能力を示している

支援の展開にあたって多機
関・ 多職種とのチームアプ

ローチを理解し実践する能力
を示している

対人援助・学
校保健等の理
論を学び、技
能を身につけ
る

社会福祉・学
校保健の基礎
となる知識を
学ぶ

介護福祉実践に関わる価値・
倫理を説明できる

利用者の特性をふまえた介護福祉
課題を発見することができる

社会福祉・学
校保健の専門
的な知識を学
ぶ

社会福祉実践に関わる理論・
方法を説明できる

差別や社会的排除等の社会的
問題を説明できる

介護福祉課題について解決策
をプレゼンテーションするこ

とがでる

教育目標
社会福祉に関する基礎を学ぶ 社会福祉の専門的知識を学ぶ 演習・実習を通して社会福祉専門職としての

実践力を身につける

社会福祉学の専門的な
理論・知識・態度を習
得し、個人の尊厳と基
本的人権を尊重しなが
ら福祉・教育課題を探
求し課題解決策を提示
することができる

確かな人間性を有し
福祉・教育の実践者
としての資質を兼ね

備えている

人間性を高める

学びの基礎を
身につける

介護福祉の基礎的な基礎的な知
識を有している

介護福祉実践に必要な教養を身に
つけている

あらゆる場面において「和」の
精神を発揮することができる

社会福祉専門職としての資質・能力を高める

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

建学の精神「和」について、説
明することができる

社会の多様性を受け入れ、尊重す
ることができる

情操豊かで円満な女性として振
舞うことができる
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目
教養科目

科目数 4 6 4 4
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 社会調査法Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 社会調査法Ⅰ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 児童福祉学Ⅰ
心理学

科目数 4 3 3 1
介護概論Ⅰ 介護概論Ⅱ 障害福祉論Ⅰ セーフティマネジメント論

介護福祉専門職論Ⅰ 介護福祉専門職論Ⅱ 高齢者福祉論Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ
生活支援技術Ⅰ 生活支援技術Ⅲ 介護福祉専門職論Ⅲ 生活支援技術Ⅷ
生活支援技術Ⅱ 生活支援技術Ⅳ 生活支援技術Ⅴ 生活支援技術Ⅸ

ソーシャルワークの基盤と専門職 生活支援技術Ⅶ 生活支援技術Ⅵ 介護過程Ⅰ
介護におけるコミュニケーションの基本Ⅰ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅱ 介護実習Ⅰ 介護実習Ⅰ
社会福祉援助技術総論Ⅰ 高齢者の心理 介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅱ

社会福祉学Ⅱ こころとからだのしくみⅠ こころとからだのしくみⅡ
ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 社会保障論Ⅰ 障害者の心理

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 社会保障論Ⅱ
ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ

社会福祉運営管理論
児童福祉学Ⅱ
障害福祉論Ⅱ

権利擁護と成年後見制度

科目数 7 9 10 15
科目数計 15 18 17 20

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

教養科目 教養科目
科目数 2 1 0 0

社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ

科目数 2 2 1 1
生活支援技術Ⅹ 介護過程Ⅲ 介護事例研究Ⅰ 介護事例研究Ⅱ
介護過程Ⅱ 介護実習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅲ
介護実習Ⅱ 介護実習Ⅲ 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習
介護実習Ⅲ 介護実習Ⅳ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

介護総合演習Ⅲ 介護総合演習Ⅳ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 社会福祉援助技術総論Ⅱ
医療的ケアⅠ～１ 医療的ケアⅡ
医療的ケアⅠ～２ 医療的ケアⅢ
保健医療制度論 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 地域福祉論Ⅱ
地域福祉論Ⅰ 更生保護制度論
公的扶助論 社会福祉援助技術演習Ⅰ

ソーシャルワーク演習 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ

科目数 12 12 5 5
科目数計 16 15 6 6

社会福祉学科　介護福祉コース　免許・資格取得履修モデル
（介護福祉士・社会福祉士　履修モデル）

１年 ２年

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

学科必修科目

介護福祉士、
社会福祉士

介護福祉士、
社会福祉士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目
教養科目

科目数 4 6 4 4
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 社会調査法Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 社会調査法Ⅰ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 児童福祉学Ⅰ
心理学

科目数 4 3 3 1
介護概論Ⅰ 介護概論Ⅱ 障害福祉論Ⅰ セーフティマネジメント論

介護福祉専門職論Ⅰ 介護福祉専門職論Ⅱ 高齢者福祉論Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ
生活支援技術Ⅰ 生活支援技術Ⅲ 介護福祉専門職論Ⅲ 生活支援技術Ⅷ
生活支援技術Ⅱ 生活支援技術Ⅳ 生活支援技術Ⅴ 生活支援技術Ⅸ

介護におけるコミュニケーションの基本Ⅰ 生活支援技術Ⅶ 生活支援技術Ⅵ 介護過程Ⅰ
介護におけるコミュニケーションの基本Ⅱ 介護実習Ⅰ 介護実習Ⅰ

高齢者の心理 介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅱ
社会福祉学Ⅱ こころとからだのしくみⅠ こころとからだのしくみⅡ

社会保障論Ⅰ 障害者の心理
精神保健福祉の原理Ⅰ 社会保障論Ⅱ

精神医学Ⅰ 障害福祉論Ⅱ
精神保健学Ⅰ 精神保健福祉の原理Ⅱ

精神医学Ⅱ
精神保健学Ⅱ

権利擁護と成年後見制度

科目数 5 8 12 15
科目数計 13 17 19 20

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

教養科目 教養科目
科目数 2 1 0 0

社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ

科目数 2 2 1 1
生活支援技術Ⅹ 介護過程Ⅲ 介護事例研究Ⅰ 介護事例研究Ⅱ
介護過程Ⅱ 介護実習Ⅱ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 精神保健福祉援助演習Ⅲ
介護実習Ⅱ 介護実習Ⅲ 精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ
介護実習Ⅲ 介護実習Ⅳ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術総論Ⅱ

介護総合演習Ⅲ 介護総合演習Ⅳ 社会福祉援助技術総論Ⅰ
医療的ケアⅠ～１ 医療的ケアⅡ
医療的ケアⅠ～２ 医療的ケアⅢ
地域福祉論Ⅰ 地域福祉論Ⅱ

精神障害リハビリテーション論 精神保健福祉制度論
精神保健福祉援助演習(基礎） 精神保健福祉援助演習Ⅰ

精神保健福祉援助実習
精神保健福祉援助実習指導Ⅰ

更生保護制度論

科目数 10 13 5 4
科目数計 14 16 6 5

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

学科必修科目

介護福祉士、
精神保健福祉士

介護福祉士、
精神保健福祉士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目

社会福祉学科　介護福祉コース　免許・資格取得履修モデル
（介護福祉士・精神保健福祉士　履修モデル）

１年 ２年
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目
教養科目

科目数 4 6 4 4
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 社会調査法Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 社会調査法Ⅰ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 児童福祉学Ⅰ
心理学

科目数 4 3 3 1
介護概論Ⅰ 介護概論Ⅱ 障害福祉論Ⅰ セーフティマネジメント論

生活支援技術Ⅰ 介護福祉専門職論Ⅱ 高齢者福祉論Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ
生活支援技術Ⅱ 生活支援技術Ⅲ 介護福祉専門職論Ⅲ 生活支援技術Ⅷ

介護におけるコミュニケーションの基本Ⅰ 生活支援技術Ⅳ 生活支援技術Ⅴ 生活支援技術Ⅸ
社会福祉援助技術総論Ⅰ 生活支援技術Ⅶ 生活支援技術Ⅵ 介護過程Ⅰ

学校保健Ⅰ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅱ 介護実習Ⅰ 介護実習Ⅰ
解剖生理学 高齢者の心理 介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅱ
基礎看護 養護概説 こころとからだのしくみⅠ こころとからだのしくみⅡ
教職入門 小児看護 社会保障論Ⅰ 障害者の心理

成人看護 健康科学 学校保健Ⅱ
教育基礎論 衛生学 健康相談活動

学校救急看護 公衆衛生学
精神保健 精神看護
栄養学 食品学

教育方法・情報通信技術活用論 障害児心理学
生徒指導論 教育課程論

特別活動の指導法
教育相談

科目数 9 11 16 18
科目数計 17 20 23 23

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

教養科目 教養科目
科目数 2 1 0 0

社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ

科目数 2 2 1 1
生活支援技術Ⅹ 介護過程Ⅲ 介護事例研究Ⅰ 介護事例研究Ⅱ
介護過程Ⅱ 介護実習Ⅱ 免疫学 教職実践演習（養護教諭）
介護実習Ⅱ 介護実習Ⅲ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 社会福祉援助技術総論Ⅱ
介護実習Ⅲ 介護実習Ⅳ

介護総合演習Ⅲ 介護総合演習Ⅳ
医療的ケアⅠ～１ 医療的ケアⅡ
医療的ケアⅠ～２ 医療的ケアⅢ

発達心理学 母性保健
道徳教育の指導法 教育社会学

養護実習
看護実習

科目数 9 11 3 3
科目数計 13 15 4 4

社会福祉学科　介護福祉コース　免許・資格取得履修モデル
（介護福祉士・養護教諭　履修モデル）

１年 ２年

学科必修科目

介護福祉士、
養護教諭

全学共通科目

全
学
共
通
科
目

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

介護福祉士、
養護教諭
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社会福祉学科　養護教諭コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１２

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 法学 2 ○ ○
□ 社会学 2 ○ ○ ○ ○
□ 倫理学 2 ○ ○
□ 環境論 2 ○
□ 社会福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉演習 演 2 ○ ○ ○
□ 卒業論文 3 ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 保健医療制度論 2 ○ ○
□ 医療ソーシャルワーク論 2 ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 2 ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅱ 2 ○
□ キャリアデザインⅠ 1 ○ ○
□ キャリアデザインⅡ 1 ○ ○
□ 保育原理Ⅰ 2 ○ ○
□ 保育原理Ⅱ 2 ○
□ 保育者論 2 ○ ○
□ 乳児保育Ⅰ 2 ○ ○
□ 乳児保育Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 社会的養護Ⅰ 2 ○ ○
□ 社会的養護Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 福祉計画論 2 ○
□ 社会福祉運営管理論 2 ○ ○
□ 社会福祉行財政論 2 ○
□ 介護概論Ⅰ 2 ○ ○
□ 介護概論Ⅱ 2 ○
□ 介護技術 演 1 ○ ○
□ 児童福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 児童福祉学Ⅱ 2 ○ ○
□ 地域福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 地域福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 公的扶助論 2 ○ ○
□ 障害福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 障害福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 障害児保育 演 2 ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅱ 2 ○ ○
□ 就労支援論 2 ○
□ 更生保護制度論 2 ○ ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神障害リハビリテーション論 2 ○ ○
□ 精神保健福祉制度論 2 ○ ○
□ ソーシャルワーク演習 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 演 2 ○ ◎
□ 社会福祉援助技術演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習 実 6 ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 1 ○ ○ ○
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社会福祉学科　養護教諭コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１２

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

備考
1 2 3 4

授

業

の
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欄

授業科目

□ 精神保健福祉援助演習（基礎） 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習 実 5 ○ ○ ○
□ 養護概説 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅰ 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅱ 2 ○ ○
□ 健康相談活動 2 ○ ○
□ 健康科学 2 ○ ○
□ 衛生学 2 ○ ○
□ 公衆衛生学 2 ○ ○
□ 免疫学 2 ○ ○
□ 解剖生理学 2 ○ ○
□ 基礎看護 2 ○ ○
□ 小児看護 2 ○ ○
□ 成人看護 2 ○ ○
□ 学校救急看護 2 ○ ○
□ 精神看護 2 ○ ○
□ 看護実習 実 1 ○ ○
□ 精神保健 2 ○ ○
□ 母性保健 2 ○ ○
□ 栄養学 2 ○ ○
□ 食品学 2 ○ ○
□ 保育内容総論 演 1 ○ ○
□ 保育内容指導法Ⅰ 演 1 ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法Ⅱ 演 1 ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法Ⅲ 演 1 ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法Ⅳ 演 1 ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法Ⅴ 演 1 ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法Ⅵ 演 1 ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法Ⅶ 演 1 ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法Ⅷ 演 1 ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法Ⅸ 演 1 ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法Ⅹ 演 1 ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 造形

□ 保育内容指導法ⅩⅡ 演 1 ○ ○ 造形

□ 保育課程論 2 ○ ○
□ 子育て支援 演 1 ○ ○
□ 保育実習Ⅰ（保育所） 実 2 ○ ○ 保育所実習（必修）

□ 保育実習Ⅰ（施設） 実 2 ○ ○ 施設実習（必修）

□ 保育実習Ⅱ（保育所） 実 2 △ ○ 保育所実習（選択）

□ 保育実習Ⅲ（施設） 実 2 △ ○ 施設実習（選択）

□ 保育実習指導Ⅰ 演 2 ○ ○ 事前・事後指導（必修）

□ 保育実習指導Ⅱ（保育所） 演 1 △ ○ 事前・事後指導（選択）

□ 保育実習指導Ⅲ（施設） 演 1 △ ○ 事前・事後指導（選択）

□ 保育技能Ⅰ 実 2 ○ ○ ○ ○ ○ 音楽実技

□ 保育技能Ⅱ 実 2 ○ ○ ○ ○ ○ 音楽実技

□ 保育技能Ⅲ 演 1 ○ ○ 音楽理論

□ 保育技能Ⅳ 演 1 ○ ○ 音楽理論

□ 保育技能Ⅴ 演 1 ○ ○ 図画工作

□ 保育技能Ⅵ 演 1 ○ ○ 図画工作

□ 保育技能Ⅶ 演 1 ○ ○ 専門体育

□ 保育技能Ⅷ 演 1 ○ ○ 専門体育

□ 保育技能Ⅸ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育技能Ⅹ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育技能ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育実践演習 演 2 ○ ○
□ 介護実習Ⅰ 実 2 ○ ○
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社会福祉学科　養護教諭コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１２

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
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授業科目

□ 医学一般Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 医学一般Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ こころとからだのしくみⅠ 2 ○ ○
□ こころとからだのしくみⅡ 2 ○ ○
□ 精神医学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神医学Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅱ 2 ○ ○
□ 子どもの保健 2 ○ ○
□ 子どもの健康と安全 実 1 ○ ○
□ 心理学 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 保育の心理学 2 ○ ○
□ 子ども家庭支援の心理学 演 2 ○ ○
□ 子どもの理解と援助 演 1 ○ ○
□ 発達心理学Ⅰ 2 ○ ★

□ 発達心理学Ⅱ 2 ○
□ 教育心理学 2 ○ ★

□ 家族援助論 2 ○ ○
□ 子どもの食と栄養 2 ○ ○
□ 権利擁護と成年後見制度 2 ○ ○ ○
□ 教育原理 2 ○ ○ ★

□ 社会福祉学特論Ⅰ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅱ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅲ 2 ○

計 31 37 72 70 44 70

備考欄の★の科目は、発達心理学Ⅰ＝発達心理学、教育心理学＝教育心理学、教育原理＝教育基礎論の教職関係科目の単位として
充当することが出来ます。

保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習指導Ⅱ（保育所）または保育実習Ⅲ（施設）・保育実習指導Ⅲ（施設）いずれかの組合せを選択すること。

【授業の方法】演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。
【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。◎印は開講時期に週２コマの授業があることをさす。
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教職課程履修について4高等学校教諭一種免許状　福祉5
0教育職員免許状²取得y»�±{�1各学科~卒業要件²満�yほ{1<教育職員免許状=及び<教育職員
免許法施行規則={定±»所定~単位及び本学w定±»単位²修得y»必要|あº~y2
0教育職員免許状~取得{必要z授業科目及び単位数1並び{そ~履修方法{ついv�O記~xzºwy2
理解²深±v授業{臨³wく�さい2
0zz1教育職員免許状²取得y»�±~課程²選択履修y»学生�1課程履修�録²y»必要|あº~y2
原則xwvā年次春学期{手続}w~y2ûwい日程�別途指示|あº~y2

Ā．全学共通科目~履修{ついv
0教養科目1外国語科目1健康教育科目及び情報活用科目�1卒業要件²充足y»sxx1教育職員免許状
取得~�±~要件²満�ysx²共有y»sx{zº~y2O記~科目²必z含³w履修wvく�さい2

別表Ⅲ－１ÿ

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ● ●
□ 英語a 演 1 ○
□ 英語b 演 1 ○
□ ¹ýüôx健康a 講1実 1 ○
□ ¹ýüôx健康b 講1実 1 ○
□ 情報活用演習ÿ基礎Ā 演 1 ○ w~y2
□ 情報活用演習ÿ教職Ā 演 1 ○

ā．<専門教育科目=~履修{ついv
0<教科{関y»科目=1<教職{関y»科目=xいs�<専門教育科目={ついv�1学則{規定y»卒業要件x
wv~必修û選択等~別{{{わºzく1O記~xzº{履修wvく�さい2
○教科{関y»科目
0社会福祉学科各コü¹~専門教育科目ÿB類Ā{記載~高免ÿ福祉Ā欄{○印~あ»科目²履修wvく�さい2
○教職{関y»科目
0N記~教科{関y»科目{加えv1次表~xzº履修wvく�さい2

別表Ⅲ－１Ā

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 教職入門 2 ● ●
□ 教育基礎論 2 ● ●
□ ~Ô心理学 2 ○
□ 特別支援教育総論 2 ○
□ 教育社会学a 2 ○
□ 教育課程論 2 ○
□ 福祉科教育法a 演 2 ○
□ 福祉科教育法b 演 2 ○
□ 総合的z学習~時間~指導法 2 ● ●
□ 特別活動~指導法 2 ○
□ 教育方法û情報通信技術活用論 2 ○
□ 生徒指導ÿ進路指導²含°Ā 2 ○
□ 教育相談 2 ○
□ 教職実践演習ÿ中û高Ā 演 2 ○
□ 高等学校教育実習 実 3 ○

計 31
[注] Ā．高等学校教諭一種免許状²取得y»者�1高免欄{○印²付さ¼�科目全部x△印²付さ¼�科目~う�Ā科目以N²履修y»sx2

ā．N記~科目�1卒業所要単位数{�算入wzい2

ā．授業~方法欄~<演=�演習科目1<実=�実習科目1空欄�講義科目2

ÿ．履修年次欄{○印²付さ¼�xzº履修y»sx2

ā．教育実習{ついv
0教育職員免許状²取得w¸うxy»学生�1大学{zいv1免許状{必要z授業科目~単位²修得y»ほ{1
教育実習²行う必要|あº~y2教育実習{ついv�別途指示|あº~y2

3 4
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教職課程履修について4養護教諭一種免許状5
0教育職員免許状²取得y»�±{�1各学科~卒業要件²満�yほ{1<教育職員免許状=及び<教育職員
免許法施行規則={定±»所定~単位及び本学w定±»単位²修得y»必要|あº~y2
0教育職員免許状~取得{必要z授業科目及び単位数1並び{そ~履修方法{ついv�O記~xzºwy2
理解²深±v授業{臨³wく�さい2
0zz1教育職員免許状²取得y»�±~課程²選択履修y»学生�1課程履修�録²y»必要|あº~y2
原則xwvā年次春学期{手続}w~y2ûwい日程�別途指示|あº~y2

Ā．全学共通科目~履修{ついv
0教養科目1外国語科目1健康教育科目及び情報活用科目�1卒業要件²充足y»sxx1教育職員免許状
取得~�±~要件²満�ysx²共有y»sx{zº~y2O記~科目²必z含³w履修wvく�さい2

別表Ⅲ－１ā

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ● ●
□ 英語a 演 1 ○
□ 英語b 演 1 ○
□ ¹ýüôx健康a 講1実 1 ○
□ ¹ýüôx健康b 講1実 1 ○
□ 情報活用演習ÿ基礎Ā 演 1 ○ w~y2
□ 情報活用演習ÿ教職Ā 演 1 ○

ā．<専門教育科目=~履修{ついv
0<養護{関y»科目=1<教職{関y»科目=xいs�<専門教育科目={ついv�1学則{規定y»
卒業要件xwv~必修û選択等~別{ {{わº無く1O記~xzº{履修wvく�さい2

○養護{関y»科目
0社会福祉学科各コü¹~専門教育科目ÿB類Ā{記載~養護教諭一種欄{○印~あ»科目²履修wvく�さい2
○教職{関y»科目
0N記~養護{関y»科目{加えv1次表~xzº履修wvく�さい2

別表Ⅲ－１Ă

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 教職入門 2 ● ●
□ 教育基礎論 2 ● ●
□ ~Ô心理学 2 ○
□ 特別支援教育総論 2 ○
□ 教育社会学a 2 ○
□ 教育課程論 2 ○
□ Ó徳教育~指導法 2 ○
□ 総合的z学習~時間~指導法 2 ● ●
□ 特別活動~指導法 2  ○
□ 教育方法û情報通信技術活用論 2 ○
□ 生徒指導論 2 ○
□ 教育相談 2 ○
□ 教職実践演習ÿ養護教諭Ā 演 2 ○
□ 養護実習 実 5 ○

計 31
[注] Ā．養護教諭一種免許状²取得y»者�1○印²付さ¼�科目全部x△印²付さ¼�科目¸ºĀ科目²履修wzけ¼ばz¹zい2

ā．N記~科目�1卒業所要単位数{�算入wzい2

ā．授業~方法欄~<演=�演習科目1<実=�実習科目1空欄�講義科目2

ÿ．履修年次欄{○印²付さ¼�xzº履修y»sx2

ā．教育実習{ついv
0教育職員免許状²取得w¸うxy»学生�1大学{zいv1免許状{必要z授業科目~単位²修得y»ほ{1
教育実習²行う必要|あº~y2教育実習{ついv�別途指示|あº~y2

履修年次

3

○

○

備考

○ 春学期~��秋学期{開講

保育士履修者�
<基礎専門体育a1b=w充当

○

2 備考

○
○
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|
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科
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履修年次

4

2 3 4

○
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○

○

1
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社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
保育実習指導Ⅰ（保育所・施設） 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ
保育実習Ⅰ（保育所） 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習
保育実習Ⅰ（施設） 精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ

保育実習指導Ⅱ（保育所） 精神保健福祉援助実習
保育実習指導Ⅲ（施設）
保育実習Ⅱ（保育所）
保育実習Ⅲ（施設）
介護実習Ⅰ
養護実習
看護実習

ソーシャルワークの基盤と専門職 ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ ソーシャルワーク理論と方法（専門）Ⅱ 医療ソーシャルワーク論 教職実践演習（養護教諭）
保育技能Ⅰ 保育技能Ⅰ 保育技能Ⅰ 保育技能Ⅰ ソーシャルワーク演習 社会福祉援助技術演習Ⅰ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅲ
保育技能Ⅲ 保育技能Ⅳ 保育技能Ⅶ 保育技能Ⅵ 精神保健福祉援助演習(基礎) 精神保健福祉援助演習Ⅰ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 精神保健福祉援助演習Ⅲ
保育内容総論 介護技術 保育内容指導法Ⅰ 保育技能Ⅷ 障害児保育Ⅰ 障害児保育Ⅱ 保育技能Ⅱ、 保育技能Ⅱ

保育内容指導法Ⅲ 保育内容指導法Ⅱ 保育技能Ⅱ、Ⅴ、Ⅸ 保育技能Ⅱ、Ⅹ 保育実践演習
保育内容指導法Ⅴ 保育内容指導法Ⅳ 保育内容指導法Ⅸ、 保育相談支援 社会福祉学特論Ⅱ
保育内容指導法Ⅶ 保育内容指導法Ⅵ 子どもの健康と安全 保育内容指導法Ⅹ、 
子ども家庭支援の心理学 保育内容指導法Ⅷ 子どもの食と栄養

子どもの理解と援助 社会福祉学特論Ⅰ
社会福祉学特論Ⅲ

学校保健Ⅰ 養護概説 社会保障論Ⅰ 社会保障論Ⅱ 社会的養護Ⅱ 更生保護制度論
保育者論 社会福祉学Ⅱ 高齢者福祉論Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ 地域福祉論Ⅰ 地域福祉論Ⅱ

介護概論Ⅱ 精神保健福祉の原理Ⅰ 権利養護と成年後見制度 公的扶助論 家族援助論
保育原理Ⅰ 保育課程論 精神保健学Ⅱ 精神障害リハビリテーション論 母性保健
保育原理Ⅱ 乳児保育Ⅱ 社会的養護Ⅰ 保健医療制度論
乳児保育Ⅰ 学校救急看護 教育相談 精神保健福祉制度論
保育の心理学 健康相談活動 障害福祉論Ⅱ 　

障害福祉論Ⅰ 社会福祉運営管理論
精神保健学Ⅰ 精神保健福祉の原理Ⅱ
こころとからだのしくみⅠ 子どもの保健
生徒指導論 学校保健Ⅱ

障害児心理学
こころとからだのしくみⅡ

社会福祉学Ⅰ 法学 児童福祉学Ⅰ 児童福祉学Ⅱ 諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ 免疫学 環境論
心理学 倫理学 精神医学Ⅰ 教育心理学 道徳教育の指導法 家族援助論
医学一般Ⅰ 成人看護 教育方法・情報通信技術活用論 食品学 栄養学 教育社会学
介護概論Ⅰ 医学一般Ⅱ 社会調査法Ⅰ 特別活動の指導法
解剖生理学 発達心理学Ⅰ 社会学 精神看護
基礎看護 教育原理 発達心理学Ⅱ 精神保健
健康科学 小児看護 社会調査法Ⅱ
教職入門 教育基礎論 精神医学Ⅱ

公衆衛生学
教育課程論
衛生学

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ 英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ
情報活用演習（基礎） 選択外国語Ⅰ 選択外国語Ⅱ 選択外国語Ⅲ 選択外国語Ⅳ
基礎専門体育Ⅰ 情報活用演習（教職） SEITOKU Academic LiteracyⅢ
スポーツと健康Ⅰ 基礎専門体育Ⅱ
SEITOKU Academic LiteracyⅠ スポーツと健康Ⅱ

SEITOKU Academic LiteracyⅡ

聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ
キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 小笠原流礼法基礎講座 聖徳教育Ⅱ 聖徳教育Ⅱ 聖徳教養科目 聖徳教養科目 聖徳教養科目

聖徳教養科目 聖徳教養科目 聖徳教養科目 聖徳教養科目

社
会
の
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
福
祉
・
教
育
職

聖徳大学　心理・福祉学部　社会福祉学科　養護教諭コース　カリキュラムマップ
４年次春学期 ４年次秋学期

養護教諭・福祉実践者としての総合力を高めよう

１年次春学期 １年次秋学期

養護教諭・福祉の世界をのぞいてみよう

２年次春学期 ２年次秋学期

養護教諭・福祉の専門的知識を身につけよう

３年次春学期 ３年次秋学期

養護教諭・福祉の専門性を理解しよう

実践能力を養う

対人援助・学校保健等
の理論を学び、

技能を身につける

４年次

社会福祉・養護教諭専門職としての資質・能力を高める

１年次

社会福祉・養護教諭に関する基礎を学ぶ

２年次

社会福祉・養護教諭の専門的知識を学ぶ

３年次

 演習・実習を通して社会福祉・養護教諭専門職としての実践力を身につける

社会福祉・学校保健
の専門的な知識を学ぶ

社会福祉・学校保健
の基礎となる知識を学ぶ

学びの基礎を身につける

人間性を高める

教育目標
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聖徳大学　心理・福祉学部　社会福祉学科　養護教諭コース　SEITOKU Learning Outcomes

１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期 ３年次春学期 ３年次秋学期 ４年次春学期 ４年次秋学期 学位授与の方針に
掲げる学修成果

社会福祉・学
校保健の基礎
となる知識を
学ぶ

学校保健に関わる価値・倫理
を説明できる

児童・生徒の特性をふまえた教育
課題を発見することができる

社会福祉学の専門的な
理論・知識・態度を習
得し、個人の尊厳と基
本的人権を尊重しなが
ら福祉・教育課題を探
求し課題解決策を提示
することができる

福祉の世界をのぞいてみよう 福祉の専門的知識を身につけよう 福祉の専門性を理解しよう 福祉実践者としての総合力を高めよう

他業種間の連携を図
り、地域社会づくりや
福祉社会づくりなど社
会貢献ができる

社会福祉・学
校保健の専門
的な知識を学
ぶ

教育課題について解決策をプ
レゼンテーションすることが

でる

差別や社会的排除等の社会的
問題を説明できる

学校保健に関わる理論・方法
を説明できる

対人援助・学
校保健等の理
論を学び、技
能を身につけ
る

福祉・教育の実践場面
で女性の立場から生活
の視点を持ち、個々人
の福祉・教育ニーズに
応じたサービス提供を
実践することができる

実践能力を養
う

学校保健等の基本的な支援方
法を説明できる

教育ニーズに応じた支援方法
を説明できる

個人の尊厳を重視した支援が
できる能力を示している

支援の展開にあたって多機
関・ 多職種とのチームアプ

ローチを理解し実践する能力
を示している

他者と協働してより良い共生
社会を築くための役割を示し

ている

学校保健と政策の連関的な取
り組みを説明できる

学びの基礎を
身につける

人間性を高める
あらゆる場面において「和」の
精神を発揮することができる

情操豊かで円満な女性として振
舞うことができる

社会の多様性を受け入れ、尊重す
ることができる

社会福祉の専門的知識を学ぶ 演習・実習を通して社会福祉専門職としての
実践力を身につける

社会福祉専門職としての資質・能力を高める
教育目標

社会福祉に関する基礎を学ぶ

確かな人間性を有し
福祉・教育の実践者
としての資質を兼ね

備えている

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

建学の精神「和」について、説
明することができる

教育・福祉の基礎的な知識を有
している

学校保健に必要な教養を身につけ
ている
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目
教養科目

科目数 4 6 4 4
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 社会調査法Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 社会調査法Ⅰ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 児童福祉学Ⅰ
心理学

科目数 4 3 3 1
学校保健Ⅰ 養護概説 健康科学 学校保健Ⅱ
解剖生理学 小児看護 衛生学 健康相談活動
基礎看護 成人看護 学校救急看護 公衆衛生学

ソーシャルワークの基盤と専門職 社会福祉学Ⅱ 精神保健 精神看護
教職入門 ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 栄養学 食品学

教育基礎論 教育方法・情報通信技術活用論 障害児心理学
生徒指導論 教育課程論

社会保障論Ⅰ 特別活動の指導法
ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 教育相談

障害福祉論Ⅰ 社会保障論Ⅱ
高齢者福祉論Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ

社会福祉運営管理論
児童福祉学Ⅱ
障害福祉論Ⅱ
高齢者福祉論Ⅱ

権利擁護と成年後見制度

科目数 5 6 11 16
科目数計 13 15 18 21

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

教養科目 教養科目
科目数 2 1 0 0

社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ

科目数 2 2 1 1
発達心理学 母性保健 免疫学 教職実践演習（養護教諭）

道徳教育の指導法 教育社会学 社会福祉援助技術演習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅲ
保健医療制度論 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 地域福祉論Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

地域福祉論Ⅰ 更生保護制度論
公的扶助論 社会福祉援助技術演習Ⅰ

ソーシャルワーク演習 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ

養護実習
看護実習

科目数 7 9 4 4
科目数計 11 12 5 5

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

学科必修科目

養護教諭、
社会福祉士

養護教諭、
社会福祉士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目

社会福祉学科　養護教諭コース　免許・資格取得履修モデル
（養護教諭・社会福祉士　履修モデル）

１年 ２年
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目
教養科目

科目数 4 6 4 4
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 社会調査法Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 社会調査法Ⅰ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 児童福祉学Ⅰ
心理学

科目数 4 3 3 1
学校保健Ⅰ 養護概説 健康科学 学校保健Ⅱ
解剖生理学 小児看護 衛生学 健康相談活動
基礎看護 成人看護 学校救急看護 公衆衛生学
教職入門 社会福祉学Ⅱ 精神保健 精神看護

教育基礎論 栄養学 食品学
教育方法・情報通信技術活用論 障害児心理学

生徒指導論 教育課程論
社会保障論Ⅰ 特別活動の指導法
障害福祉論Ⅰ 教育相談

精神保健福祉の原理Ⅰ 社会保障論Ⅱ
精神医学Ⅰ 障害福祉論Ⅱ

精神保健学Ⅰ 精神保健福祉の原理Ⅱ
精神医学Ⅱ
精神保健学Ⅱ

権利擁護と成年後見制度

科目数 4 5 12 15
科目数計 12 14 19 20

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

教養科目 教養科目
科目数 2 1 0 0

社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ

科目数 2 2 1 1
発達心理学 母性保健 免疫学 教職実践演習（養護教諭）

道徳教育の指導法 教育社会学 精神保健福祉援助演習Ⅱ 精神保健福祉援助演習Ⅲ
地域福祉論Ⅰ 地域福祉論Ⅱ 精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ

精神障害リハビリテーション論 精神保健福祉制度論 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ
精神保健福祉援助演習(基礎） 精神保健福祉援助演習Ⅰ

精神保健福祉援助実習
精神保健福祉援助実習指導Ⅰ

更生保護制度論
養護実習
看護実習

科目数 5 10 4 3
科目数計 9 13 5 4

社会福祉学科　養護教諭コース　免許・資格取得履修モデル
（養護教諭・精神保健福祉士　履修モデル）

１年 ２年

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

学科必修科目

養護教諭、
精神保健福祉士

養護教諭、
精神保健福祉士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
幼保基礎専門体育Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） 幼保基礎専門体育Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目
教養科目

科目数 4 6 4 4
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 社会調査法Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 社会調査法Ⅰ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 児童福祉学Ⅰ
心理学

科目数 4 3 3 1
学校保健Ⅰ 養護概説 健康科学 学校保健Ⅱ
解剖生理学 小児看護 衛生学 健康相談活動
基礎看護 成人看護 学校救急看護 公衆衛生学

社会福祉援助技術総論Ⅰ 乳児保育Ⅰ 精神保健 精神看護
保育原理Ⅰ 保育技能Ⅰ 栄養学 食品学
保育者論 保育技能Ⅳ 教育方法・情報通信技術活用論 障害児心理学

保育内容総論 保育の心理学 生徒指導論 教育課程論
保育技能Ⅰ 教育原理 乳児保育Ⅱ 特別活動の指導法
保育技能Ⅲ 教育基礎論 保育内容指導法Ⅰ 教育相談
教職入門 保育内容指導法Ⅲ 社会保障論Ⅱ

保育内容指導法Ⅴ 保育内容指導法Ⅱ
保育内容指導法Ⅶ 保育内容指導法Ⅳ

保育課程論 保育内容指導法Ⅵ
保育技能Ⅰ 保育内容指導法Ⅷ
保育技能Ⅴ 保育技能Ⅰ
保育技能Ⅶ 保育技能Ⅵ

子どもの保健 保育技能Ⅷ
子ども家庭支援の心理学 子どもの健康と安全

子どもの理解と援助

科目数 10 9 18 19
科目数計 18 18 25 24

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

教養科目 教養科目
科目数 2 1 0 0

社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文
諸外国の社会福祉Ⅰ 諸外国の社会福祉Ⅱ

科目数 2 2 1 1
発達心理学 母性保健 免疫学 教職実践演習（養護教諭）

道徳教育の指導法 教育社会学 保育技能Ⅱ 保育技能Ⅱ
ソーシャルワーク演習 社会福祉援助技術演習Ⅰ 保育技能ⅩⅠ 保育実践演習

社会的養護内容 障害児保育Ⅱ
障害児保育Ⅰ 保育内容指導法Ⅹ

保育内容指導法Ⅸ 保育内容指導法ⅩⅡ
保育内容指導法ⅩⅠ 保育相談支援

保育実習Ⅰ（保育所） 保育実習ⅡまたはⅢ
保育実習Ⅰ（施設） 保育実習指導ⅡまたはⅢ
保育実習指導Ⅰ 保育技能Ⅱ
保育技能Ⅱ 保育技能Ⅹ
保育技能Ⅸ 養護実習

子どもの食と栄養 看護実習
家族援助論

子どもの健康と安全

科目数 15 13 3 3
科目数計 19 16 4 4

社会福祉学科　養護教諭コース　免許・資格取得履修モデル
（養護教諭・保育士　履修モデル）

１年 ２年

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

学科必修科目

養護教諭、
保育士

養護教諭、
保育士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目
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文学部 文学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

文学部文学科は、特色ある複数学科を統合し、2013年に新たな学部として誕生しました。

いつの時代においても普遍的な理念である聖徳太子の「和」の精神を建学理念とする女性総

合大学の文学部として、円満な人格を備えた社会人・家庭人としての良き女性の育成を教育

の根幹としています。したがって、文学部文学科は心豊かな人間性、その表象となる気品、

幅広い教養と人文科学に関する各領域の専門性を育むことに重きを置く教育を行っていま

す。 

一方、現代社会は多くの問題を抱えています。それらは既成の知や技術のみによって解決

を図ることは難しく、なによりも人間性への深い洞察に基づいた多文化社会に関する広い

視野と優れた識見を必要としています。 

文学部文学科は、そのような現代社会の要請にも応え、人文科学に関する専門領域別に、

国際文化コミュニケーションコース、日本語・日本文学コース、歴史文化コース、書道文化

コース、図書館情報コース、教養デザインコースの六コースを設け、専門性の高い人材育成

を行っています。そして、さまざまな時代・地域の文学・文化・芸術に関する幅広く奥行き

のある教養に基づき、時代や地域を超えて多様な他者の価値観を理解できる柔軟な思考力、

社会の各領域において輝き続ける行動力を備えた人材を育成し、多くの問題を抱えた社会

に広く貢献していきます。 

以上の理念を具現化していくために、以下の三つの教育目標を掲げます。 

【教育目標】 

１．伝統の本物教育を重視し、女性としての心豊かな教養と日本社会の気品の模範として

の礼法を備えた人材を育成する。 

２．現代社会を生きるための総合的な人間力を備えた人材を育成する。 

３．文学・文化・芸術に関する各学問領域の専門的な知識を有し、自らの考えを適切に表

現できる社会的・職業的に自立した人材を育成する。 

上記の教育目標に基づき、以下のような学習成果を設定します。 

【学習成果】 

１．伝統の本物教育により女性としての心豊かな教養を養い、及び日本社会の気品の模範

としての礼法を身につけ、実践できる。 

２．グローバル社会を生きるための英語コミュニケーション力をも有した総合的な人間力

を身につけ、実践できる。 

３．文学・文化・芸術に関する学問領域の基礎的な知識及び各領域の専門能力を身につけ、

主体的に課題を解決できる。 

文学部文学科では、以上の学習成果を達成するために編成された教育課程において所定

の単位を修得した人に卒業を認定し、学士（文学）の学位を授与します。 
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

【教育課程編成の方針】 

 文学部文学科では、学習成果を体系的に達成するために、全学で共通に展開する科目

（全学共通科目）と、それらを基礎とし相互に密接に関連しながら専門性の高い実践力を育

む専門教育科目の教育課程を編成しています。 

 専門教育科目については、以下の方針に基づいて編成しています。 

１．学部共通科目 

伝統の本物教育を具現化し、体験型・参加型教育を重視した科目を設置しており、それ

らの科目を RE(Reality Experience)科目と名付けています。RE科目の他、ゼミ、キャリ

ア論、コミュニケーション技法を学部共通科目として設定することにより、学生自らが

課題を発見し自ら主体的に学習成果を高め、課題探求力を身につけます。 

２．コース別専門科目群 

（１）国際文化コミュニケーションコース 

英米の文化・文学・歴史を学ぶとともに、日本(アジア圏)の文化・文学・歴史を学ぶ

ことによって、世界の多様な文化を理解し、国際的なコミュニケーション力を育成す

る教育課程を編成しています。 

（２）日本語・日本文学コース 

日本語を専門的に学ぶことによって、日本語の基本的な運用能力を養い、日本の文学

作品の鑑賞・批評・創作を通した自己表現力を育成する教育課程を編成しています。 

（３）歴史文化コース 

歴史学・考古学・民俗学・美術史学の知識と専門理論を学び、歴史的に形成された現

代社会の課題に多面的に取り組む力を育成する教育課程を編成しています。 

（４）書道文化コース 

書道学を学ぶことによって、書の実相を理論と実技を通して理解し、書の真髄を見極

め作品を創作する力を育成する教育課程を編成しています。 

（５）図書館情報コース 

  図書館情報学を学ぶことによって、図書館の機能と情報資源の多様性を理解し、情報

技術を身につけて、現代図書館を運営する力を育成する教育課程を編成しています。 

（６）教養デザインコース 

人文科学としての教養力の基盤の上に、相手志向で思いやるホスピタリティ力と、

人・組織・会社・世界と円滑な関係を築き上げるコミュニケーション力を養い、実社

会における総合的な人間力を育成する教育課程を編成しています。 

【教育課程実施の方針】 

文学部文学科では、全学共通科目と専門教育科目の教育課程を編成し、学習成果を効果的

に達成するために、以下の教育課程実施の方針を示し、質の高い学習過程を展開しています。 

１．伝統の本物教育を具現化し、体験型・参加型教育を重視した特別授業を開講し、学生自

らが課題を発見し自ら主体的に学習成果を高める方法を重要視しています。それらの

科目を RE(Reality Experience)科目と名付けています。 
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２．文学・文化・芸術に関する各学問領域の専門科目では、作品・学習対象の鑑賞・批評・

創作をチームによるアクティブ・ラーニングやプロジェクト学習等を活用し実施して

います。 

３．キャリア科目におけるインターンシップやフィールドワークをはじめ、実習など、現地

現物主義によって実践的な能力を身につけられるよう実施しています。 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

文学部文学科は、建学の理念である「和」の精神を理解し、文学・文化・芸術に関する学

問領域に興味を持ち、将来、心豊かな教養と気品を持った女性として、社会の各分野で活躍

したいという基本的資質をもった人を求めています。具体的には以下のような入学者を求

めています。 

１．心豊かな女性として、気品ある行動を大切にできる人。 

２．協調性、誠実性、自主性を備え、自分の考えや気持ちを表現するなど、多様な人々と協

働する意欲がある人。 

３．文学・文化・芸術に関する特定のテーマを掘り下げ深く学ぼうとする意欲がある人。 

４．高等学校等での学びを通して、文学部文学科での学習に必要な知識、技能、思考力、学

ぶ力を身につけている人。 

文学部文学科では、このような人を受け入れるために多様な受験機会を用意しさまざま

な入学試験を行っています。こうした試験においては、本学科での学習に必要な知識、技能、

基礎的な学力、主体的な判断力、創造的な考えを表現できる力、仲間と協働して学びを作っ

ていく力などについて、書類審査（調査書、推薦書など）、学力試験、面接などを組み合わ

せて総合的に評価します。 
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文学部 文学科 全学共通科目 履修要項

① 文学部文学科各コースの卒業所要単位数は、下表のとおりです。

コース名
全学共通科目

（Ａ類）

専門教育科目

（Ｂ類）
計

国際文化コミュニケーション ３０単位 ９４単位 １２４単位

日本語・日本文学 ３０単位 ９４単位 １２４単位

歴史文化 ３０単位 ９４単位 １２４単位

書道文化 ３０単位 ９４単位 １２４単位

図書館情報 ３０単位 ９４単位 １２４単位

教養デザイン ３０単位 ９４単位 １２４単位

② 文学部文学科の全学共通科目（A類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりとします。

全 学 共 通 科 目（Ａ類） 

聖徳教育 

科目 

教養科目、専門基礎科目及び

外国語科目 

健康教育 

科目 

情報活用 

科目 
計 

７ ２０ ２ １ ３０ 

③ 文学部の学生は、全学共通科目（Ａ類）については、別表Ⅳ－１～８のとおり履修してください（同

一科目を重複して履修することはできません）。

④ 聖徳教育科目（別表Ⅳ－１）はすべて卒業必修です。授業内容の詳細については、学生便覧及びシラ

バスを参照してください。

⑤ 教養科目（別表Ⅳ－２）は外国語科目と併せて14単位以上を修得すること（外国語は8単位以上）。

１年次秋学期から開講しますので、各学期2科目程度を、Ａ類～Ｄ類まで一つの群に集中することな

くバランスよく履修してください。

Ｄ類の「日本国憲法」は、教育職員免許状を取得しようとする者は必修です。

⑥ 専門基礎科目（別表Ⅳ－３）はすべて卒業必修です。

⑦ 外国語科目（別表Ⅳ－５）は、英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（4単位）及び選択外国語として、英語、フラン

ス語、ドイツ語、中国語のうち１か国語（4単位）、計8単位が必修です。

⑧ 健康教育科目（別表Ⅳ－６）及び情報活用科目（別表Ⅳ－７）は、備考に記載のとおり履修してくだ

さい。

⑨ 単位を修得（成績表に S・A・B・C・N と表記される）した場合には、各別表の履修チェック欄に

印をつけ、履修漏れの防止に努めてください。

�-� �1�2�4� �-



全学共通科目ÿA類Ā

別表Ⅳ－ÿ

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ● ● ● 春学期~��秋学期{開講

□ 聖徳教育a 演 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 聖徳教育~û細{ついv�1学生便覧²参照

□ 聖徳教育b 演 1 ○ ○ ○ ○ y»sx2

□ 聖徳教育c(SEITOKU Academic Literacy a) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育c(SEITOKU Academic Literacy b) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育c(SEITOKU Academic Literacy c) 演 1 ○ ● ●

7

教養科目 別表Ⅳ－Ā

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 2 ○ ○ ○ △ 教養科目x別表d-3~専門基礎科目1別表d-5

□ 2 ○ ○ ○ ~外国語科目²併{v20単位以N修得y»sx

□ 2 ○ ○ ○ (外国語�８単位以N)

□ 2 ○ ○ ○

□ 演 2 ○ ○ △ 教養科目�表中~A類1B類1C類各類{¹1

□ 2 ○ ○ ○ Ā科目以N必修2

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○ △ 同x科目ÿ領域Ā²重複履修y»sx�

□ 2 ○ ○ ○ w}~{³2

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○ △

D
類 □ 2 ● ●

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

0履修年次1履修年次~○印�開講時期²さy2又●印~付さ¼�授業科目�時間割編成N1春学期又�秋学期いz¼{{配当

000         さ¼»~w時間割²確認y»sx2

専門基礎科目 別表Ⅳ－ā

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 2 ○ ○

□ 1 ○

□ 1 ○

□ 異文化コÿュûÁü·ョン 2 ○ ○

6

日本国憲法�1教育職員免許状²取得y»者
�必z修得y»sx2

日本国憲法

B
類

自然û社会û科学技術²考え»ÿ自然領域Ā

自然û社会û科学技術²考え»ÿ科学技術領域Ā

自然û社会û科学技術²考え»ÿ社会領域Ā

自然û社会û科学技術²考え»ÿ環境領域Ā

C
類

心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ心~領域Ā

心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ{¹�~領域Ā

心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ栄養領域Ā

心x{¹�~美的本質²追求y»ÿ¹ýüô領域Ā

1 2 3 4

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

A
類

自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ芸術領域Ā

自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ文学領域Ā

自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ歴史領域Ā

自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ文化領域aĀ

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

1 2 3 4

自分²見つ±û拡rû伝え»ÿ文化領域bû´ン¿üン·ップĀ

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

0履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

履0修0年0次

聖徳教育科目

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

備考

卒
業
必
修

計

履0修0年0次

備考

4

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

Á

ェ
ッ
¿
欄

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

履0修0年0次

備考1 2

0履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

授0業0科0目

ベü·ッ¿コÿュûÁü·ョンa

コンôュü¿ûコÿュûÁü·ョンa

コンôュü¿ûコÿュûÁü·ョンb

計

3
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BusinessFieldLinkageプýÀùĀ 別表Ⅳ－４

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ ビ¸ネ¹ûõ³üûùûúンÁü¸原論 1 ● ● ● ●

□ ビ¸ネ¹ûコÿュûÁü·ョンû¹キû 2 ● ● ● ●

□ ²ンøüプüúü·ップÿ起業家精神Ā概論 2 ● ● ● ●

□ キャú²教育関連科目※

□ 現代社会{zけ»ビ¸ネ¹úöù·ü 2 ● ● ● ●

□ 法律û健康知識w身²守»セûõþネ¸āンø 2 ● ●

□ 就活{²役立つā÷³²úöù·ü 2 ● ●

□ 戦略的ビ¸ネ¹þネ¸āンø 2 ● ● ● ●

□ 世界~ûュü¹²読�解く～国際社会問題²知»～ 2 ● ● ● ●

□ ÀýüバûコÿュûÁü·ョン 2 ● ● ●

□ PracticalEnglishCommunicationa 2 ○

□ PracticalEnglishCommunicationb 2 ○

□ PracticalEnglishCommunicationc 2 ○

□ 新時代~úüÀü·ップ÷¶´ン 2 ● ●

□ 戦略的ビ¸ネ¹プùンûンÀ 2 ● ● ● ●

□ 顧客価値²創出y»þüÁö³ンÀ 2 ● ● ● ●

□ SDGｓ²実現y»GX&SX~基本 2 ● ● ● ●

□ 文系人材~�±~DXûAIúöù·ü 2 ● ●

□ ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹a 2 ● ● ●

□ ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹b 2 ● ● ●

□ ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹c 2 ● ● ●

□ 地域社会~価値²創造y»実践論 2 ● ●

□ 行政~役割²体験y»´ン¿üン·ップ 2 ● ●

□ 行政~理解x試験対策 2 ○

ビ¸ネ¹再生û
創生副専攻

いz¼{~学期w履修

※キャú²教育関連科目�各学部学科教育課程~設定{¸»2
※○�配当年次²示y2●�いz¼{~学期w履修y»sx²示y2zz1配当年次û学期~N位学年{ついv�いz¼~科目²任意{履修w}»2
※副専攻²希望wzい場合w²1BFL科目~履修�可能wy2

＜副専攻履修{ついv＞
BusinessFieldLinkageプýÀùĀ~科目{¹āÿ単位以N修得y»x学³�sx²認証y»<修了証=²授与w~y2必要z要件�O記~通ºwy2
d自分~目標xy»キャú²{合わ{�副専攻²N記５つ~副専攻{¹選択w1そ~副専攻{該当y»必修科目x共通必修科目<ビ¸ネ¹ûõ³üûùûúン
Áü¸原論=<ビ¸ネ¹ûコÿュûÁü·ョンû¹キû=<²ンøüプüúü·ップÿ起業家精神Ā概論=1他~副専攻~科目x併{vāÿ単位²修得y»sx2
e修得単位ÿ共通区分²除くĀ~取º扱い{ついv�1次~xzº教養科目~単位{6単位~w充当y»sx|w}~yÿ但w<ビ¸ネ¹û÷ü¿µ´エン¹a1
b1c=及び<PracticalEnglishCommunicationa1b1c=�除くĀ2
f履修y»科目�キャップ制~対象外xw~y2
g履修状況{ついv�1各学期~成績表{zいv履修済�~科目~成績²確認y»sx|w}~y2

ビ¸ネ¹û÷ü¿
µ´エン¹副専攻

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

履修年次

1 2 3 4

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

Á

ェ
ッ

¿

欄

区分

授

業

~

方

法

単
位

卒
業
必
修

いz¼{~学期w履修

価値増幅型
þネ¸āンø副専

攻
いz¼{~学期w履修

備考

いz¼{~学期w履修

地域活性化û
価値創造副専攻

Àýüバû
人材育成副専攻

共通

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

授業科目

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修

いz¼{~学期w履修
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別表Ⅳ-ă

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 演 1 ○ ○ △

□ 演 1 ○ ○ 外国語科目²併{vāÿ単位以N修得y»sx2

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○ △

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○ △ <õùン¹語=1<ù´ô語=及び<中国語=�

□ 演 1 ○ 各学期{週2回開講さ¼»~waxb1

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

32

卒
業
必
修

外国語科目�1卒業必修科目xwv英語a1英語
b1英語c1英語dÿÿ単位Ā及び選択外国語xwv
ÿ英語1õùン¹語1ù´ô語1中国語)~う�1{国語
ÿÿ単位Ā1計8単位以N|必修wy2

英語e

英語f

英語g

英語h

単
0
位

履0修0年0次

備考1 2 3 4

cxd²同一学期{履修y»sx2

英語c

英語d

授0業0科0目

外国語科目配当表

Á

ェ
ッ
¿
欄

授
業
~
方
法

英語a

英語b

0履 修 年 次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

別表d-2~教養科目x別表d-3~専門基礎科目1

中国語a

中国語b

中国語c

中国語d

õùン¹語a

õùン¹語b

õùン¹語c

ù´ô語f

ù´ô語a

中国語h

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

ù´ô語g

ù´ô語h

õùン¹語f

õùン¹語g

中国語g

中国語f

ù´ô語c

ù´ô語d

ù´ô語e

õùン¹語d

õùン¹語e

中国語e

ù´ô語b

õùン¹語h

�-� �1�2�7� �-



健康教育科目 別表Ⅳ-Ą

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ ¹ýüôx健康a ※ 1 ○ ○ △ ¹ýüôx健康aûb²修得y»sx2

□ ¹ýüôx健康b ※ 1 ○ ○

2

0授業~方法1無印：講義2※印�講義及び実技科目²さy2

情報活用科目 別表Ⅳ－ą

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 情報活用演習(基礎) 演 1 ○ ○ △

□ 情報活用演習(教職) 演 1 ○

□ 情報活用演習(応用) 演 1 ○

□ 情報活用演習(統計) 演 1 ○

□ 情報活用演習(表現) 演 1 ○

5

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

0履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

帰国子女科目 別表Ⅳ－Ć

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本語a 演 1 ○ △ 帰国子女科目�1教養科目又�外国語~単位{

□ 日本語b 演 1 ○ 替え»sx|w}»2

□ 日本語c 演 1 ○

□ 日本語d 演 1 ○

□ 日本語e 演 1 ○

□ 日本語f 演 1 ○

□ 日本~社会x歴史a 2 ○

□ 日本~社会x歴史b 2 ○

10

0授業~方法1演：演習1無印：講義²さy2

0履修年次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

履0修0年0次

備考

備考1 2 3 4

0履 修 年 次1履修年次欄~○印�開講時期²さy2

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

履0修0年0次

1 2 3 4

情報活用演習ÿ基礎Ā|必修wy2教育職員免
許状²取得w¸うxy»者�1情報活用演習ÿ基
礎Āûÿ教職Ā~両科目x²修得y»sx2

3 4 備考1 2

Á

ェ
ッ
¿
欄

授0業0科0目

授
業
~
方
法

単
0
位

卒
業
必
修

履0修0年0次
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文学科0国際文化コÿュûケü·ョンコü¹0専門教育科目ÿＢ類Ā 別表d―Ā
中 高

一 一
免 免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 人文科学入門aÿRE科目Ā 2 ○ ○ エ²ù´ンプùÁúP

□ 人文科学入門bÿRE科目Ā 2 ○ ○

□ ホ¹ô¿úö³コÿュûケü·ョンa 2 ○ ○ エ²ù´ンプùÁúP

□ 女性½ャú²論a 2 ○ ○ エ²ù´ンプùÁúP

□ 女性½ャú²論b 2 ○ ○ エ²ù´ンプùÁúP

□ ½ャú²戦略a 2 ○ ○ エ²ù´ンプùÁúP

□ ½ャú²戦略b 2 ○ ○

□ 専門ゼÿ入門 演 1 ○ ○

□ 専門ゼÿaÿ3年次ゼÿaĀ 演 1 ○ ○

□ 専門ゼÿbÿ3年次ゼÿbĀ 演 1 ○ 0 ○

□ 専門ゼÿcÿ4年次ゼÿaĀ 演 1 ○ ○

□ 専門ゼÿdÿ4年次ゼÿbĀ 演 1 ○ ○

□ 卒業研究 4 ○ ○
ÿ小計Ā 23 23 学科必修科目ÿ計23単位Ā

□ Reading Skills for Academic Purposes a 2 ○ ○ SEEP
□ Reading Skills for Academic Purposes b 2 ○ ○ SEEP
□ Communication Skills a 2 ○ ○ ○ ○ SEEP
□ Communication Skills b 2 ○ △ △ ○ SEEP
□ English Composition a 2 ○ ○ SEEP
□ English Composition b 2 ○ ○ SEEP
□ 基礎英文法a 2 ○ △ △ ○
□ 基礎英文法b 2 ○ △ △ ○
□ 英語音声学a 2 ○ ○ ○ ○
□ 英語音声学b 2 ○ ○ ○ ○
□ 英米文学入門 2 ○ ○ ○ ○
□ 国際文化論 2 ○ ※ ※ SEEP0※ 語学研修向け

ÿ小計Ā 24 24 コü¹必修科目ÿ計24単位Ā
□ Academic Reading a 2 ○ SEEP
□ Academic Reading b 2 ○ SEEP
□ Advanced English a 2 ○ SEEP
□ Advanced English b 2 ○ SEEP
□ Academic Writing a 2 ○ SEEP
□ Academic Writing b 2 ○ SEEP
□ Communication Skills c 2 ○ SEEP
□ Communication Skills d 2 ○ SEEP
□ Discussion and Debate a 2 ○ SEEP
□ Discussion and Debate b 2 ○ SEEP
□ 英米文学 2 ○ ○ ○
□ 応用言語学 2 ○
□ 英語学入門a 2 ○ ○ ○
□ 英語学入門b 2 ○ ○ ○
□ 海外英語特講 2 ※ ※ SEEP0※ 語学研修
□ 日本文化入門 2 〇
□ ´¾ú¹文学史a 2 △ △ 〇
□ ´¾ú¹文学史b 2 △ △ 〇
□ ²メúカ文学史a 2 △ △ 〇
□ ²メúカ文学史b 2 △ △ 〇
□ Global Communication a 2 ○ SEEP
□ Global Communication b 2 ○ SEEP
□ English for Hospitality & Tourism a 2 ○ SEEP
□ English for Hospitality & Tourism b 2 ○ SEEP

□ メ÷³²論入門 2 ○
ÿ小計Ā 50 22 コü¹選択必修科目ÿ計22単位Ā

卒
業
必
修

学
0
科
0
必
0
修
0
科
0
目

区
0
0
分

Á
ェ
ッ

¿
欄

授00業00科00目

授
業
~
方
法

単

位

履0修0年0次
備考

(

英

語

)

(

英

語

)

1 2 3 4

コ
0
ー

0
¹
0
必
0
修
0
科
0
目

コ
0
ー

0
¹
0
選
0
択
0
必
0
修
0
科
0
目
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文学科0国際文化コÿュûケü·ョンコü¹0専門教育科目ÿＢ類Ā 別表d―Ā
中 高

一 一
免 免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

卒
業
必
修

区
0
0
分

Á
ェ
ッ

¿
欄

授00業00科00目

授
業
~
方
法

単

位

履0修0年0次
備考

(

英

語

)

(

英

語

)

1 2 3 4

□ Discussion and Debate c 2 ○ SEEP

□ Discussion and Debate d 2 ○ SEEP

□ ´¾ú¹~歴史 2 ○
□ ²メúカ~歴史 2 ○
□ 現代´¾ú¹事情a 1 ○ ○ 〇
□ 現代²メúカ事情a 1 ○ ○ 〇
□ 現代´¾ú¹事情b 1 △ △ 〇
□ 現代²メúカ事情b 1 △ △ 〇
□ Global Communication c 2 ○ SEEP

□ Global Communication d 2 ○ SEEP

□ English for Hospitality & Tourism c 2 ○ SEEP

□ English for Hospitality & Tourism d 2 ○ SEEP

□ 国際機構論 2 ○
□ 国際関係論 2 ○
□ メ÷³²~英語 2 ○
□ 日本古典文学史a 2 ○
□ 日本古典文学史b 2 ○
□ 日本近現代文学史a 2 ○
□ 日本近現代文学史b 2 ○
□ 日本古典文学講読a 2 ○
□ 日本古典文学講読b 2 ○
□ 日本近現代文学講読a 2 ○
□ 日本近現代文学講読b 2 ○
□ 比較文学a 2 ○
□ 比較文学b 2 ○
□ 書学入門 2 ○
□ 図書館概論 2 ○
□ 図書館情報資源概論 2 ○
□ ホ¹ô¿úö³概論 2 ○ エ²ù´ンプùÁúP
□ ホ¹ô¿úö³コÿュûケü·ョンb 2 ○ エ²ù´ンプùÁúP
□ ホ¹ô¿úö³þネ¸メンøa 2 ○ エ²ù´ンプùÁúP
□ ホ¹ô¿úö³þネ¸メンøb 2 ○ エ²ù´ンプùÁúP
□ ホ¹ô¿úö³産業論a 2 ○ エ²ù´ンプùÁúP
□ ホ¹ô¿úö³産業論b 2 ○
□ プüゼンöü·ョンa 2 ○ エ²ù´ンプùÁúP
□ プüゼンöü·ョンb 2 ○
□ ½ャú²戦略c 2 ○ エ²ù´ンプùÁúP
□ ½ャú²戦略d 2 ○ エ²ù´ンプùÁúP
□ ベü·ッ¿コÿュûケü·ョンb 2 ○
□ ó¸ネ¹コÿュûケü·ョンa 2 ○
□ ó¸ネ¹コÿュûケü·ョンb 2 ○
□ ó¸ネ¹コÿュûケü·ョンc 2 ○
□ 日本語教育~概要a 2 ○
□ 日本語教育~概要b 2 ○
□ 日本語教授法a 2 ○
□ 日本語教授法b 2 ○

□ 日本語教育教材研究a 演 1 ○
□ 日本語教育教材研究b 演 1 ○
□ 日本語教育演習a 演 1 ○
□ 日本語教育演習b 演 1 ○
□ 日本事情a 2 ○
□ 日本事情b 2 ○
□ 言語学概論a 2 ○
□ 言語学概論b 2 ○
□ 学内õ³üûùワü¿a 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内õ³üûùワü¿b 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内õ³üûùワü¿c 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 短期´ン¿üン·ップ 2 ○ ○
□ 長期´ン¿üン·ップ 20 ○ ○ ○ ○ ÿ4週～20週／4単位～20単位Ā

□ 短期留学 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ÿ1～12週まw/1単位～12単位Ā

□ 長期留学 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ÿ13週～／13単位～20単位Ā
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文学科0国際文化コÿュûケü·ョンコü¹0専門教育科目ÿＢ類Ā 別表d―Ā
中 高

一 一
免 免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

卒
業
必
修

区
0
0
分

Á
ェ
ッ

¿
欄

授00業00科00目

授
業
~
方
法

単

位

履0修0年0次
備考

(

英

語

)

(

英

語

)

1 2 3 4

□ 特別講義a0½ャú²û÷¶´ンa 2 ○
□ 特別講義b0½ャú²û÷¶´ンb 2 ○
□ 特別講義c0úüÀü·ップ 2 ○ ○ ○ ○
□ 特別講義d0教職実践論a 2 〇
□ 特別講義e0教職実践論b 2 〇
□ 特別講義f0芸術文化論 2 〇
□ 特別講義g0教職実践論基礎a 2 〇
□ 特別講義h0教職実践論基礎b 2 〇
□ 特別講義i～jj T2単位

ÿ小計Ā 176 25 コü¹選択科目ÿ計25単位Ā

\00計 273 94

0授業~方法10演ā演習1無印ā講義をさす2

0※ÿ0中一免ÿ英語Ā取得希望者�中一免ÿ英語Ā欄~△~うちÿ単位を修得するこx2
0※Ā0高一免ÿ英語Ā取得希望者�高一免ÿ英語Ā欄~△~うちÿĀ単位を修得するこx2

0履修年次1履修年次~○印�開講時期をさす20●印�教職課程履修者~推奨履修年次を示す2

コ
ー

¹
選
択
科
目
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教職課程履修について04中学校教諭一種免許状1高等学校教諭一種免許状0英語5

ÿĀ全学共通科目~履修{tいv

別表dÿ10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ● ●
□ 英語a 演 1 ○
□ 英語b 演 1 ○
□ スポüツx健康a 講1実 1 ○
□ スポüツx健康b 講1実 1 ○
□ 情報活用演習ÿ基礎Ā 演 1 ○
□ 情報活用演習ÿ教職Ā 演 1 ○

ĀĀ<専門教育科目=~履修{tいv

○教科{関y»科目

○教職{関y»科目
0N記~教科{関y»科目{加えv1次表~xzº履修しvく�さい2
0当ú教職{関y»科目~単位�1専門教育科目(Ｂ類)~選択科目~単位{計Ny»こx|w}まy2

別表dÿ11

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 教職入門 2 ○ ○ ● ●
□ 教育基礎論 2 ○ ○ ● ●
□ 教育心理学 2 △ △ ● ●
□ ~Ô心理学 2 △ △ ● ●
□ 特別支援教育総論 2 ○ ○ ● ●
□ 教育社会学a 2 ○ ○ ● ●
□ 教育課程論 2 ○ ○ ● ●
□ 英語科教育法a 演 2 ○ ○ ○
□ 英語科教育法b 演 2 ○ ○ ○
□ 英語科教育法c 演 2 ○ ○
□ 英語科教育法d 演 2 ○ ○
□ Ó徳教育~指^法 2 ○ ● ●
□ 総\的z学習~時間~指^法 2 ○ ○ ● ●
□ 特別活動~指^法 2 ○ ○ ● ●
□ 教育方法û情報通信技術活用論 2 ○ ○ ● ●
□ 生徒指^ÿ進路指^²含°Ā 2 ○ ○ ● ●
□ 教育相談 2 ○ ○ ● ●
□ 教職実践演習ÿ中û高Ā 演 2 ○ ○ ○
□ 中学校教育実習 実 5 ○ ● ●
□ 高等学校教育実習 実 3 ○ ● ●
□ 介護体験実習 実 1 ○ ● ●

計 45 40 31

[注]

āĀ授業~方法欄~<演=�演習科目1<実=�実習科目1空欄�講義科目2
ĂĀ履修年次欄{●印²付さ¼�通º履修y»こx2春学期ま��秋学期{開講y»2

āĀ教育実習{tいv

ĂĀ介護体験{tいv

○

授業
~
方法

単
位

履修年次
1

中
免
高
免

●�春学期ま��秋学期{開講
○

単
位

履
修
|
必

要
z
科
目

備考

○

4

チ

ェ
ッ
ク
欄

2

△�いz¼{ÿ科目必修

0教育職員免許状²取得y»�±{�1T学科~卒業要件²満�yほ{1<教育職員免許法=及び<教育職員免許
法施行規則={定±»所定~単位及び本学w定±»単位²修得y»必要|あºまy2
0教育職員免許状~取得{必要z授業科目及び単位数1並び{そ~履修方法{tいv�O記~xzºwy2理解
²深±v授業{臨³wく�さい2

0<教科{関y»科目=1<教職{関y»科目=xいs�<専門教育科目={tいv�1学則{規定y»卒業要件xしv
~必修û選択等~区別{{{わ¹z1O記~xzº{履修しvく�さい2

0国際文化コミュニケüションコüス~専門教育科目ÿB類Ā{記載~中一免ÿ英語Ā1高一免ÿ英語Ā0欄{あ»○印~
あ»科目²履修しvく�さい2

○
○

備考

○
○

0zz1教育職員免許状²取得y»�±~課程²選択履修y»学生�1課程履修�録²y»必要|あºまy2原則
xしv2年次春学期{手続}しまy2ûしい日程�別途指示|あºまy2

0教養科目1外国語科目1健康教育科目及び情報活用科目�1卒業要件x1教育職員免許状取得~�±~要件²
満�しまy|1O記~科目²必z含³w履修しvく�さい2

履修年次

1 2 3授0業0科0目
授業
~
方法

0教育職員免許状²取得し¸うxy»学生�1大学{zいv1免許状{必要z授業科目~単位²修得y»ほ{1教
育実習²行う必要|あºまy2教育実習{tいv�別途指示|あºまy2

0_学校û中学校教諭~免許状²取得し¸うxy»場\�1教育職員免許法~特例等{基u}1社会福祉施設等及
び特殊教育諸学校{zいv1７日間~介護等体験²行うこx|必要wy2

3 4

ÿĀ中学校教諭一種免許状²取得y»者�1中免欄{○印²付さ¼�科目全部x△印²付さ¼�科目~う�ÿ科目以N²履修y»こx2
ĀĀ高等学校教諭一種免許状²取得y»者�1高免欄{○印²付さ¼�科目全部x△印²付さ¼�科目~う�ÿ科目以N²履修y»こx2

チ

ェ
ッ
ク

欄

授0業0科0目

●�春学期ま��秋学期{開講
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ð和６年þ　聖徳大学　文学部　文学ù　国際文化コÿュニケü·ョンコü¹　カú½ュùĀþóプ

日本国憲法 教育方法û情報通信技術活用論 教育ß理学 道徳活動の指^法 教育�会学a 教職実践演習ÿ中û高Ā

教職入門 �徒指^ÿ進路指^を含°Ā 特別支援教育総論 総\的z学習の時間の指^法

教育基礎論 教育相談 教育課程論
情報活用演習ÿ教職Ā 特別活動の指^法

英語ù教育法a 英語ù教育法b 英語ù教育法c 英語ù教育法d
介護体験実習 ÿ中û高Ā教育実習

教職実践論基礎a 教職実践論基礎b 教職実践論a 教職実践論b

専門ゼÿ入門 専門ゼÿa 専門ゼÿb 専門ゼÿc 専門ゼÿd

基礎英文法a 基礎英文法b 英語学入門a 英語学入門b ´¾ú¹の歴史 ²āúカの歴史 卒業研究 卒業研究

英語音声学a 英語音声学b 応用言語学 英米文学 ´¾ú¹文学史a ´¾ú¹文学史b

英米文学入門 比較文学a 比較文学b ²āúカ文学史a ²āúカ文学史b

日本文化入門 現ï´¾ú¹事情 現ï²āúカ事情

海外英語特講 国際機構論 国際関係論

日本事情a 日本事情b

Reading Skills

for Academic Purposesa
Reading Skills

for Academic Purposesb
Academic Readinga Academic Readingb Advanced Englisha Advanced Englishb

Communication Skillsa Communication Skillsb Communication Skillsc Communication Skillsd Discussion & Debate a Discussion & Debate b Discussion & Debate c Discussion & Debate d

English Compositiona English Compositionb Academic Writing a Academic Writing b

Global　Communicationa Global　Communicationb Global　Communicationc Global　Communicationd

女性½ャú²論a 女性½ャú²論b ½ャú²戦略a ½ャú²戦略b ½ャú²戦略c ½ャú²戦略d

½ャú²û÷¶´ンa ½ャú²û÷¶´ンb

ā÷³²論入門

ホ¹ôタúö³概論

プüゼンöü·ョンa ホ¹ôタúö³w業論b プüゼンöü·ョンb
English

for Hospitality ＆Tourism a
English

for Hospitality ＆Tourism b
English

for Hospitality ＆Tourism c
English

for Hospitality ＆Tourism d

学内õ³üûùワü¿a 学内õ³üûùワü¿b 短期´ンタüン·óプ

コンôュüタ
コÿュニケü·ョンa

コンôュüタ
コÿュニケü·ョンb

英語a 英語b 英語c 英語d

外国語 外国語

情報活用演習ÿ基礎Ā 教養ù目 教養ù目 教養ù目 教養ù目 教養ù目 教養ù目 教養ù目

SEITOKU Academic Literacy a SEITOKU Academic Literacy b SEITOKU Academic Literacy c

聖徳教育a 聖徳教育a 聖徳教育a 聖徳教育a 聖徳教育a 聖徳教育a 聖徳教育a 聖徳教育a

聖徳教育b 聖徳教育b 聖徳教育b 聖徳教育b 聖徳教育b 聖徳教育b

¹ýüôx健康a ¹ýüôx健康b _笠原流}法基礎講ÿ

課題解決のた±の実践力を
修得する

Ă年次

人間性を高±る

教育目標

ÿ年次 Ā年次 ā年次

学習の基礎を身{つける
学習xの姿勢を確立する

専門分野の基礎を理解する
8調yるû考えるû議論する9た±の

技能を修得する

学びの基礎を
身{つける

人文ù学入門a
ÿＲＥù目Ā

人文ù学入門b
ÿＲＥù目Ā

国際文化論

ホ¹ôタúö³
þネ¸āンøb

T学問領域の
専門能力を身

{つける
教員

T
学
問
領
域
の
専
門
能
力
を
身
{
つ
け
、

主
体
的
{
課
題
を
解
決
w
き
る

異文化を理解
し英語の専門
知識x4技能
を身{つける

専門
知識

4技能

�会人xしv
ß要z

能力を身{つ
ける

基礎
ベü·ó¿

コÿュニケü·ョンa
異文化

コÿュニケü·ョン

ホ¹ôタúö³
コÿュニケü·ョンa

ホ¹ôタúö³
コÿュニケü·ョンb

企業
就職

ベü·ó¿
コÿュニケü·ョンb

ホ¹ôタúö³
þネ¸āンøa

Ă年次春学期 Ă年次û学期

学びの扉を開こう 専門的知識を身{つけよう 考える力û創作力を養おう 実践力を養おう

ÿ年次春学期 ÿ年次û学期 Ā年次春学期 Ā年次û学期 ā年次春学期 ā年次û学期
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